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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『それでは！　これよりシーカースクール入学試験大会！　決勝戦を行います！』

　アナウンサーの一言で、競技場の客席は沸騰し、万雷の拍手が青い空に吸い込まれていく。

　寒い一月の正午過ぎに、だが競技場は異様な熱気に包まれていた。

　高校の入学試験を、お祭りか何かと勘違いしているとしか思えないバカ騒ぎぶりである。

　とはいえ、試験は毎年お祭り騒ぎの成人式状態だ。

　シーカーはお堅い職業で、警察、軍隊に続く第三武装勢力であり、人類を守る盾だ。

　しかし、【異能】で戦うシーカーたちが市民に怖がられないようにと、政府が娯楽化を推し進めた結果、入試はついには試験ではない何かと化している。

　客席通路にはビールの売り子が練り歩き、客たちはハッピを着込み鉢巻を巻いて横断幕を掲げて地元の生徒を応援し、バルーンを飛ばしたりクラッカーやブブゼラを鳴らしている。

　その乱痴気騒ぎぶりに、【彼】は軽く呆あきれた。

　──いや、もう決勝であんたらのとこの生徒負けたから……。

　もはや、試験にかこつけてただ騒ぎたいだけにしか見えない。

『では受験者入場！　ここまでの全試合をワンパンＫＯで終わらせた一撃無双のワンターンキラーマシン！　草くさ薙なぎ大和やまとだぁ！』




　アナウンサーの呼びかけを受けると、暗い入場口通路に待機していた少年、草くさ薙なぎ大和やまとは闘志に火を点つけるようにして語気を強めた。

「よし、行くか」

　気合十分に表情を引き締め、力強い足取りで入場口をくぐると、目の奥を刺すような太陽の光が眩まぶしかった。

　歓声を浴びながら、入場口から競技場中央のリングまで駆けると、大和やまとの花道を飾るようにして、道の左右から花火のような火花が噴き上がった。

　とは言っても、これは耳のデバイスが脳に送り込んでいる偽にせ物もの、ＭＲ映像なので熱くない。

　空には大和やまとの顔とプロフィールが表示された画面が八方向に展開して、試合前の期待を煽あおる。これも、デバイスが脳の視覚領域に補整をかけることで見せているＭＲ映像だ。

　現代では、国民の九九パーセントに普及しているデバイスを利用して、視界に補整をかけるＡＲ技術、周辺映像に補整をかけるＭＲ映像が浸透し、日ひ之の和わ皇国民の生活に根付いている。

　──決勝戦……これに勝てば、シーカースクールの特待生になれる……。

　興奮と緊張感で高鳴る心臓の鼓動を表情に出さないよう、努めて冷静にリングへ上がった。

　それから、リング中央で表情を変えずに、静かに呼吸を整えた。

　──試験本番に緊張して本来の実力を発揮できずに落ちる奴やつなんてザラにいる。落ち着け。

『対するは、多彩な電気技で全方位死角無しのオールラウンダー！　雷帝、御みか雷ずち蕾らい愛あだぁ！』

　アナウンサーのコールで、客席のボルテージは加熱して、さらなる歓声が沸き上がった。

　──それにしても、なんで学校の入試なのにプロレスみたいにするんだろうな？

　緊張をほぐすために、あえてどうでもいいことを考えてみる。

　会場にはローカルながらテレビカメラも入っている。まるでスポーツ中継や競馬中継だ。

　異能の力で戦うシーカーへ親しみを持ってもらうためとはいえ、受験生の緊張を助長しているようにも思える。

　──まっ、人前で緊張するような奴やつにシーカーなんて無理だろうけどさ。

「よそ見なんてずいぶん余裕じゃない？　この、アタシ相手に！」

　尊大な声に注意を引かれて、大和やまとは右手三階のアナウンサー席から視線を外した。

　正面、視線の先の入場口からは、大和やまとと同じ中学校の制服を着た対戦相手が、小柄な体に不釣り合いな、巨大な鎌を従えて姿を現した。

　ワンサイドアップにまとめた栗くり毛げの髪に、気の強そうな吊つり目ながら整った顔立ちの美少女だ。けれど、まとう雰囲気は少女のソレではない。

　左右に特大の火花を侍はべらせ、鷹おう揚ように歩く姿は、まるで女暴走族のヘッドだ。

　大和やまとが十五歳の少年らしく緊張する一方で、彼女は余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。

『会場の皆様！　プロフィールにもある通り、なんとこの二人は同郷、同じ町の出身です！』

　アナウンサーが朗々と受験者紹介をする間に、蕾らい愛あは背後に浮かぶ大鎌を手に取った。

「相変わらず素手とか、戦いナメてない？」

　紫電色の眼光を光らせて、大鎌を一いつ閃せん。五メートルの距離を挟んで蕾らい愛あは身の丈ほどの大鎌を構えながら、挑戦的な瞳で睨にらんできた。

　大鎌の一振りで、栗くり色いろのワンサイドテールがなびき、風圧が大和やまとの頰を撫なでた。

「お前と違って、剣道や射撃を習う金ないんでな。素しろ人うとが武器を持っても自分がケガするだけだろ？」

「そんなこと言って、負けた時の言い訳が欲しいだけじゃないの？」

　大鎌を下ろすと、蕾らい愛あは肩をすくめて小バカにしてきた。

　いつも通りの態度に、だけど大和やまとは冷静に返した。

「心配なのは自分の評判だろ？　武器を使っても負けたなんて、期待の神童蕾らい愛あ様のキャリアにキズがついちまうからな」

「……アンタ死にたいの？」

　ヒクリと、蕾らい愛あの口角が痙けい攣れんした。

『それでは、会場の皆様には、あらためて本試験のルールをご説明致します！』

　アナウンサーは声を張り上げてから、声のトーンを落として、滔とう々とうと説明を始めた。

『この入学試験大会はトーナメント制ではありますが、受験者の試合内容を審査し、合否を決めます。たとえ一回戦敗退でも、良い戦いをすれば合格の可能性はあります。しかし、勝ち上がる程、審査員へのアピールチャンスが増えます。そして、優勝者を含めた若干名には、【特待生】の資格が与えられ、入学金と授業料が免除になります！』

　その単語に、大和やまとは奥歯に力を込めた。

　今まで保っていた無表情に、わずかな動揺が走ってしまう。

　大和やまとが狙っているのは、まさにその特待生だった。

　シーカースクールの入学金や授業料は高額だ。中流家庭が払えるような額ではない。

　しかし、特待生になれば、その心配は無い。

　シーカースクールに入学して、大和やまとの目的を果たすには、特待生制度に頼るしかないのだ。

　一方で、試験場のレンタルではない、大鎌なんてマイナーな専用武装に加えて、武器戦闘術と【ロゴス】の家庭教師までつけて貰もらっている蕾らい愛あの家は、入学金や授業料の支払いなんて余裕だろう。

「無能のクセに、チョーシこいてんじゃないわよ？」

　けれど、彼女には優勝を譲る気なんて一切ないようだ。

　むしろ、大和やまとの夢を全力で邪魔しようと言わんばかりの気概を感じる。

　もっとも、傲慢が服を着て歩いているような、そして目立ちたがり屋で一番至上主義者の彼女に勝ちを譲ってもらえるなんて、最初から期待していない。

　それでも、大和やまとは決勝の相手が蕾らい愛あで良かったと思っている。

　幼稚園の頃から見飽きている顔のお陰だろう。

　決勝戦への緊張感は消きえ失うせて、いつの間にか熱い闘志が胸に滾たぎっていた。

　──お前の言う通り、俺は無能だよ。でもな、勝つのは俺だ。

『さぁ、この戦いで、受験者二四五二人の頂点、県内最強が決まります！　互いに準備はいいですね？　入学試験大会決勝戦！　開始です！』

　アナウンサーの声に合わせて、会場に試合開始の電子ブザーが鳴り響いた。

「ヴォルカンフィストォ！」

　大和やまとは胸の奥に滾たぎる魔力パトスを拳に送り込みながら膝と腰を折り、リングを殴りつけた。

　刹那、リングが噴火した。

　地雷がまとめて炸さく裂れつしたような爆炎と黒煙が彼を飲み込み、リングを紅ぐ蓮れんと漆黒が覆った。

　突然の行動に面食らい目を剝むいた蕾らい愛あの姿は噴煙に隠れるも、位置は覚えている。

　あとは尾を引く轟ごう音おんに紛れて背後へ回り込み、直接ヴォルカンフィストを叩たたき込めば、大和やまとの勝ちだ。

　正面からは、流石さすがに向こうも警戒しているだろう。

　──不意打ちみたいで悪いな蕾らい愛あ。でも、俺はどうしてもシーカースクールに入らないといけないんだ。文句は学園で聞くから、今は負けてくれ。

　大和やまとが勝利を予感した瞬間、画面が開くように視界が晴れた。綺き麗れいさっぱり、塵ちりも残らずだ。

「は？」

　優雅に大鎌を担かついだ蕾らい愛あの横目と視線がかち合い、大和やまとは度肝を抜かれて足を止めた。

　不敵な笑みを浮かべ、蕾らい愛あは獰どう猛もうな犬歯を鳴らした。

「イオン吸着って知っている？　電気の【ロゴス】を使えるアタシに煙幕とか効かないから！」

　親指を、勢いよく真下に突き立ててくる蕾らい愛あ。

　見れば、リングの床一面が黒く染まっている。

　埃ほこりが静電気でくっつくように、煙の成分は蕾らい愛あの力に支配されていた。

　噴煙による目くらましは、大和やまとにとっては秘策だったのだが、蕾らい愛あとの相性は最悪らしい。




【魔術ロゴス】とは、魂が生み出す原子よりも遥はるかに小さな素粒子、【魔力パトス】を他の物質、エネルギーに変換し、超自然現象を起こす精神技能のことだ。

　魔力は誰でも持っているし、練習すれば魔術を使える。そして、一流の魔術ロゴス使いはシーカーの職に就き、国家防衛の任務に当たっているのだ。

　ただし、起こせる超自然現象は、生まれ持った適性によって大きく左右される。

　蕾らい愛あの適性は電気、そして魔術センスは、超一流だった。




「だったらもう一度！」

　大和やまとはリングを殴りつけると、蕾らい愛あめがけて爆炎と焼けた石いし礫つぶてを噴き上げさせた。

　けれど、蕾らい愛あはワイヤーアクションよろしく、宙へ浮かぶと、そのまま優雅に天に立った。

　超磁力で水が宙に浮かぶ特性を利用した、蕾らい愛あお得意の空中浮遊術だ。

「相変わらず馬鹿の一つ覚えみたいに爆弾パンチばっか。まっ、仕方ないわよね、アンタ、それしか使えないんだから」

「いや、お前スカートで飛ぶなよ」

「はんっ、スパッツ穿いているから恥ずかしくないわよスケベ」

「馬鹿！　世の中にはスパッツに興奮する男子もいるんだぞ！　アウトだアウト！」

「なっ、うっさい馬鹿！」

　大和やまとの指摘に頰を染めた直後、蕾らい愛あは左手をかざして紫電を放ち、稲妻が迫ってきた。

「～～ッッ!?」

　音速ならぬ雷速の攻撃に、大和やまとは防御が間に合わなかった。

　雷撃特有の衝撃と激痛が全身に走り抜けて、意思とは関係なく体が跳ねて転倒してしまう。

　リングに打ち付けた頭を押さえながら立ち上がると、蕾らい愛あは悪い笑みで大和やまとを睥へい睨げいしてきた。

「あはは、ざまぁないわね大和やまと。飛び道具の無いアンタなんて、アタシのいい獲物なのよ。ほら逃げ回りなさい！　それそれそれぇ！」

　蕾らい愛あは大鎌を宙に浮かせると、空いた両手から次々雷撃を放ち始めた。

「おわっ!?　くっそ、卑ひ怯きようだぞ！　降りて来い！」

「自分の有利を捨てる馬鹿がどこにいるのよバーカ」

　大和やまとは無様に逃げ回りながら抗議をするも、蕾らい愛あの正論に何も言い返せなかった。

「ほらほら、カメラの前でこれ以上、恥かきたくなかったら早くギブアップしなさいよ」

「くっそ、あいつ遊んでやがっ、ぐっ～～！」

　一発の雷撃がクリーンヒット。

　しかも、蕾らい愛あは放電を続け、大和やまとを逃さなかった。

「ッッ～～～～！」

「ほらほらほらほら、早くギブアップしなさいよぉ♪」

　──こ、この野郎……。

　冷静を心掛けてきた大和やまとだが、流石さすがに、少し頭に来た。

　一方で蕾らい愛あは得意満面に、「さて、そろそろカッコよくキメようかしら」などと考えているのが丸わかりだった。

　──だったら見せてやるよ。俺がお前に隠れて鍛え続けた、最強の飛び道具をな。

　覚悟を決めるや否いなや、大和やまとはあらん限りの魔力を滾たぎらせて、両手にぶち込んだ。




「じゃあ、あとはアタシの必殺技で──」

　蕾らい愛あが頭上の大鎌をつかみ取ると、極大の爆ばく轟ごうが彼女の言葉を遮った。

　特大の火柱は上空十メートルまで届き、あわや、蕾らい愛あの前髪を焦がしそうになる。

「うあっ!?」

　蕾らい愛あの顔に焦あせりが走った。

　魔力の使い手は、魔力を体に流すことで肉体強度を飛躍的に上げることができる。

　こうして、防具も無しに魔術を打ち合えるのは、命の危険が最小限だからに他ならない。

　だが、大和やまとの魔術はその適性上、破壊力が強すぎる。

　だからこそ、彼は今まで対戦相手を傷つけないよう、力をセーブしていた。

　しかし今、そのリミッターを外し、彼は全力全開で魔力を励起させていた。

「ギブアップするなら、今のうちだぞ！　ヴォルカンフィスト！」

　立て続けにリングが噴火して、蕾らい愛あは悲鳴を上げた。

　炎と煙で蕾らい愛あの姿は確認できないが、確かな手ごたえに、大和やまとはリングを連打した。

「ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　どうだよ蕾らい愛あ、これでも飛び道具が無いなんて言えるか？　それに、これだけ空気を乱されたら空気中の電気の通り道も滅め茶ちや苦く茶ちやで雷撃撃てないだろ？」

「う、それは……」

「図星だな、ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！　ヴォルカンフィスト！」

「ちょぉっ──アンタ──バカ──やめっ──いったん──リング──カメラ──」

「行くぞ、必殺──」

　ゴギッ。

　刹那、大鎌がカッ飛んできて大和やまとの脳天を直撃、大和やまとは白目をむいた。

　電磁誘導で大鎌を砲弾にした、蕾らい愛あの電レ磁ー投ル射ガ砲ンだ。

「やめろっつってんでしょ馬鹿！」

　蕾らい愛あの一撃を最後に、大和やまとの意識は急速に遠のいた。





◆
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「っ、まずい！」

　追撃を避けようと大和やまとが跳び起きると、そこにはもう、蕾らい愛あの姿は無かった。

　それどころか、リングの上ですらなかった。

　消毒液臭いそこは競技場の医務室で、近くには白衣姿の女性が立っていた。

「え、あれ？　試合は!?」

「終わったわよ。優勝できなくて残念だったわね。これから合格者発表が始まるわよ」

「なっ!?」

　敗北感、挫折、焦燥、後悔。

　無数の感情と言葉が頭の中を巡る中、大和やまとはベッドから飛び出して走り出した。

　半分混乱しかけた頭で、とりあえず冷静に現実を受け入れる。

　自分は負けた。

　けれど、準優勝には違いない。

　なら、特待生に選ばれる可能性は高い。

　──特待生は優勝者だけじゃない。優勝者を含めた若干名。それが二人でも三人でも、準優勝なら、まず間違いなく選ばれるはずだ。

　焦あせる自分に言い聞かせるように何度も願いながら、大和やまとは息を切らして廊下をひた走り、フィールドへ飛び出した。




　すると、広大なリングの上に受験生たちが整列しているのが目に入った。

　その前に、試験官たちが並んで立っていた。

「では、合格者を発表します」

　試験官の声は、マイクも使わないのに、大和やまとの耳に良く届いた。

　ローカルネットワークを使った、マイクアプリだ。

　指定した範囲の人のデバイスを通じて、自分の声を届けることができる。

　名前が一人挙がるごとに、整列する生徒の一人が歓喜の声を上げた。

　きっと、合格者だろう。

　──準優勝だし、合格は確実。問題は、特待生になれるかだ。

　大和やまとの家には、シーカースクールの高額な入学金や授業料を払うだけの経済力はない。

　入試に合格しても、特待生でなければ、入学はできない。

　合格者発表はいいから早く特待生を発表して欲しい、そう大和やまとがこいねがった時。

「以上が合格者です。続けて、特待生の発表に移ります」

　──あれ？　俺の名前は？

　激しく首を傾かしげ、二度、三度とまばたきをした。聞き逃したかと思うも、特待生発表でも、やはり大和やまとの名前は呼ばれなかった。

　わけがわからず、大和やまとはつい、衝動的に口を挟んでしまった。

「あの、待ってください！」

　その場にいた生徒や試験官の視線が、一斉に大和やまとに集まった。

　合格者を発表していた、髭ひげ面づらの試験官が眉根を寄せた。

「あー、君は確か決勝の、何ですか？」

「何って、え？　あの俺、準優勝ですよね？　俺、呼ばれていないんですけど？」

「残念ですが、君は不合格です」

「っ、どうして!?　だって……」

　眩暈めまいを覚えそうな現実に、大和やまとは言葉がまとまらなかった。

　そんな大和やまとに、髭ひげ面づらの試験官はにべもなく言った。

「最初に説明した通り、合否は戦績順ではなく、試合内容を審査して決まります。準優勝だから合格というわけではありません」

「それこそおかしいじゃないですか!?　決勝以外は全部ワンパンですよ俺!?」

　合格者に名前が挙がった生徒の中には、それこそ、大和やまとがワンパンで倒した生徒もいた。

　納得できるわけがなかった。

「だからです。君、初戦からヴォルカンフィストですか？　それしか使っていませんよね？」

「え……はい」

　それがどうかしたのかと、大和やまとは不思議そうにまばたきをした。

「国民を守るシーカーは、あらゆる状況に対応できないといけません。ですが君は遠距離攻撃ができない。防御ができない。それをカバーするための装備も持たない。残念ですが、いくら強力でも、汎用性のない零距離攻撃魔術ロゴス一つしか使えない君には、将来性を感じる事ができませんでした」

　言うことがいちいちもっともで、大和やまとは何も言い返せなかった。

　同時に、惨みじめな気持ちで胸が重たくなってくる。

　大和やまとは、遠距離攻撃ができない。

　こういう場合、普通は銃火器で武装するのが一般的だ。

　けれど、大和やまとの家には、銃火器を用意し、射撃の練習をするようなお金は無かった。

　だから遠距離魔術を覚えようとしたが、大和やまとにその素質は無かった。

　生まれ持った才能と家柄、努力とは関係ないところで人生が決まってしまう理不尽に、十五歳の大和やまとは憤いきどおり背筋が打ち震えた。

　試験官の視線が、リング最前列に並ぶ蕾らい愛あを一いち瞥べつした。

「一方で、御みか雷ずち選手は君の煙幕を無効化し、空を飛び、遠近両方の攻撃手段を持ち、君に大気を乱され雷撃を封じられたら、電レ磁ー投ル射ガ砲ンによる物理攻撃ですぐさま対応しました。彼女なら、仮に準々決勝で落ちたとしても、特待生に選ばれたでしょう」

　視線の先で、蕾らい愛あが勝ち誇った笑みを作った。

　忸じく怩じたる想おもいに頰が熱くなり、その笑顔から逃げるように、大和やまとは顔を伏せた。





◆






　蕾らい愛あの表彰式が終わった後、大和やまとはマネキンのように無機質な心で、控室へ続く廊下を歩いていた。

　先程とはうってかわり、不思議と悲しいとか、悔しいという気持ちが湧かなかった。

　実感が無いのだ。

　あたかも、まだ二次募集があるような心持ちだった。

　でもわかっている。自分は試験に落ちた。

　憧れのシーカーにはなれなかったのだ。

　ようやく空っぽの心にじわじわと実感が湧いてきて、静かに自問した。

　──終わった……二次募集や追加合格は無い……俺はこれからどうするんだ？

　シーカーになることを前提に生きてきた。

　それ以外の生き方は、まったく想定していない。

　──控室に戻って、着替えて、閉会式に出て、応援に来てくれた親おや父じと一緒に家に帰って、いや、そうじゃなくてさ……普通の高校に行って……行ってどうするんだよ。

　一滴の実感が波紋となり、大和やまとは自分の原点を思い出していた。




　小学三年のあの日以来、ずっとシーカーになりたかった。

　それから、死に物狂いで努力をしてきた。

　武器戦闘術や魔術を習うお金が無いならと、素手と独学の魔術を選んだ。

　幸い、魔術のハウツー動画なら、動画サイトに無料で大量に上がっていた。

　でも大和やまとには魔術センスもなくて、それならと、長所を伸ばすことにした。

　魔術を一つしか使えないなら、それを極める。

　最強のワンパンシーカーになろうと、ヴォルカンフィストを極めた。

　がむしゃらで無計画な努力じゃない。

　明確な目標を決めて、成功のプロセスを計画して、自分にできること、できないことを見極めて、自分に合った戦い方を選んだつもりだった。

　七年間、休むことなく、実家の山林の壁面に拳を打ち込み、硬い岩盤をも掘り抜き、つい先日、山の反対側に到達した。あの日に見た太陽の輝きには感動とかつてない達成感があった。

　虚妄だった。

　全部無駄だった。

　自分には、最初からシーカーになれる未来は無かった。

　そんなことも知らず、七年間も無意味なことを繰り返してきた。

　なんて無謀な大馬鹿野郎だろう。

　情熱も努力も関係ない。

　金と才能、もっと言えば、結局、世の中は運なのだ。

　運よく抜群の魔術センスを持って裕福な家に生まれた蕾らい愛あは、毎日クラスメイトを引き連れて遊んでいても特待生になれる。

　一方で、自分は身を焦がすような想おもいで許される限りの時間全てを使って努力しても不合格。




　──ふざけるな！

　一滴の実感が起こした波紋は、波のように大きくなり、大和やまとの心を大きく揺さぶった。

　痛い程に奥歯を嚙かんで、限界まで顔を歪ゆがめながら固く瞼まぶたを閉じた。

　──頑張ったじゃないか！　俺頑張ったじゃないか！　口先だけで努力をしない奴やつはいっぱいいる。努力アピールが好きで努力した気になっている奴やつもいっぱいいる。でも、俺は本気で頑張ったじゃないか。なのに、それが全部無駄だったってのか!?

「大和やまと……」

　目に涙が滲にじもうとする直前、大和やまとは聞きなれた声に顔を上げた。

　控室の前には、四人の男子が立っていた。

　中学校の三年間、同じクラスだった友人たちだ。

　魔術の練習漬けだった大和やまとには遊ぶ時間なんて無かったけれど、それでも学校にいる間は彼らとよく話したし、学校の行事は彼らと参加した。

　大和やまとの夢を応援してくれた、数少ない仲間だ。

　四人は暗い表情で、目には大和やまとよりも先に涙を滲にじませていた。

　彼らの涙が、逆に大和やまとを冷静にさせてくれた。

「ばっか、何泣いてんだよ。お前らが落ちたわけじゃないだろ？」

　大和やまとが作り笑顔を浮かべると、彼らは肩を落とした。きっと、大和やまとに気を遣わせてしまったことが申し訳ないのだろう。

「ッ、あんなのおかしいだろ！」

　一人の男子が口火を切り、声を張り上げた。

「だってお前準優勝だろ!?　なんでお前より弱い奴やつが合格でお前が不合格なんだよ!?」

「オレもそう思うぜ。なんだよワンパンＫＯだから不合格って、あいつら馬鹿だろ！」

「大和やまとならどんな敵でもワンパンで倒してみんなを守れるんだから合格基準変だろ！」

「みんなで抗議に行こうぜ。いや、ＳＮＳで拡散して署名を集めるんだ」

　空中にＭＲ画面が展開され、ＳＮＳ画面が開くと、大和やまとは首を横に振ってソレを制した。

「いいよ。みんなも進路あるだろ？　騒ぎを起こして合格取り消しになったらどうすんだよ」

「でも……」

「それにみんなも知っているだろ？　合格しても、特待生になれないと入学金がさ……」

「あ……」

　四人は口角を落として、視線を伏せた。

　けれど、彼らとは真逆に、大和やまとの暗い気持ちは半分になっていた。

「ありがとうな……お前らが友達で良かったよ」




「こんなところで残念会の打ち合わせかしら？」

　作り笑顔を見せた直後、背後からの声に大和やまとは振り返った。

　廊下の奥には、特待生に選ばれた御みか雷ずち蕾らい愛あが、優勝カップ片手に腰に手を当て、勝ち誇った笑みで白い歯を覗のぞかせていた。

「……蕾らい愛あ」

　自分とは違い、才能に恵まれて全てを手に入れた人物相手に、大和やまとは言葉が見つからず、マネキンのように棒立ちになってしまう。

「試合前は言ってくれたわね。自分の評判の心配でもしとけだっけ？　えぇそうね、これから地元テレビ局の取材を受けることになったわ。怖いわー、有名税怖いわー、これからは外での言動には気を付けないとねぇ、アンタと違って。まっ、アンタみたいな無能がシーカーなんて、土台無理よね」

　有頂天の蕾らい愛あに、男子の一人が声を荒らげた。

「大和やまとだって準優勝しただろが貧乳野郎！」

「全国でやっている地方試験で優勝したからなんなのよ。大和やまとみたいな一芸馬鹿が準優勝できるんだから、受験生のレベルが知れるわ。井いの中なかの蛙かわず大海を知らずって言葉知らないの？」

「ならお前も同じだろド貧乳！」

「アタシのは眠れる獅し子しって言うのよ」

　──眠れる獅し子しってそういう意味だっけ？

　蕾らい愛あの誤用を指摘する隙もなく、男子たちは語尾を貧乳で統一しながら蕾らい愛あと言い合いを続ける。本来は、大和やまとこそが怒って然しかるべきだろう。

　なのに、自分のために怒ってくれる仲間たちの姿を見ていると、悪い感情は起きなかった。

　むしろ、その逆だった。

「ていうかギリＢカップあるし！　貧乳じゃないし！　て、言わせんなゴルァッ！」

「テメェが勝手に言ったんだろ。つかテメェは心が貧乳なんだよ！」

「どういう意味よ!?」

「いいよ。来年もまた受けるから」

　えっ？　と、その場にいた全員の声が重なった。

　蕾らい愛あも、珍しくぎょっとした顔で固まっている。

「て、大和やまとお前中学浪人するつもりかよ!?」

「ああ。それに、俺がいなくなると、親おや父じの林業手伝う人いなくなっちまうし」

　大和やまとの家は、先祖代々続く林業家だ。ただし、二十一世紀も後半に入った現在、木材の需要は低く、家計は苦しい。だからこそ、特待生枠を狙っていたのだ。

「あー、あの広い山林、親おや父じさん一人で管理するの大変だよな」

「そうそう。高速道路通すとかで、国も売れ売れってうるさいしな。山林を守るにはまだ俺がいなきゃだろ？」

「はん、そんなに山林が大事なら一生あの町にいればいいじゃない！」

「じじいになってシーカーを引退したらそうするよ。でも俺は、やっぱりシーカーになりたいんだ」

　驚くほど穏やかな声で語る大和やまとに、蕾らい愛あは表情を硬くした。

「は……はん、バッカじゃないアンタ。入試は審査制なのよ！　浪人したら、優勝しても一歳年上なら当たり前って見られて不合格かもしれないのよ！　年々アンタだけ審査が厳しくなるのよ！　それわかってんの？」

　まくしたててくる蕾らい愛あに、大和やまとは微笑を浮かべながら、断固たる決意を告白した。

「人生のためにシーカーになりたいんじゃない、シーカーになるための人生なんだ。シーカーになれないなら、俺に生きている意味なんてない。お前に負けて、それがよくわかったよ。だからありがとうな蕾らい愛あ。けど、来年俺が入学しても、あんま先輩風吹かせるなよ！」

「ッ……馬鹿じゃないの」

　肩透かしを食らったような、言いようのない消化不良の表情を残すと、蕾らい愛あは背を向けて立ち去った。

「じゃあみんな、俺ちょっとトイレ行ってくるから」

「あ、大和やまと」

「おいやめとけ」

「一人にさせてやれよ」




　皆をその場に残して、大和やまとはトイレに向かった。すると、曲がり角で誰かとぶつかった。

「あ、すいませ、親おや父じ？」

　相手は、大和やまとの父親だった。

　今日は大和やまとのために林業の仕事を休んで、わざわざ応援に来てくれた。

　普段は厳格で毅き然ぜんとしている人だけど、今回ばかりは動揺が顔に表れ、不器用な口で慰めの言葉を探しているようだった。

　でも、言葉に困るその姿こそが、彼の親としての愛情の証あかしであり、慰めだった。

　だから、父親を困らせないよう、大和やまとが先に口を開いた。

「親おや父じ、俺、来年もまた受験するよ」

「ぬ……」

「どうせいつかは家の林業継ぐなら学歴なんていらないし、無理に普通の高校行く必要もないだろ？　一年間、親おや父じの仕事手伝いながら、シーカー目指すよ。中学行く時間が空いた分、今まで以上に練習できるんだ。来年は合格率一〇〇パーセントだろ？」

「……大和やまと」

「じゃあ俺トイレ行くから、閉会式終わったらまたな」

　父親の返事も待たず、大和やまとは小走りになった。

　みんなに向けた言葉は噓うそじゃない。

　中学浪人する。来年また受験する。夢は諦めない。

　それでも、試験を通して痛感した無能の烙らく印いんは、胸の奥でくすぶり続けて消えなかった。

「……才能ないんだなぁ……俺……」
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　幼い頃の大和やまとは、シーカーが嫌いという、珍しい子供だった。

　人類を【アポリア】の脅威から守るシーカーは人類の救世主であり、誰もが憧れる存在だ。

　アポリアとは、二十一世紀前期、宇宙から降り注いだ星間移動生命体だ。

　星の生命体を食い尽くしながら星を渡り歩く奴やつらは星喰くいと呼ばれ、この地球ではもっとも数が多く強い魔力パトスを持つ生命体、つまり、人間を主食にして生きている。

　メディアはアポリアの脅威と同時に、シーカーたちの活躍を報じ、人々は不安と希望の間で生きていた。

　その一方で、大和やまとの印象は違った。

　──シーカーがみんなを助けるヒーローなら、なんで僕のことは助けてくれないんだろう。

　救われることのない、いじめられっ子だった大和やまとにとって、シーカーはインチキだった。

　無論、シーカーの仕事はアポリアから人々を救うことで、イジメ対応ではない。

　でも、幼い大和やまとにはそんなことはわからなかった。

　──助けるのは目立つ大勢で、一人二人の困っている人なんてどうでもいいんだ。

　その上、子供たちのシーカーごっこで、大和やまとはいつもアポリア役だった。シーカー役のいじめっ子たちに痛めつけられる中で、大和やまとはシーカーといじめっ子を混同するようにすらなっていた。

　けれど、そんな大和やまとの人生観は、たった一人のシーカーによって一転することになった。




　小学校三年の春。

　大和やまとはいつも通り、家の山林の中で、独りで遊んでいた。

　空間に表示したＭＲ映像の敵と戦うＭＲゲームは、広い場所でないと楽しめない。嫌いなクラスメイトたちのいない家の山林は、誰にも邪魔されずに遊べる、絶好の場所だからだ。

　でも、それが裏目に出た。

　その日、人口の少ない田舎にはほとんど現れないはずのアポリアが、何な故ぜか町に現れた。

　しかも、大和やまとは人気のない山林で、何な故ぜかアポリアに襲われた。

　運が悪いとか、そんな次元では済ませられない事態に、大和やまとは絶望していた。

　薄暗い山林の中、大和やまとは血を滴したたらせながら転んで、坂を転がり落ちた。

　坂の上からは、顔に青いラインの入った、灰色の肌のニンゲンが追ってくる。

　アポリア、それも、【ネームド】と呼ばれる上位種だ。

　アポリアは、その星でもっとも繁栄した生物を模倣して、自身を環境に適応させる。地球では人間だ。とはいっても、ほとんどは顔も無いような雑な人型で、人間らしさは皆無だ。

　だが一部の上位種は、星の記憶にアクセスして、過去に存在した強力な個人を直接模倣できるらしい。つまりは、歴史に名を残した、英雄たちだ。

　大和やまとを追いかけるアポリアは、目鼻口がはっきりと見て取れ、軽けい装そう鎧よろいの細部まで再現され、右手には槍やりが、左手には剣が握られている。

　ディルムッド。古代アイルグランドのフィアナ騎士団で、勇名を馳はせた魔術ロゴスの使い手だ。

　ソレが、みるみる距離を詰めてくる恐怖に怯おびえながら、しかし大和やまとは立ち上がれなかった。

　転んだまま、足に力が入らない。

　恐怖のせいもあるが、全身に刻まれた切り傷からの出血が、致命的なレベルに達している。

　自分の血の匂いと、草木を踏み潰すアポリアの足音が、大和やまとの恐怖に拍車をかけていく。

「イヤだ、イヤだ、誰かぁあああああああ！」

　大和やまとが転がり落ちた場所は、町を一望できる開けた場所だった。

　今頃、町ではシーカーたちがアポリア討伐に活躍中のはずだった。

　アポリアに背を踏みつけられ恐怖が加速する中、大和やまとは必死に町に向かって手を伸ばした。

　ここにもアポリアがいるよ。自分がいるよ。だから助けてよ。

　無駄だとわかっていても、すがらずにはいられなかった。

　そして、願いは届いた。

「そこまでだ！」

　鋭い声を大和やまとが仰ぎ見ると、シーカーの制服である、白ランに身を包んだ男性が、空から舞い降りた。

　彼は着地と同時に剣を構え、大和やまとを踏みつけるアポリアと対たい峙じした。

　大和やまとは、全身の痛みが引くほどの希望に涙腺が熱くなった。

　──助けに来てくれた。みんなの言う通り、シーカーは本物のヒーローだったんだ。

　しかし、大和やまとが安あん堵どしたのも束つかの間ま、アポリアは不意に、弾丸のような勢いで右手の槍やりを投げ飛ばした。シーカーとは別の、明後日あさつての空、目掛けてだ。

「ネームドには多少の知恵があると聞いていたが、目標も定められないか？　いや、そもそも町外れの、こんな人気のない場所で子供を追い回すぐらいだ。大した知能も……!?」

　槍やりを視線で追いかけたシーカーの顔色が変わって、大和やまとも首を回した。

　アポリアが槍やりを投げた先に目を凝らすと、日の落ちかけた空で、白い機影が動いていた。

　おそらく、旅客機だろう。

　その機影が欠けて、何かが落ちて、機影そのものが大きく高度を落とした。

　アポリアの顔に、ニヤァァァァッと邪悪な笑みが広がっていく。

　その表情の意味は、子供の大和やまとでもわかった。

　飛行機が墜落するのには、五分もかからないだろう。

　この場で上位アポリアであるネームドと戦っている間に、乗客の生存率は秒読みで下がっていくに違いない。

　むしろ、今すぐ駆けつけても、間に合うかわからなかった。

　シーカーは、額に一筋の汗を流しながら、大和やまとと飛行機の間で視線を動かして逡しゆん巡じゆんすると呟つぶやいた。

「すまない」

　握り拳を震わせて、シーカーの男性は飛行機へと飛び立った。

　無情にも遠ざかっていく白い背中に、大和やまとは失望感で声を失い痛みを取り戻した。

　刹那、アポリアの爪先が、大和やまとの華きや奢しやなわき腹を蹴り飛ばした。

　これがネームド故の知性なのか、時間をかけ、楽しみながら大和やまとを殺すつもりらしい。

　蹴られて、踏まれて、剣で刺されてねじられて、なのに助けが来るどころか見捨てられた。

　あらゆる痛みと恐怖の中で泣きじゃくりながら大和やまとは思った。

　──なんで誰も助けてくれないんだろう。なんでこんなに痛くて辛つらくて怖くて苦しいのに、誰も助けてくれないんだろう。俺はここにいるよ、ここに敵がいるよ。警察でもシーカーでも誰でもいいから来てよ……。

　でも、そんな奇跡が起こらないのは、大和やまと自身が一番わかっている。

　──そうだよね……僕一人なんかより、みんなのほうが大事だよね。仕方ないよ。僕だって、一人と一〇〇人なら、一〇〇人を助けるもん……だから、これは仕方ないんだ。

　子供が辿たどり着ついてはいけない境地に辿たどり着ついた直後、大和やまとは人形のように投げ飛ばされた。

　木に激突して背中と後頭部に強い衝撃が突き抜けて、肺の中の空気が全部押し出された。

　大和やまとがぐったりとして動かなくなると、地面からイバラのようにトゲのある槍やりが何本も生えてきて、全身を拘束されてしまった。

　アポリアの右手の平から、新たな槍やりが生じて、投げ槍やりの体勢に入った。トドメを刺し、捕食するつもりなのだろう。

　アレが放たれたら死ぬ。だけど、それは仕方ない。大勢のために一人を見捨てるのが、最善なのだから。自分が見捨てられるのは必然なんだ。

　そうして大和やまとが死を受け入れた時、彼の意に反して目から涙がこぼれた。

「　　助けて　　」

　アポリアの体が大きくしなり、弾丸のような勢いで槍やりが放たれた。

　その時、太く力強い声で【彼】が言った。

「助けに来たよ。平和のお兄さん、浮うき雲ぐも秋あき雨さめがＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥと共にね！」

　そこに立っていたのは、水色の髪と目が特徴的な、壮年の男性だった。

　シーカーの制服である白ランに身を包み、満面の笑顔で、彼は親指で自身を指していた……背中から槍やりを生やしながら。

「……あの、槍やり」

　槍やりをわしづかみにすると引き抜き、森の中に投げ捨て、彼は血ち塗まみれの背中越しにスマイルを一つ。

「刺さっていないよ」

「……あの、血」

　突如、彼の背中が噴火して、制服の後ろ半分が燃え尽きた。

「流れていないよ。一滴も」

　血で汚れた制服は燃え尽きて、槍やりの刺し傷は、ピンポイントで焼き潰れていた。確かに、血は一滴も流れていない。

　その向こう側で、アポリアが剣を手に、秋あき雨さめに斬りかかった。

「前！」

　秋あき雨さめは大和やまとから笑顔を離さず、アポリアの顔面を殴り飛ばした。

　それだけで、アポリアの首から上は粉々に爆散した。大和やまとを拘束する槍やりも塵ちりと消えた。

「ほら、もう悪者はいないよ」

　あり得ない。夢でも見ているような光景に大和やまとは痛みも忘れて呆ほうけてしまった。

　でも、すぐに現実が追いついた。

「な、なんで僕を助けてくれたの？」

「通信はオープンチャンネルだからね。君のピンチはすぐわかったよ」

「だって飛行機が」

「命は数字じゃないからね」

「けど、飛行機が、間に合わないよ、さっきの人だけじゃ」

「いや、間に合わせるんだよ。みんなも今、君と同じ恐怖を味わっているのだから。ここは危ない、君も来るんだ」

　そう言いながら、彼は大和やまとを背中に担かつぐと、空へ飛び上がった。

　その間も、大和やまとは怖かった。もしもこれで飛行機の人たちが助からなかったら、それは自分が殺したようなものではないかと。

　すると、そんな大和やまとの心を見透かしたように、秋あき雨さめは頼もしい声で語り掛けてきた。

「誰も傷つかない。傷つけさせない。君も味わった恐怖を私は駆逐する。それがシーカーだ！」

　秋あき雨さめに背負われる大和やまとの目には、焼き潰れた槍やり傷きずが映った。

　彼の勇ましい声と笑顔に、そして広い背中に、大和やまとは無限の勇気を貰もらった。

　同時に、自分の道を見つけた。

　自分も味わった、アポリアに襲われる恐怖と絶望。あんなものが世界には蔓延はびこっている。

　助けなくっちゃ、それが、幼い大和やまとの正直な想おもいだった。アポリアの恐怖を知っていながら、ほうっておくのは、見殺しにするようなものだと感じた。だから、大和やまとは決めた。




　アポリアの脅威に怯おびえる全ての人を助ける。そして、この世からあの絶望を駆逐してやる！





◆






　でも、現実はそう甘くはなかった。

　リングの上に整列して、閉会式に出席しながら、大和やまとはため息をついた。

　お偉いさんの挨拶や閉会の言葉なんて、右から左だ。

　──ここで俺が合格すればドラマになるんだけど、現実は現実だよな。

　あの日、自分がシーカーを目指すことを伝えると、浮うき雲ぐも秋あき雨さめはお守りにと、星形のペンダントをくれた。肌身離さず身に着けるよう言われたそれは今日も身に着けていて、大和やまとにたくさんの勇気をくれた。

　でも、今はむしろそのペンダントに負い目を感じてしまう。

　──もし、来年も再来年も落ちたら、秋あき雨さめさんに何て言おう。いや、それ以前に会う機会もないだろうけど……。

　アポリアの脅威から人々を守ることもだが、憧れの浮うき雲ぐも秋あき雨さめに再会したい、というのも、シーカーになりたい理由の一つだ。

　シーカースクールを卒業して、プロシーカーになって、秋あき雨さめと再会して、ゆくゆくは二人で師弟コンビを組んでアポリアと戦う、なんて、都合の良いい妄想をしたこともあった。

　けれど、このままでは本当に妄想に終わりそうだと、後ろ向きな気持ちが、首のうしろにずぅんとのしかかってくる。

　──こうしている間にも辛つらい目に遭っている人たちがいるのに、俺は何もできないんだよな。

　思い出すのは、試験官の言葉だ。

　──ヴォルカンフィストしか使えないのはアウト……なんとかして、他の魔術も使わないとな。でも、魔力のコントロール苦手なんだよなぁ……ん？

　そこで、いつの間にかお偉いさんの言葉が止まり、会場にどよめきが起こっているのに気づいた。どうしたのだろうと見上げて、大和やまとは言葉を失った。

　青い空に、黒いヒビが蜘く蛛もの巣す状に走っていた。ヒビはみるみる増えてその密度を増すと、中心が割れて孔あなが開いた。

「あれって、アポリアの……」

　最新の研究では、アポリアは普段、別の次元を移動していることがわかっている。

　まるで、平面世界を上から見下ろす三次元観測者のように、アポリアは別次元から獲物を見つけ、三次元空間に現れるのだ。

　孔あなの中から、異常な巨きよ軀くが這はい出だし、飛び出した。

　その姿に、誰もが驚きよう愕がくした。

　三メートルはありそうな巨きよ軀くは、丸太のように太い筋肉の束に覆われ、厚い胸板は戦車の主砲すらも弾はじき返かえしそうな印象を受ける。

　頭にはライオンの毛皮を被かぶり、右手に棍こん棒ぼうを、左手には弓を携えたその姿は、テレビやネットの映像で何度も目にしている。

　アポリア上位種のネームド、その中でも、数十年にわたり多くのシーカーを退けてきた個体。ギリシア史上最強最大の英雄をコピーしたその識別コードは【ヘラクレス】。適性魔術は、倒した敵の力を具現化する、通称アンソロジー。

　十二の難業を成し遂げ、その引き換えに多くの魔術を得た、大英雄だ。

「いかん、君たちはすぐに避難するんだ──」

　試験官の言葉は続かなかった。

　ヘラクレスはリングに着地すると同時に棍こん棒ぼうを振るい、試験官たちを一撃で場外へと弾はじき飛とばした。試験官たちは倒れ、そのまま動く気配はない。

　シーカースクールの試験官は皆、プロシーカーのはず、なのにだ。

　会場はたちまちパニックになり、客席の人たちは我先にと逃げ出した。

　受験生たちも、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　でも、大和やまとはその場から動かず、湧き上がる衝動を拳に溜めて佇たたずんだ。

　刹那、大和やまとの脳裏に閃ひらめいた。

　──いや待て、みんなは!?

　親友四人は、確か最前列席にいた。大和やまとはすぐさま振り返り、駆け出した。

　四人は周りの客の流れに乗れず、自分たちの席で戸惑っていた。

　大和やまとが最前列席とフィールドを隔てる柵へ辿たどり着つくと、ちょうど人の流れが切れた。

「大丈夫か!?」

「お、おう、ちょっと遅れたけどな、早く逃げようぜ」

　けれど、大和やまとは「いや」と言葉を濁らせた。

「馬鹿、何悩んでんだよ！　お前も逃げるんだよ！」

「どうせお前のことだから変なこと考えてんだろ？」

「それは……」

　図星だった。大和やまとは、ヘラクレス相手に、どう戦おうか、戦略を練っていた。

　人々を守りたい、その衝動のままに。

「見ただろ。プロのシーカーでも勝てないんだぞ！」

「早く避難するぞ！」

「でも」

「お前来年受験してシーカーになるんだろ!?　ここで死んでどうするんだよ!?」

「そうそう！」

「ッ……」

　それを言われると辛つらかった。

　みんなの言う通りだ。

　敵はプロシーカーですら瞬殺する最強のアポリア、ヘラクレス。

　一方で自分は、シーカーですらない、ただの中学生だ。

　秋あき雨さめに助けられた時のことが、脳裏に浮かんだ。

　──そうだ、俺はシーカーになって大勢の人たちを助けて──。

　ひと際大きな悲鳴に思考を遮られて、大和やまとは振り返った。

　ヘラクレスが棍こん棒ぼうを捨て、左手の弓に矢をつがえていた。

　ヘラクレスが持つ魔術、アンソロジーの一つ、ヒュドラだ。

　災厄の毒竜ヒュドラを退治した際に得たとされる魔術で、矢の形をした毒魔術は山を溶かし、大地を汚染すると言われている。

　そんなものを人に撃てば、どうなるかは子供でも分かる。

「はんっ、いいじゃないヘラクレス。この御みか雷ずち蕾らい愛あ様の伝説は今日ここから始まるのよ！」

　リングの端では、蕾らい愛あも逃げることなく、その場に留まっていた。

　彼女は愛用の大鎌をモーターのように超高速回転させると、電レ磁ー投ル射ガ砲ンの発射態勢に入った。

　一方で、大和やまとの視線は、弓矢の延長線上にあった。

　客席では一人、逃げ遅れた若い女性が動けずに震えていた。

　──マズイ！

「大和やまと!?」

　気が付けば、大和やまとは駆けていた。全力疾走だった。

「くっそ！　間に合え！」

　半ばヤケクソで、大和やまとは足でヴォルカンフィストを使った。

　足元が噴火して、反動で大和やまとは吹き飛び、一息に客席まで辿たどり着つくと、女性の元へ急いだ。

　背後からは、仲間たちが自分の名前を呼んでいるが、振り向かなかった。

　──ごめん、みんな。でも違うんだよ。俺はシーカーになりたいんじゃない。

　震えて怯おびえる女性の前に辿たどり着つくと、衝動の赴くまま、大和やまとはヘラクレスに向かって体を広げ、肉の盾になった。

「ッ、俺は、怖くて辛つらくてどうしようもない人を助けたいんだ！」

　ヘラクレスが矢を離す、蕾らい愛あが回転する大鎌を放つ。

　あの日、ネームドのアポリアが大和やまと目掛けて撃ちだした槍やりを遥はるかに超える勢いで、ヒュドラの矢は空間を貫いてきた。

　──すいません、秋あき雨さめさん。俺、シーカーになっていっぱいの人を守ることはできませんでした。でも、この人だけは守ります！

「ヴォルカン・フィストぉおおおおおおお！！！」

　アポリアを一撃で葬ほうむった秋あき雨さめの拳を思い出しながら、大和やまとはヒュドラの矢に殴り掛かった。

　そして拳と矢じりが触れる刹那、ヒュドラは桜吹雪となって散った。

「はーい、合格でーす♪」

「……え？」

　拳を突き出したポーズのまま、大和やまとが振り返ると、笑顔の女性が立っていた。

　いや、女性の髪と服が雲散霧消して、中から、白ラン姿の男性が現れた。

　水色の髪と目が印象的な長身の美形男性に、大和やまとは目をしばたたかせた。

「秋あき雨さめさん？　いや、似ているけど違う？」

「父をご存じですか？　まぁ一部の界かい隈わいでは、最強議論に名前が挙がるぐらいには有名ですからねぇ。私は息子の浮うき雲ぐも真ま白しろです♪」

「秋あき雨さめさんの、息子さん!?」

「はい♪」

　真ま白しろと名乗る男性は、にっこりと笑って大きく頷うなずいた。

「ヘラクレスが消えた!?　どうなってんのよ!?」

　リングの上では、蕾らい愛あが動揺しながら、周囲を見渡していた。

「あ、すいません、あれは私が用意したＭＲ映像です。皆さんには演技をしてもらいました」

　途端に、場外へと弾はじき飛とばされた職員や試験官たちが起き上がる。
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　だんだん、話が見えてきて、大和やまとはある可能性に胸を高鳴らせた。

「あの、今、合格って……もしかして」

「はい。君は私の権限で合格にしました。君はこの場の誰よりも、シーカーに相応ふさわしい。そんな君が不合格なんてもったいない。四月になったら、私の真ま白しろ教室へいらっしゃい」

「はぁっ!?　そいつが一番シーカーに相応ふさわしいって、そいつアタシより弱いんですけど？」

　声を張り上げたのは蕾らい愛あだ。不服そうな顔で、大股に近づいてくる。

　けれど、蕾らい愛あの剣幕とは真逆に、真ま白しろは飄ひよう々ひようと返した。

「蕾らい愛あさん、まっさきにアポリアに立ち向かった勇気は評価しますが、君は周りのことを考えていない。一方で大和やまとくん、君はアポリアを倒すことよりも、まず、目の前の人を助けることを優先しました。とてもグッドですよ。シーカーの役目はアポリアから人々を守ること。アポリア退治はその手段でしかありません」

「ま、まさかアタシの合格取り消しですか!?」

　蕾らい愛あは足を止めて青ざめた。

「いえいえ。アポリアを退治すれば第二第三の犠牲者を減らせますし、君のしたことは間違いではありません。それに、そうした部分は今後、直していけば良いのです。君の場合、勇気は合格ですしね。というか、一試験官の私には合格にする権限はあっても、他の試験官が出した合格を取り消す権限なんてありませんしね」

　蕾らい愛あはほっと胸を撫なでおろした。

　大和やまとも、ちょっと安心する。

　蕾らい愛あは、性格こそキツイが実力は本物だ。

　彼女がシーカーになれば、きっと多くの人を救ってくれるだろう。

　──才能は、蕾らい愛あのほうが十倍以上だしな……でも、俺も合格、なんだよな……よし！

　やや遅れて湧き上がる合格の実感に、大和やまとは飛び上がりたいくらい嬉うれしくなってしまった。

　夢が叶かなう。シーカースクールに入って、シーカーになれる。

　しかも、憧れの秋あき雨さめさんの息子さんに認められた。

　けれど、合格に喜んだのも束つかの間ま、不安な気持ちが湧き上がった。

「あの、真ま白しろさん。スカウトしてくれるのは嬉うれしいんですけど。でも俺、才能なくて、ヴォルカンフィストしか使えないし……」

　真ま白しろが自分の在り方を買ってくれるのは嬉うれしい。

　けれど、それは美談ではあっても現実的ではない。

　正義の無い力がただの暴力であるように、力の無い正義もまた、無意味なのだ。

　自分の無能ぶりに、真ま白しろがガッカリする未来を想像して、大和やまとは歯は嚙がみした。

「あはは♪　大丈夫ですよ♪　大事なのは才能でも努力でもなく、やる気と環境。努力できる環境、才能を活いかせる環境は私が用意します。君は、やる気だけ持ってきてください。中学浪人してでもシーカーになりたいという、熱いやる気をね」

「き、聞いていたんですか……」

　何な故ぜだか、恥ずかしさがこみあげてきて、かぁっと顔が熱くなった。

　そんな大和やまとに、真ま白しろは愉快そうに頷うなずいた。

「はい。それにね、磨かれぬセンスを磨くこと、閉じた才能を開花させること、それが私たち、教師の役目ですから。心配しなくても、君の才能は、私が見つけてあげますよ」

　その言葉で、大和やまとは自然とまぶたが持ち上がって背筋が伸びた。

　本当は、七年間、ずっと不安だった。

　他のシーカー志望者と違って、武器を用意できない。魔術は独学。使える魔術は一つだけ。

　身近にはいつだって天才・御みか雷ずち蕾らい愛あがいる。

　彼女の強さを目まの当あたりにするたび、シーカーになるのは彼女のような人で、自分には無理なんじゃないかと思っていた。

　その不安が今日、現実になった。

　なのに、真ま白しろはその不安を、たった一言で晴らしてくれた。

　──七年間、頑張って良かった。

　思わず涙ぐみそうになると、四人の仲間も合格を喜んでくれた。

「おい良かったな大和やまと」

「ここにきて合格とかお前どんだけ持っているんだよ」

「ラノベ主人公かっつの」

「これで夢のシーカーになれるな」

「おう、みんなもありがとうな」

　まるで大団円のような雰囲気だが、一人、蕾らい愛あが腕を組み、眉根を寄せていた。

「あ、思い出した。アンタ入学金と授業料払えるの？」

　その場が凍り付いた。

　大和やまとも思い出して肩を落とした。

　蕾らい愛あの言う通り、大和やまとは入学金や授業料を払えないからこそ、特待生を狙っていたのだ。

　ただの合格では、意味がない。

「それなら大丈夫。私が払います」

　真ま白しろが笑顔で言った。

「いやいや、そこまでお世話になるわけには」

「心配しなくてもプロシーカーは高級取りですからね。危険任務手当で稼いだお金もありますし、君一人くらいなんとかなります」

「いや、真ま白しろさん貴方あなたそうやってもう十人も入学させているでしょう。お金、貸せませんよ」

　試験官の一人のさりげないツッコミに、真ま白しろの笑顔が曇った。

「それは……えーっと」

　──やっぱり無理か。俺がシーカーなんて……。

　そうして大和やまとが視線を伏せた矢先、聞きなれた声が降ってきた。

「金の心配ならいらん。山林を売ろう」

　いつからいたのか、大和やまとが顔を上げると、そこには父である草くさ薙なぎ山やま彦ひこが立っていた。

　彼の語調はまるで飲み代のツケでも払うような気安さで、大和やまとは驚き息を吞のんだ。

　父親の暴走に、大和やまとは口調を強めた。

「待てよ親おや父じ、あの山林は先祖伝来の大切なものなんだろ!?」

　父親がどんな想おもいで山林を守ってきたか、大和やまとは幼い頃から知っている。

　政府の役人から、高速道路を通すから売るよう言われても断り、その日から木材の注文が減る嫌がらせがあっても、守り続けてきた山林だ。

　大事でないはずがない。なのに、山やま彦ひこは厳格な声で、静かに言った。

「その山に穴開けた奴やつが吹いてんじゃねぇよ」

「っ、親おや父じ、知っていたのか？」

　父親の手の平の上にいたことへの羞恥と気まずさに、大和やまとは戸惑い、顔が熱くなった。

「草くさ薙なぎ林業主十五代目をナメるなよ。あの山林に、俺の知らないことなんてあるかよ」

　皮肉気に口角を吊つり上あげてから、山やま彦ひこは辛つらそうに息をついた。

「小学生のガキがやることだ。最初は何の遊びかと思っていたさ。けどな、爆竹みたいな拳がいつの間にかダイナマイトみてぇな火ぃ噴くようになって、トンネルが日に日に深くなるのを目にしていたら、何もできない自分が情けなくてな……そんでお前が山一つ貫いた時に、悟っちまったんだよ『こいつは山に勝ったんだ。山の中に納まる器じゃないんだ』ってな」

「だけど親おや父じ」

　山やま彦ひこは、僅かに語気を強めた。

「自分の力じゃどうにもならない何かに人生を決められる辛つらさは知っている。何が先祖伝来の山だ。あんなのデカイ盛り土だ。息子の夢より大事な盛り土があってたまるかよ」

「けど」

　なおも大和やまとが食い下がろうとすると、山やま彦ひこは怒鳴った。

「親に気遣ってガキが夢諦めるのがどんだけ親不孝かわかってんのか!?　いいからテメェはさっさとシーカーになって山ほど以上の人助けろ！」

「…………」

　有無を言わせない勢いと熱意に、大和やまとは絶句した。

　その間に、山やま彦ひこは真ま白しろにやおら頭を下げた。

「先生。こいつはガキの頃から、ずっとシーカーに憧れてここまでやってきました。俺が林業にこだわって金を稼げないせいで武器も魔術の訓練もさせてやれず、肩身の狭い思いをさせてきました。どうか、こいつのことをよろしくお願いします」

　親が自分のために頭を下げる。その姿に、大和やまとは胸が痛くなった。

　父親が不器用なだけで、自分を大事にしてくれているのは知っているつもりだった。だが、自分は自分が思っている以上に、親から愛されていたのだ。

「はい。貴方あなたのご子息は、私が必ずシーカーにしてみせます」

　真ま白しろが頷うなずくと、大和やまとは一度息を吞のんでから、言葉を溢あふれさせた。

「ありがとう……親おや父じ」

　大和やまとが目をつぶって頭を下げると、目じりから涙がこぼれた。





◆






　三ヶ月後。星歴二〇六一年四月。

　真ま白しろに言いつけられた自主訓練をやり遂げた大和やまとは地元を離れて、東京へ向かっていた。

　東京行きのリニアトレインに乗っていると、窓の外に広がる満開の桜並木に目を奪われた。

　思わず窓を覗き込むと、桜並木が途切れて、けれど代わりに、最高の光景が広がった。

　車窓から見えるのは、二十一世紀半ばから大発展を遂げた東京の街並みだった。

　東京ぐらい、テレビでもネットでも、ＶＲ映像でも見たことがある。

　それでも、どれだけ映像技術が進歩しようと解像度が上がろうと、本物には勝てないことがよくわかる。本物は、圧も厚みもまったく違う。

　まるで街全体が一つの建物のような、天を衝つかんばかりの摩天楼群に胸を躍らせながら、大和やまとは握り拳を作った。

　これから自分が戦うシーカー業界という名の戦場を前に、期待と気合いが止まらない。

　──待っててください秋あき雨さめさん。俺は貴方あなたのような最高のシーカーになります！　絶対に！

　草くさ薙なぎ大和やまと、十五歳。彼はまだ何者でもない、無能と呼ばれた落第生である。
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　──女子からパンツ丸出しで土下座されたら、どうすればいいんだろう……。

　場所はシーカースクールの男子更衣室。

　そこで大和やまとは、人類史上初の、極めて難解な命題に直面していた。

　目の前には純白の下着姿で土下座をする美少女。

　ぎゅっとくびれた腰に反して、程よく大きめで丸いお尻が、薄い布地一枚隔ててプルプルと震えているのがセクシーだった。

　ツーサイドアップの髪の房が二本、床に垂れているのが可か愛わいい。

　ソクラテスやプラトンやアリストテレスがこの場にいたらなんと答えるだろう。こんなことならもっとまじめに倫理の授業を受けておくのだったと後悔しながら、大和やまとはどうしてこんなことになっているのか、走馬灯を見るように思い出した。
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「おぉ……」

　駅から降りると、大和やまとは都市の情報量に眼めと口を丸くした。

　ナマの東京を一言で現すと、ＭＲ社会の極致だった。

　駅前の道路を走る自動運転車の頭上には走行中を表す危険シンボルが表示され、予想進行ルートが赤いレールとして地面に走っている。

　信号や横断歩道には、デフォルメされた犬のおまわりさんが、車や通行人に指示を出している。赤信号なのに渡ろうとした学生が、見事に怒られていた。

　宅配ドローンと、底部のプロペラで飛ぶスカイバイクが飛び回る空を見上げれば、宣伝用のＭＲ看板やアドバルーンがそこら中に展開している。

　英語の看板に視点を合わせると、すぐ近くに和訳が表示され、店舗の看板に目をやれば、混雑状態がパーセントで表示される。

「流石さすがに東京はＭＲオブジェクトの数が段違いだな」

　大和やまとの地元でも、同じモノは、一応ある。

　けれど、車の交通量は天地の差があるし、信号のある道路のほうが珍しい。

　商店街の店主たちはＭＲに疎うといし、うん十年前の物理看板をそのまま使っている。

「しかも電柱が無い」

　首都圏と県庁所在地では電線が地下に埋められたものの、大和やまとの地元ではまだまだ現役だ。

　当然、こんな光景はテレビやネットやＶＲでいくらでも見ている。

　それでも、ＶＲ技術がどれほど進歩しても、五感の情報力には及ばない。

　質量を感じる高層ビルの重圧感。

　加工、編集されていない、街の息遣いとも言える雑踏音。

　靴底越しに感じる、クッションコンクリートの優しい踏み心地。

　そして、水素電気自動車普及率一〇〇パーセントが実現した、清涼感溢あふれる空気。

　昔と違い、現代ではガソリン自動車の走る田舎の方が空気が悪いとさえ言われているのも納得だ。

　普通の学生なら、観光気分で東京の街を見て回るのだろうが、大和やまとはそんなおのぼりさんではない。彼は遊びに来たわけではないし、遊ぶ気もない。

　それに、東京の中にいるだけでお腹なかいっぱいになっている。色々と安上がりな少年だ。

「さてと、シーカースクールは。ＡアＩイコン、シーカースクールまで頼む」

　大和やまとが耳の裏に装着したデバイスに指示をすると、大和やまとの視界には、彼だけに見えるナビゲーションマークが表示された。

　勝手知ったる地元では使う機会のなかったナビアプリだけに、ちょっと新鮮だった。
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「ここがシーカースクールか、なんていうか、凄すごいな……」

　大和やまとが驚いたのは、何もかもにだった。

　戦車隊が通れそうな広さの校門は要塞のように分厚く高い壁に挟まれ、上部には有刺鉄線どころか鋭利な剣身がずらりと並び、その隙間から侵入者撃滅用の機銃がこちらを威圧してくる。

　校門をくぐると、歴代首席卒業生の等身大銅像が左右に並び、新入生たちを歓迎してくれる。その周りでは新入生たちが記念撮影をしており、その中には三年後は自分の像が加わるんだとはしゃぐ生徒もいた。

　その行動を子供っぽいと思うも、数秒後、大和やまとも人のことを言えなくなった。

「え、秋あき雨さめさん？」

　それは、かつて大和やまとを救ってくれた恩人である、浮うき雲ぐも秋あき雨さめの銅像だった。記念写真を撮りたいという欲求に駆られ、懊おう悩のうすること三秒。

　──……まぁ、今日からここに通うんだし、いつでも撮れるよな。

　何に対しての弁明かわからない感想を抱きながら、大和やまとは敷しき地ち内の奥へと進んだ。

　しかし、校舎はまだ遥はるか先だった。

　校門と校舎の間は広い庭園になっていて木々が植えられ、休憩スペースには噴水やベンチ、自動販売機まで置いてある。学園というよりも、完全にパークだ。

　とはいえ、資料によると六〇〇人を超える生徒全員分の個室学生寮と校舎、さらに戦闘訓練場やドーム型競技場まで完備しているのだから、これぐらいの敷しき地ちは必要なのかもしれない。

「……俺、シーカースクールに来たんだよな」

　一陣の風に頰を撫なでられると、不意に、そんな当たり前のことを呟つぶやいてしまう。

　試験に落ちたときもだが、実感とは、遅れてやってくるものだ。

　真ま白しろに合格を言い渡されてから今日まで、どこか半信半疑だったけれど、こうしてシーカースクールの敷しき石いしを踏むことで、シーカーになった実感を得られた。

　──ここで鍛えてシーカーになって、それで秋あき雨さめさんに言うんだ。七年前の約束通り、シーカーになりましたよって。

　軽く手に汗を握りながら、表情を引き締めた。

「よし、やるぞ。えーっと、まずは入学式の前に学生寮で制服に着替えるんだよな」

　道なりに歩きながら、デバイスが学園内のローカルネットワークを認証したのを確認すると、大和やまとはデバイスに呼びかけた。

「ＡＩコン、男子寮まで、ん？」

　少し歩くと、ベンチに座り、談笑する男子たちが目に入った。

　知らない制服姿。大和やまとと同じ新入生、それも、彼らは同じ中学出身同士なのだろう。

　地元を離れ、ボッチの大和やまとは、その姿が少し羨ましかった。

　今、大和やまとの知り合いは見下し系女子の蕾らい愛あただ一人だ。

　──でも、ここに通うのってみんな俺と同じシーカー志望なんだよな？　なら、意外と気の合うやつ多いかもな。

　現代では、多くの子供がシーカーを目指す。

　でもみんな、他に好きなことを見つけたり、才能の限界を感じて諦めてしまう。

　実際に受験したのは、大和やまとの学校では大和やまとと蕾らい愛あを含めて、十人もいないだろう。

　志を同じくする同志が集まっているこの学園の生徒が、仲間に思えて胸が熱くなった。

　大和やまとの合格を祝ってくれた四人の親友と離れ離れなのは辛つらいけれど、ここでまた、新しい友達を作ろうと、大和やまとは未来への希望に頰を染めた。いわゆる、高校デビューだ。

　すると、大和やまとの視線に気づいたのか、五人はこちらに顔を向けるやベンチを立ち上がった。

　──え、こっち来る。向こうから？　どうしよ。

　地元の人間しか知らない大和やまとは、初対面の相手にややテンパった。

　最初が肝心だと思いながら、大和やまとが精一杯の愛あい想そ笑わらいを浮かべると、五人は頰を緩めた。

「なぁ、お前もしかして草くさ薙なぎ大和やまとか？　山属性の」

「え？　そうだけど？」

　属性というのは、適性のことを端的に表した表現だ。

　たとえば、水属性と言えば、適性が水で水の魔術を使う人、という意味になる。

　でも、どうしてこいつが自分の名前と属性を知っているんだ？　と大和やまとが疑問に思うと同時に、男子たちは笑い出した。

「おいやっぱ本人だぜ、冗談だろ？」

「ＳＮＳで見たぜ。使える魔術ロゴスが噴火パンチだけで将来性ないって落とされたんだろ？」

「ッ……」

　屈辱の熱で、大和やまとは顔が熱くなった。

　入学試験大会の情報は、参加者や観客がＳＮＳで呟つぶやいているので、試合や受験者の情報は、比較的簡単に集まる。

　だが、まさかこんな形で馬鹿にされるとは思っていなかった。

「笑える。ていうかこれ、ただ適性を発揮しただけで魔術とも呼べないお遊びだろ」

「魔術っていうのはさぁ、適性に合わせて多種多様な力を発揮することを言うんだぜ？」

　言いながら、一人の男子は両手の平から炎の刃、槍やり、蠢うごめく触手を燃え上がらせながら、頭上では火球を円環状に回転させた。

「ていうことはあれか、ほら、お前の担任誰だよ？」

「浮うき雲ぐも真ま白しろ先生だ」

　大和やまとはちょっと誇らし気に、待ってましたと言わんばかりの心境で答えた。

　なのに、男子たちの反応は、大和やまとがまったく予期しないモノだった。

「浮うき雲ぐも真ま白しろって、お前それギャグかよ!?」

　五人は、まるで極上のコントでも見ているかのように笑い出した。

　お腹なかを抱えるその仕草に、大和やまとは呆あつ気けに取とられてしまった。

「ギャグって……なんで？」

「なんだよお前知らないのかよ？　ぶふっ、浮うき雲ぐも真ま白しろって言えば、自腹で無能な生徒を入学させることで有名な変人無能コレクター教師じゃないか！」

　男子たちの反応に、頭の奥で、カチンと怒りのスイッチが入った。

　真ま白しろが、自分以外の生徒も自腹で入学させているのは、大和やまとも知っている。

　でもそれは、自分のように力は無くても熱意のある生徒にチャンスをくれているからだ。

　それに、真ま白しろは言った。




「大事なのは才能でも努力でもなく、やる気と環境。努力できる環境、才能を活いかせる環境は私が用意します。君は、やる気だけ持ってきてください」

「はい。それにね、磨かれぬセンスを磨くこと、閉じた才能を開花させること、それが私たち、教師の役目ですから。心配しなくても、君の才能は、私が見つけてあげますよ」




　才能なんて関係ないと言ってくれた真ま白しろの想おもいを、無能コレクターの変人教師なんて言葉で汚す男子たちのことが許せなかった。

「それと、オレらは全員、金かね城しろ宮みや男お先生が担当する一組だ」

「知っているか？　伝統的に、シーカースクールは教師も生徒も、質のいい順に一組から振り分けられるんだ」

「つまり、オレらは未来の幹部シーカーとして嘱望されるトップエリートってわけだ」

　五人は、自慢げに胸を張ると、ドヤ顔で大和やまとを見下してきた。

　その態度にも、大和やまとは頭の奥が熱くなった。

　同じシーカーを目指す同志、なんかではない。

　こいつらは、ただ地位や名声が欲しくて、シーカーを目指しているクチだろう。

　正直、こんな奴やつらには負けたくなかった。

「ッ、俺だって、一応は入学試験大会で準優勝したぞ」

　ヴォルカンフィストしか使えないからと不合格になった挙句、真ま白しろに拾い上げてもらっただけなのだが、何か言い返してやりたくて、大和やまとは噓うそにならない範囲で抗議した。

　けれど、男子たちには逆効果だった。

「おいおいおい、聞いたかよみんな。入学試験大会で準優勝したのが自慢らしいぜ」

「天てん狗ぐになっているところ悪いけど、金かね城しろ先生が担当する一組は、全員【推薦生】なんだ」

「中学時代からシーカーとしての教育を受け、幹部シーカーからの推薦を受けたオレらは、入試なんて受けなくても学園への内定が決まっているんだ」

「入試を受けている時点で、負け犬なんだよ」

　男子たちは、大和やまとをからかうのが楽しくて仕方ないといった感じだった。

「…………」

　その嘲笑を、大和やまとは黙って聞いていた。

　以前、父親である山やま彦ひこが言っていた。

　雄弁は銀、沈黙は金。

　馬鹿みたいな奴やつが馬鹿みたいな絡からみ方をしてきた時は、沈黙するのが得策だ。

　正論とは常識人の共通言語であり、馬鹿には通じない。馬鹿は自身の欲得で動くからだ。

　馬鹿に言い返しても、ただトラブルが大きくなったり、下手に目を付けられてトラブルが増えるだけだ。

　大和やまとも、父の教えには賛成だ。けれど、ものには限度がある。限度を知らない馬鹿は、相手が無言だと、言い負かしてやったのだと勘違いして、相手を一生格下に見る。

　そうなったら、下手に目を付けられるのよりも厄介だと思っている。

　最低限、言い返しておく必要はある。

「ていうか、魔術一個しか使えなくても準優勝できるって、入学試験大会てどんだけ低レベルなんだよ」

「……生あい憎にくと、俺のヴォルカンフィストは十の魔術に勝るんでね」

　大和やまとが軽く言い返すと、男子達の眉間に縦ジワが刻まれた。

「は？　底辺争いの勝者が勝ち組気取りかよ。何様だ？」

「草くさ薙なぎ、大和やまとだっけ？　『鳳ほう凰おうはニワトリと争わず』ってことわざがあるけど、オレの考えは違う。いい機会だ。教えてやるよ、同じ鳥でもニワトリと鳳ほう凰おうじゃ天地以上の差があるってな。幸い、シーカースクールは学園の敷しき地ち内なら模擬戦歓迎だ。始めようぜ、今、この場でよ」

「負けたら、ニワトリの真ま似ねをしながら謝ってもらおうか？」

「途中退学がオチの裏口入学生が、日本の未来を担になう俺らに馴なれ馴なれしく対等気取んなよ」

「ッ！　裏口入学じゃなくて、真ま白しろ先生から合格を貰もらって、親おや父じが大事な山林を売って作った金で入学金と授業料を払って、正式に入学したんだよ」

「バーカ、比喩だよ比喩。オレら推薦組からすれば、金払って入学している奴やつは全員裏口入学なんだよ」

　その言葉が引き金になった。

　怒りの琴線に触れた、なんて生易しいものではない。今、こいつらは大和やまとの琴線を、堪かん忍にん袋ぶくろの緒のように千切ったのだ。

　無能を承知で真ま白しろが合格をくれて、父親が、先祖伝来の山林を売ってまで叶かなえてくれた入学を、こいつらは言うに事欠いて【裏口入学】と罵ったのだ。

　模擬戦が推奨されているならちょうどいい。

　どうせ向こうが吹っ掛けてきた喧けん嘩かだ。

　この三ヶ月で、自分がどれだけ成長したのか、お前らで実験してやるよ。

　そんな、攻撃的な感情で、大和やまとは戦闘態勢に入ろうとした。

　涼し気な肉声が割り込んできたのは、大和やまとの理性が焼き切れる直前だった。

「入学早々、同級生潰しとは感心しないな」

　大和やまとたちが一斉に振り返ると、不思議な雰囲気の青年が生垣をくぐり抜けて、こちらへ歩み寄ってくるところだった。

　背は高く、一八〇センチはありそうだ。シーカーの制服である白ラン姿で、タグの色とエンブレムを見るに、大和やまとたちと同じ生徒のようだが、佇たたずまいは、高僧を思わせるほどに落ち着いている。

　肩には、薙なぎ刀なたのように細長い布袋を背負っており、少し目を引いた。

「なんだ、お前？」

「彼と同じ浮うき雲ぐも真ま白しろクラスの獅し子し王おう勇いさ雄おだ。やり取りは見させてもらったが、先に絡からんだのはお前たちだろう？　それが何な故ぜ、謝罪を要求されないといけないのだ？」

　十五歳にしては異質な口調だが、彼の泰然自若とした存在感もあり、違和感は皆無だった。

「おい、獅し子し王おう勇いさ雄おってこいつ、魔力パトスが無いって出てきたぞ！」

　ＳＮＳで勇いさ雄おのことを調べたのだろう。ＭＲ画面を操作する男子が素っ頓狂な声を上げた。

　釣られて、他の男子たちも驚きよう愕がくして口をあんぐりと開けた。

「はぁっ!?」

　なのに、当事者は至って平静だ。

「いかにも、私は生まれつき魔力が無い。故に魔術はおろか、魔力を体に流して行う肉体強化も使えない。その代わりと言ってはなんだが、魔力戦闘以外の全てを修めている」

　流石さすがに何かの間違いかと思ったが、まさかの本人認定に、大和やまとも驚きよう愕がくした。

　魔力を扱う人は、多かれ少なかれ、魔力で肉体を強化している。

　だからこそ、常人なら即死の雷撃や爆撃を受けても生きていられる。

　けれど、それができないということは、彼は肉体的にはまったくの一般人。雷撃どころか、家庭用の電圧でも感電死するような、脆ぜい弱じやくな存在ということだ。

　シーカーとアポリアの、あらゆる攻撃が、彼にとっては致命の一撃となる。

　そもそも、シーカー＝一流の魔術使いなので、シーカーになれる可能性はほぼゼロだ。

　目が見えないのに弓道家になろうとするのに等しい。
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　──魔力が無いって、そんなの、魔術を一つしか使えないどころじゃないだろ……。

　大和やまとにとって、自分の無能ぶりは、コンプレックスであると同時に、自信でもあった。

　自分程苦労している奴やつはいないだろう。自分は才能に恵まれた連中には負けない。雑草根性を見せてやる。

　少なからず、そんな自負があった。

　なのに居た。

　魔術を一つしか使えない程の魔術音痴である大和やまとすら天才に見えてしまう、そも、魔力自体持っていない人間が。

　けれど、勇いさ雄おは胸を張り、凜りんとした佇たたずまいで推薦組の男子たちと対たい峙じした。

「悪いが、彼を害すると言うなら、私が相手になろう」

　──ちょっ、お前何言ってんだよ……相手にって、魔力無いんだろ？

「おいおい、オレらを笑い殺す気かよ」

「魔力も無い欠陥品が俺らの相手になるかよ！」

「ニワトリどころか【ヒヨコ】じゃねぇか。それとも卵か？」

　推薦組は今まで以上に馬鹿笑いを始めるも、勇いさ雄おは興味深そうな表情で彼らを観察しながら、自身のあごを一撫なでした。

「……ふむ、口数と強さは反比例すると言うが、その手合いか？」

「はぁっんっ!?」

「悪いが、私は弱さを隠すために吠ほえるケダモノではない。人に遠とお吠ぼえは効かぬものと知れ」

　それが、彼らにとっての引き金だったらしい。

　推薦組の男子五人は、額に青筋を浮かべるや否いなや、勇いさ雄おを取り囲むように、扇状に広がった。間髪を容れず、五人は大声で「ストレージオープン！」と叫んだ。

　五人の手元がスパークすると、覆い布を取り去るようにして、銃火器や高周波ブレード、プラズマソードのグリップ部分が姿を現した。

　ストレージとは、アポリアの異次元移動能力を研究し作られた、異次元収納機能だ。

　とは言っても、開発には莫ばく大だいなコストがかかるし、収納できる体積や質量は限られるため、警察や軍隊の装備には搭載されていない。

　シーカーの武器に、それもテスト運用という名目で実装しているのが実情だ。

　対する勇いさ雄おは、背中の布袋を下ろして、素早くヒモを解いて中身を開帳した。しかし、中から現れたのは、大和やまとが予想しない得物だった。

　──薙なぎ刀なた？　いや、あれが長なが巻まきってやつか？

　長巻とは、刀の柄を長くした、薙なぎ刀なたとは似て非なる武器だ。

　──魔術が使えないのに、銃火器じゃないのか？　いや、それよりも。

「おい待てよ、五人がかりは卑ひ怯きようだろ!?」

　勇いさ雄おの身を案じ、大和やまとは口を挟むも、他ならぬ勇いさ雄お自身が手を掲げて制した。

「問題ない。実戦において、アポリアがタイマンを望むはずもない。さぁ、実戦を望むならば来るがいい」

「調子こいてんじゃねぇ、ぞっ！」

　男子の一人が手をかざすと、極太の石柱が列車のような勢いで飛び出した。

　──凄すごい……。

　巌いわおの砲弾ではなく、繫つながった一本の石柱。魔力をあれだけの大質量物質に高速変換する魔術センスは、並大抵のものではない。

　明らかに、蕾らい愛あと同類の天才だ。

　大型トラックでも粉砕するであろう死の塊が、生身の勇いさ雄おに迫り、大和やまとは息を吞のんだ。

　助けに入ろうと一歩踏み出して、目を見張った。

　勇いさ雄おの体が、どろりと溶けた。

　いや、溶けたようにやわらかく体をひねり、最小限の動きで石柱を避けた。

　推薦組の石柱男子は、まるで水面に映った勇いさ雄おを貫いたような気持ち悪さを感じただろう。

　コンマ一秒のさらに半分もかからず、勇いさ雄おは無音で、雷光が駆け抜けるような俊敏さで、石柱男子との距離を詰め、すり抜け、彼の背後で立ち止まると、石柱男子は腹から血を滲にじませながら前のめりに倒れた。

「まずは一人、む？」

　何かを察して勇いさ雄おが長巻をかざすと、柄が切断された。

　すぐ近くに控えていた男子が、不敵に笑った。

「俺の適性は斬撃現象そのものだ。長巻使いらしいが、得物がなけりゃただの無能だろ？」

「問題ない。事後だ」

　次の瞬間、斬撃男子は仰向けに倒れた。その胸には、赤いシミが広がっていた。

　大和やまとには、いつ斬ったのかもわからなかった。

　速い、のもあるが、何よりも早い。

　両手で保持していた長巻の柄を両断された勇いさ雄おは、長巻を持ち直すこともなく、刀身側の柄を握っていた右手で、片手剣よろしく長巻を振るったのだ。

　元より、長巻とは刀の柄を長くしたモノ、柄を失えば、刀として使えば良い。

「これで二人、残るは三人か」

　言いながら、三人目の男子に斬りかかるも、勇いさ雄おの快進撃はここまでだった。

　勇いさ雄おが振り上げた刀は、半透明の手たちにわしづかみにされ、動きを封じられていた。

　大和やまとをニワトリに、勇いさ雄おをヒヨコに、自身を鳳ほう凰おうにたとえた男子が、鼻で笑った。

「長巻使いかと思ったら剣士かよ。でも、俺のザ・ハンズの前じゃ無力だなぁおい！」

「問題ない」

　勇いさ雄おは何の未練も無く刀から手を離すと、鋭い踏み込みで、自称鳳ほう凰おう男子との距離を踏み潰した。それが最悪手であることは、大和やまとにもすぐわかった。

　勇いさ雄おは魔力による肉体強化ができない。それでも彼が戦えたのは、対アポリア用の、高周波ヴアイブロ長ブレ巻ードという現代兵器の恩恵によるものだ。

　武器すら手放した今、勇いさ雄おは通行人Ａでしかない。

　赤信号を渡れば車の方が被害者になる魔力使い相手に素手で挑むのは、自殺行為だ。

「おいおい剣士が剣を離してどうす──」

　勇いさ雄おの両拳が唸うなりを上げ、自称鳳ほう凰おう男子の言葉を奪った。

　一息の間に、左右の拳は身の程知らずの鼻、アゴ、喉、みぞおち、恥骨に叩たたき込まれ、なのに打撃音は一発しか聞こえなかった。

　途切れない音速のつるべ打ちに、人間の聴覚認識能力がついていけなかった証拠だ。

「ぎゅ、ぎゅびぃいいいいいいいいい！」

　鼻から下が砕けた自称鳳ほう凰おう男子は激痛のあまり、のたうち回ることもできず、全身をビィッーンと伸ばしたまま、地面で悶もん絶ぜつして痙けい攣れんし続けた。

「これは失敬。まさか、ヒヨコパンチで悶もん絶ぜつする鳳ほう凰おうがいるとは思わなかったのでな」

「な、なんだそれは……それは、どういう魔術だ？」

　先程、炎を操って見せたリーダー格の男子は顔が青ざめ、声が震えていた。

「魔術ではない。これは五〇〇〇年、人類が積み重ねてきた、ただの武芸だ。そこにあるのは超自然現象チートではなく、人体工学と物理学が支配する、この世で最も公平な理ことわりだ」

　心穏やかに、明鏡止水の境地で語る勇いさ雄おを前に、最後の男子が悲鳴を上げてライフル銃を構えた。それが彼の魔術なのか、自身の周りにドーム状の透明なシールドを展開した。

　勇いさ雄おから底知れぬ恐怖を感じたが故の、緊急行動だろう。

「シールド越しに銃を構えてどうする？」

「へ？」

　一切の予備動作が無い、勇いさ雄おのノーモーションパンチがシールドを叩たたくと、中の男子が吹き飛んだ。自分のシールドに背中と後頭部からぶつかり、鼻血を噴いて倒れた。

　何が起こったのか、まるでわからない。

「これはエネルギーを物質の奥へ伝える【遠とお当あて】という技だ。空手家が積み上げた瓦の数枚目だけを割るのを見たことはないか？」

「う……く、ふざけるな！」

　腰の引けていたリーダーが、激げき昂こうしながら両手首を合わせ、蛇の頭を模した。途端に、両手の間から膨大な液体が吐き出された。

「毒竜アンフィスバエナの硫酸瀑ばく布ふだ！　肉体強化もできない体でどうする!?」

「問題ない」

　言うや否いなや、勇いさ雄おの両腕が、それぞれ反対向きの円運動を切った。

　それだけで硫酸瀑ばく布ふはかき消された。勇いさ雄おの腕に付着した硫酸は、遠心力で一滴残らず振り払われ、宙に対の三日月を描いた。まるで刀の血払いだ。

　勇いさ雄おの手はもちろん、白ランの袖すらも無傷だった。

　リーダーはまぶたとあごを限界まで開き、愕がく然ぜんと震え始めた。

「硫酸、が……」

「何を驚く？　空手の【廻まわし受け】は初心者が最初に習う、あらゆる防御の基礎。究めれば万物を払う鉄壁城塞と化す。硫酸如ごとき防げないでどうする？　そうだな、お前らには、とある高名な空手家の言葉を教えてやろう……『銃でもミサイルでも魔術でも持ってこいやァ……』」

　にやぁっと、勇いさ雄おの口角が好戦的に吊つり上あがった。

「くっ……」

　顔中にしわを寄せて、リーダーは歯が折れそうなほど歯ぎしりをした。直後、彼の背中からドラゴンの翼が生えて、宙に飛び上がった。

　炎と硫酸の両方を操っていたが、彼の適性はドラゴンそのものらしい。

「何が武芸だ！　手足が届かなきゃ何もできない無能じゃないか！」

「問題ない」

　空でゲラゲラと笑うリーダーを尻目に、勇いさ雄おはシールド男子が落としたライフル銃を蹴り上げた。

　ジャグラーのように空中で銃のグリップを握ると同時に銃口を空に向け、引き金を引いた。

　一発の弾丸はリーダーのあごをかすめ、彼は白目をむいて動きを止めた。

　どうやら、衝撃で脳のう震しん盪とうを起こしたらしい。

「言ったはずだ。魔力戦闘以外の全てを修めたと」

　こともなげに告げて、勇いさ雄おはライフルを地面に捨てた。

　が、それを待っていたかのように、落下し始めたリーダーの体から、リーダー自身が抜け出した。

　まるで分身の術だ。

「油断したな！　アンフィスバエナは双頭竜！　お前が撃ったのは魔術で作り出した偽にせ物ものだ！　じゃあな無能。このまま職員室に行ってお前に襲われたって証言してやるよ！」

「いや、それは無理だな」

　大和やまとは、目の前のリーダーに、背後からそう言ってやる。

　リーダーは、肩越しに振り向き、空を飛ぶ大和やまとに目を剝むいた。

「なぁっ!?　なん、で？」

　──ヴォルカンフィストは派手すぎる。入学早々大きな騒ぎは、真ま白しろ先生に迷惑がかかるかもしれない。なら。

　右膝を持ち上げ廻まわし蹴りの体勢に入ると、腰を捻ひねりながら右踵かかとと左爪先を噴火させた。

　ジェット噴射よろしく、反動で放たれた弾丸シュートはリーダーのみぞおちに抉えぐり込まれた。爪先に、内臓の柔らかさを感じた。

「げぶぉぁっ!?」

　平手打ちを喰くらった羽虫のようにリーダーが地面に激突すると、敷しき石いしには蜘く蛛もの巣す状のヒビが走っていた。まるで蜘く蛛もに捕まったハエだった。

「ふ、ふたりがかりなんて……ひきょう、だぞ……」

　最低の言葉を遺言に、リーダーは気絶した。腹部は、黒く焦げている。

「五人がかりに言われたくねぇよ」

　足裏から噴射するジェットの火力を調節しながら地面に降り立つと、勇いさ雄おが駆けてきた。

「凄すごいな、今のはどういう技術だ？」

「イラプションアーツのことか？　俺はいわゆる山属性って言えばいいのかな。とにかく、攻撃に合わせて各部を噴火させることで、打撃力を上げることができるんだよ。ちなみに高熱のオマケつきな」

　大和やまとがファイティングポーズを取ると、炎も無く、拳が暖色に光った。

「それは素晴らしいな。魔力の無い私には真ま似ねできない芸当だ。素直に羨ましい」

「そ、そうか？」

　ここまでストレートに褒められるのは珍しくて、大和やまとはやや照れた。

「ところでだけど、これ、暴力事件にならないよな？」

「なるわけがないだろう。推薦生五人がかりで私のヒヨコパンチに負けたと告白する勇気があれば別だがな」

「それもそうか」

「うむ…………ヒヨコパンチか」

　勇いさ雄おの口元が緩む。

　──あれ？　もしかして気に入っている？　いや、まさかな。

「医務室には連絡を入れた。では大和やまと、あぁ、大和やまとと呼んでいいか？」

「お、おう」

　これだけ性格イケメンで、ヒヨコパンチの名前に惹ひかれるわけがないと、自己完結した。

「では、講堂へ急ごう。スケジュールは十五分前行動が基本だ」

「え、俺、初対面なんだけど一緒にいいのか？」

「貴君は真ま白しろ師匠が選んだ生徒だ。悪い人の筈はずがない。そうだろう？」

　頼もしい笑みを浮かべ、勇いさ雄おは握手を求めてきた。

　──貴君って、古風だなぁ……けど。

　地元の友人たちとは違う、蕾らい愛あとも違う。同じ道を志す親しい間柄、初めての【戦友】に大和やまとは嬉うれしくなり、握手を交わした。

「あ、そうだ。その前に俺、寮で制服に着替えないと」

「それなら講堂横の更衣室を使えばいい。この学園は戦闘で制服の損耗が激しい。制服は学園中の更衣室に新品のモノが常備されている」

「そうなのか？」

「ああ。たいていの新入生は制服姿で記念写真を撮る為ために、早くに来て着替えるから、今は空いているだろう。荷物もそこのロッカーに預けるといい」

「お前詳しいな」

「入学要綱に書いてあったぞ？」

「お前、あのバカ長いの全部覚えているのか？」

「無論だ」

　勇いさ雄おの頭上に、【勤勉】の二文字が浮かんで見えるような気がした。大和やまとは感心半分、呆あきれ半分で苦笑を漏らした。





◆






「更衣室はこの廊下の突き当たりを左だ」

「ありがとうな。じゃあすぐ着替えるから待っててくれ」

　勇いさ雄おと講堂まで来た大和やまとは、入口手前の廊下を進み、丁字路を左に曲がった。

　早くも仲間ができたことで、足も胸も軽い。

　明るい学園生活に期待しながら、大和やまとは勢いよく更衣室のドアを開けた。




　下着姿の美少女と眼めが合った。




「「えっ」」

　と、互いの声が重なった。赤い瞳が丸く開いて、じっとこちらを凝視してくる。

　ちょうどスカートを脱いだところらしく、前かがみでスカートをお尻から抜いた姿勢で、彼女は固まっていた。

　大和やまともまた、彼女に目を、いや、意識を根こそぎ奪われ固まった。

　雪のように白く、ホクロひとつ無い滑らかな肌。

　丸い、ふたつのふくらみを包む、花柄刺し繡しゆうの入ったハーフカップブラと、前かがみになることで強調された、深い谷間。

　細い指先から、スカートがすとんと落ちた。やわらかそうなふとももと腰に食い込む、白の三角ショーツにも、花柄の刺し繡しゆうが施されて、腰は、蝶ちよう々ちよう結びの紐ひもが飾り立てていた。

　ほのかに青みがかった月白色の髪に縁どられた小さな輪郭は、唯一の色彩である瞳と同じ、朱色に染まっていく。

　反対に、大和やまとは自分でも青ざめていくのが解わかった。

　痴漢　覗のぞき　性犯罪者　冤えん罪ざい　有罪　事故　親おや父じが山林を手放して入学させてくれたのに初日から女子更衣室に突撃して退学？　責任　切腹。

　無数の単語と暗黒の未来が頭の中で無限に広がり、冷たいトゲトゲ有刺鉄線で、心臓を絞り上げられた気分だった。

　純白の少女が口を開けると同時に、大和やまとは、彼女を止めようと反射的に手を伸ばした。

　劇的に彼女が崩れ落ちて、床に額を打ち付けんばかりの勢いで土下座をしてきた。

「すいません間違えました！　このことは誰にも言わないでください！」

　大和やまとは、中空に手を伸ばした間抜けなポーズで、再び固まった。

「…………へ？」

　立場が逆だ。謝るのはこっちではないのか？　と、大和やまとは混乱した。

　──女子からパンツ丸出しで土下座されたら、どうすればいいんだろう……。

　ぎゅっとくびれた腰に反して、程よく大きめで丸いお尻が、薄い布地一枚隔ててプルプルと震えているセクシーな様から視線を外して、大和やまとは努めて冷静に言った。

「……ッ、とりあえず、落ち着こうか、お互いに……？」

　そこで、大和やまとは気づいた。彼女の背中、ホックの内側から、タグがはみ出していることに。

「……Ｄ？」

「!?」

　絶望色の顔を跳ね上げ、肩越しに自身の背中を見ながら、彼女は無言の悲鳴を上げた。
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　三分後。

　シーカースクールの制服である白ランを着た彼女、（同じ真ま白しろ教室の望もち月づき宇兎うさぎというらしい）をベンチに座らせて、大和やまともすぐ隣に腰を下ろした。

「えっと、それで望もち月づきは、なんで土下座したんだ？　普通、逆じゃないか？」

　望もち月づきを落ち着かせようと、彼女のご機嫌をうかがうように、大和やまとはおそるおそる尋ねた。

「だってここ男子更衣室でしょ？　じゃあわたし、変態じゃない？」

「それは、でも、俺が女子更衣室に入ってきた覗のぞきだとは思わなかったのか？」

「いやいやいや、覗のぞきの人があんな堂々と気安く入ってくるわけないよ。それで、『あーここ男子更衣室だったんだ。そういえば確認していなかったかも。どうしようわたし完全に不審者だよ』……って」

　──判断力すげぇ……。

「うぅ……お見苦しいものを見せてごめんなさい」

　ベンチに両手をついて、望もち月づきは頭頂部を見せるようにして頭を下げてきた。

「いや、気にするなよ。俺は何も迷惑してないし」

　──むしろ……いやいや、俺は何を考えているんだ。

　Ｙ染色体由来の邪心を振り払いつつも、大和やまとはあらためて、望もち月づきに目を留めた。

　よく見ると、いや、よく見なくても、望もち月づきは可か愛わいい女の子だった。

　顔立ちはもちろん、おとなしめで優しい声も可か愛わいらしく、頭の左右でツーサイドアップにまとめた月白色の髪はふわふわで、ウサギの耳のように垂れて愛らしい。

　下がり眉とタレ目が柔和な印象を与え、御みか雷ずち蕾らい愛あとは、対極に位置する女の子だと思う。

「あの、ね。このことは誰にも言わないでくれると嬉うれしいんだけど」

　困った声で懇願しつつ、望もち月づきはビクビクと震え上目遣いに俺の顔色をうかがってくる。

　小動物めいた眼まな差ざしで見つめられると、まるで自分がいたいけなヒロインを凌りよう辱じよくする闇の暴れん坊将軍になったような気がして、大和やまとは謎の罪悪感に苦しめられた。

「そんなに心配しなくても言いふらさないって」

　──俺も巻き添えだしな。色々と。

　入学早々、巨乳美少女の下着姿を拝んでしまったとなれば、誰に何を言われるか、一から十まで想像できる。

「本当の本当に内緒だからねっ」

　赤面で迫りながら、念を押してくる望もち月づきに、大和やまとはつい仰のけ反ぞってしまった。

「わ、わかっているって、信用しろよ……？」

　彼女の圧力から逃げるように視線を落とすと、大和やまとは違和感に気づいた。

　──あれ？　さっきよりも胸が小さくなっているような。服の上からだと、こんなもんか？

「う～、何か交換条件がないと安心できないなぁ」

　望もち月づきは眉根を寄せて、迫力の無い顔で睨にらんできた。

　アリクイの威嚇ポーズが可か愛わいいのに似ている。

「お前は弱気キャラなのか強気キャラなのかはっきりしない奴やつだな」

「だってわたしの青春がかかっているんだよ！　慎重にもなるよ！」

　ちっちゃく拳を握り、望もち月づきは語気を強めた。

「そうだ、何か困ったことがあったら言ってね。絶対に力になるから」

　名案とばかりに、望もち月づきは手を合わせた。

「おいおい、そういうことは軽々しく言うもんじゃないぞ！」

「もう、お母さんみたいなこと言わないでよ」

「お母さんにも言われてんのか……」

「あ、でも、えっちなお願いはだめだよっ」

「しねぇよ」

　と、言いつつ、さっきの下着姿がフラッシュバックする。

　──おとなしい顔して、ヒモパン、なんだよなぁ……。

「ねぇお願いだからわたしにえっちじゃないお願いをして。でないとわたし、草くさ薙なぎくんに裸見られたってＳＮＳでつぶやいちゃうかもしれない」

「お前の中で攻守のバランスどうなってんだよ!?」

「お～ね～が～い～」

　目をうるうるさせる望もち月づきに、大和やまとは根負けする。

「わかった、わかったから、絶対に何かお願いするから」

「やた♪」

　望もち月づきの機嫌は、あっさり直った。

「じゃあ契約成立ってことで。ここで見たことを誰かに言ったら、怒るよ、たくさん」

「わかっているよ、他人がどんな下着つけているとか言う趣味ないし」

　慌てて、望もち月づきはヒモの結び目があるであろう腰と、それから股間を手で押さえ、赤面した。

「そ、それもだけど、ほら、その、大きさ、とか……」

　──あぁ、そういうことか。

　さっきよりも、ワンサイズ小さめの胸を見て、大和やまとは察した。

「大丈夫。パッドで大きく見せていることなら墓場まで持っていくよ」

「え……パッド？　……はっ、うんそうなの♪　わたし、パッドで大きく見せているの♪　でも男子なら猥わい談だんでぽろっと言っても仕方ないよね♪」

　──なんだ？　えらく上機嫌だな？

「じゃ、早く入学式行こ」

「お、おう？」

　大和やまとが腑ふに落ちない顔で首をかしげると、望もち月づきは勢いよく、背筋を伸ばして立ち上がった。

　バチン、と不吉な音がして、望もち月づきの胸が、バインとワンサイズ大きくなった。

　大和やまとも、そして望もち月づきもその姿勢のまま凍り付いた。

　しばらくして、望もち月づきは目尻に涙を溜ためながら、震える頰を赤くした。

「ぱ……ぱっどだよぉ……」

「お……おぅ…………」

　初対面で目にした、谷間の深さを思い出しながら、大和やまとは慈悲の心で頷うなずいた。
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　世の中には、胸を小さく見せたい人もいるのだなぁと学びながら、大和やまとは自分の心が綺き麗れいになるのを感じた。

　望もち月づきに悩殺されてしまった感は否いなめないが、慈悲の心が湧いて止まらない。これも、立派なシーカーになるための一歩だと思いながら、大和やまとは望もち月づきの秘密を守ろうと心に誓った。

　そして、二人で更衣室から出ると、

「待たせたな勇いさ雄お」

　廊下で待っていた勇いさ雄おが一言。

「……なぁ大和やまと。何な故ぜ男子更衣室から頰を赤らめた女子と一緒に出てくるのだ？」

「誤解だ！」

　心に一点の曇りを残して、大和やまとはお腹なかの底から叫んだ。
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　二時間後。

　入学式を終えた大和やまと、勇いさ雄お、望もち月づきは、【一年十組】の教室で席に座り、教卓には浮うき雲ぐも真ま白しろが立っていた。

「それでは皆さん、もう知っているとは思いますが、私が担任の浮うき雲ぐも真ま白しろです。これから三年間、共に学び、鍛え、立派なシーカーを目指しましょう」

　女性にモテそうな甘いマスクは相変わらずゆるゆるで、人ひと懐なつっこい笑みで自己紹介をしてから、真ま白しろはぐっと親指を立てた。

「安心してください。先生に身も心も委ねれば、必ず強くなれますよ。強制的に」

　うふふ、と無邪気な笑顔のあとに、真ま白しろは手を叩たたいた。

「ではまず自己紹介といきましょう。せっかく同じクラスになれたのです。みんな仲良くしましょう。一人では一万年かかることも三六五万人いれば一日でできるのです。ここにいる十七人が協力すれば、壊せない壁などありません」

　いかにも文部科学省推薦と言わんばかりの謳うたい文もん句くを並べ立てる楽し気な真ま白しろと、教室の番号プレートを交互に見比べて、大和やまとは違和感を覚えた。

　推薦男子たちは、クラス分けは教師も質のいい順と言っていた。

　それが本当なら、真ま白しろは最下位の教師、ということになる。

　ネームドを一撃で倒した秋あき雨さめの息子が弱いとは思えない。

　どうしてだろうと思っている間に、自己紹介が始まった。

「えと……その、ミ、ミンナ・スンマネンです！」

　長身豊乳金髪翠眼美少女の急な謝罪で、教室に変な空気が流れた。

「あ！　こういう名前なんです。北欧のフィーランド国から来ました」

　──個性強ぇな……ていうか他のみんなも……。

　大和やまとの視線の先には、二メートル級の巨漢がいた。逆に、小学生のように小柄な男子もいた。

　女子には、褐色の肌に黒縁メガネをかけた子や、金髪翠みどり眼めの西洋人、強化外骨格パワードスーツを着た少女や、金髪銀ぎん眼めで人種のわからない顔立ちの少女が、平然と座っている。

　入学式の段階で思ってはいたが、少なくとも、中学時代には見なかったタイプの生徒達だ。

　──望もち月づきもアルビノだし、まさか真ま白しろ先生、外見で生徒選んでいないよな？

　金髪銀ぎん眼めで人種のわからない、ＣＧゲームのヒロインみたいな外見の女子が立ち上がった。

　一切の体温を感じない程に無表情なくちびるから、漂白されきった言葉が漏れた。

「はじめまして。自律式汎用人型サポートＡＩ、ニコラシリーズ、第七式オートマトンです。気軽に【七なな式しき】とお呼びください」

　──ロボット!?　いや、確かニコラシリーズって、人工的に魔力を生成する疑似魂を搭載した、もっとも人間に近い人工物だっけか？

　ＡＩは赤子のように、数年かけて成長するため、大量生産は不可能らしい。

　それこそ数年前、倫理的問題にかかわる人権団体との衝突を、テレビで見た。

　続いて、チョコレート色の髪と目をした、小柄な少年が立ち上がった。

　優し気な顔立ちで、清涼感のある好青年然とした男子だ。

「僕は蜂はち道みち蜜みつ也や、蜜みつ也やって呼んで下さい。好きなモノは動物全般で魔術適性は昆虫のハチです。なので魔力をハチミツやローヤルゼリーに変換できます」

　──ずいぶん平和的な魔術だな……。

　正直、それでどうやって戦うのかわからない。

「ハチミツ入りクッキーを焼いてきたので、よかったらどうぞ」

　机から包みを取り出すと、蜜みつ也やはクラスメイトひとりひとりを回り、クッキーを配った。

　大和やまとも一つ手に取って食べると、サクサクの食感と口いっぱいに広がるハチミツの甘さが最高だった。

　料理の腕と性格は関係ないけれど、彼とは仲良くなれる気がした。

　勇いさ雄おといい望もち月づきといい、このクラスには良いい人が多いように思う。

　流石さすがは真ま白しろ先生が直接スカウトした生徒だと、大和やまとは感心した。

「アタシは御みか雷ずち蕾らい愛あ。言っておくけど、この学園のてっぺん獲とるから、異論のある奴やつはいつでも相手になるわよ！」

　──前言撤回しようかな。

「蕾らい愛あ、なんでお前俺と同じクラスにいるんだよ？　特待生なんだから、二組か三組じゃないのか？」

「はんっ。アンタに合わせてやったのよ。実力的には推薦生が集まる一組なんだけど、次アンタがアタシに負けた時、担任の指導力のせいにされたら困るじゃない？」

　大和やまとの問いかけに、蕾らい愛あは胸を張って鼻で笑った。

　七式が無感動に一言。

「事実と異なります。私のデータによりますと、二組の担任と喧けん嘩かになり、真ま白しろ先生に引き取られたとあります」

「黙れポンコツ！」

「しかし、虚偽の報告はいけません」

「虚偽じゃないわよ！」

　ヒステリックに叫ぶ蕾らい愛あとは対照的に、七式はお人形さんのように無機質で、まるで壁を相手に話しているようだった。

　そして、虚偽の報告はいけません、という言葉に、望もち月づきは表情を硬くしていた。

　妙に、自分のワンサイズ小さく押さえた胸を気にしている。

　俺がなんとかしなければ、そんな使命感を手に、大和やまとは小さく拳を握った。

　それから、大和やまとも月並みな自己紹介をし終えると、真ま白しろは満足げに頷うなずいた。

「これで全員ですね。では、今日は入学式ですし、早く東京を観光したい人もいるでしょう。今日はこれで終わりにしましょう」

　さっきまで七式との言い合いで不機嫌になっていた蕾らい愛あが、ちょっと上機嫌になった。

「明日からの土日を挟み、来週の月曜日から始まる授業を楽しみにしておいてください。ただ、中には自信の無い子もいるでしょう。今日これから、グラウンドで初心者向けの補習を行います。参加は自由ですので、よろしければどうぞどうぞ」

　最後までおどけた態度で、真ま白しろは今日の授業を締めくくった。

　近くの席に座る蕾らい愛あが小声で、「良かったわね、初心者向けだって」と、意地悪な言葉を投げてくる。

　その言葉がチクリと胸に刺さると、終業を告げるチャイムが鳴った。

　みんなが席を立つと、蕾らい愛あはわざと大和やまとの前を通り過ぎながら、手を振った。

「じゃ、アタシは東京見物してくるから、せいぜいがんばんなさい」

　背中を見せ、肩越しに捨すて台詞ぜりふを吐かれるも、大和やまとは怒りよりも不安が勝った。

　蕾らい愛あの言う通りだ。

　客観的に見て、大和やまとの魔術センスが最低レベルなのは事実だ。

　この三ヶ月、真ま白しろに言われた自主訓練をしたおかげで、蕾らい愛あとの差は多少なりとも縮まった自信はある。

　けれど、今日から条件は同じだ。蕾らい愛あの他にも、きっと才能あふれる生徒がたくさんいるに違いない。

　大和やまとの夢は、秋あき雨さめのような最高のシーカーになることで、他人に勝つことじゃない。

　けど、油断しているとすぐに落ちこぼれるだろうという予感に、身が引き締まった。
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　グラウンドに集まったのは、大和やまと、勇いさ雄お、望もち月づき、七式、蜜みつ也やを含め、クラス十七人中、十三人だった。

　──なんだかんだで、みんな残っているな。

　もしかして十組って落ちこぼれクラスなのでは？　という推理がよぎった。

　推薦組男子の言葉の通りなら、ありうる話だった。

　でも、そんなことは関係ないと、大和やまとは頭かぶりを振った。

　一芸馬鹿の自分を買ってくれた、浮うき雲ぐも真ま白しろに師事したい。仮に、一組に転属許可が出たって、断るつもりだ。それが、大和やまとの正直な想おもいだった。

「いいですか皆さん。実戦で大事なのは連携です。連携しだいで一〇たす一〇が二〇ではなく一〇〇にも二〇〇にもなります。しかし、自分のできることを増やさなければ、大幅なパワーアップは望めません。まずは、個々の地力を上げましょう」

　グラウンドに大和やまとたちを整列させて、真ま白しろは身振り手振りを交えながら、朗々と語った。

「そのためには、魔術とは何か、正しく理解する必要があります」

　人差し指を立てて、真ま白しろはニカリと笑った。

「【魔術ロゴス】は知力、体力に続く第三の身体機能。故にその特性はスポーツと同じです。魔術にも【持続力】【出力】【瞬発力】、運動神経ならぬ魔術神経、【センス】があります。長く使えば持続力が、限界出力に挑めば出力が、最大瞬発力に挑めば瞬発力が、そしてより複雑で精度の高い魔術を使おうとするほどセンスが磨かれるのです。なので皆さんは、この四つの要素を全体的に鍛えつつ、長所を伸ばしましょう」

　今の説明は、三ヶ月前、入学試験大会の後にも、言われたことだ。




　入学試験大会以降、大和やまとは毎日、噴火のジェットブースター、通称ヴォルスターで川の上を飛びながら登校することを、真ま白しろに義務付けられた。

　逃げ遅れた女性客に扮ふんした真ま白しろを助けようと、足でヴォルカンフィストを使ったが、ソレを常に保ち続けるのは、至難の業だった。というか、無理だと思った。

　いくら練習してもヴォルカンフィストしか使えないからこそ、大和やまとは不合格だったのだから。

　けれど、真ま白しろは言った。

「君が一つしか魔術を使えないなんて誰が決めたんですか？」

「それは……でも、これでもかなり努力したんです。けど、何も変わらなくて……」

　小学生時代、一ヶ月の特訓で成果が無かった時の失望感は、今でも覚えている。それでも大和やまとはシーカーの夢を諦めず、ワンパンシーカーにシフトしたのだ。

「それは違いますね。君は、魔術センスの成長グラフを知らないだけです」

「え？」

　大和やまとがキョトンと瞬またたきをすると、真ま白しろは言った。

「多くの人は、魔術センスの成長を筋トレ同様、右肩上がりの斜線だと思い込んでいます」

「違うんですか？」

「はい違います。実際は階段状で、いくら練習しても横ばいで、コツをつかんだある日、ガツンと突然上う手まくなります。先生はこれを【ガツンと成長理論】と呼んでいます」

「その呼び方はやめたほうがいいと思います」

「うちの嫁みたいなことを言わないでくださいよ、もう」

　真ま白しろは笑顔で唇をとがらせた。

「奥さんにも言われているんですね……」

　真ま白しろの妻で、秋あき雨さめの義理の娘さんは、どんな人だろうと、ちょっと想像した。

「最初のガツンを早くに体感した子は成功体験から魔術センスの練習を続け、テクニカルファイターとして羽ばたきます。一方で、最初のガツンが遅い子は、自分には才能がないのだと勘違いしてすぐに諦めてしまいます」

　君のようにね、と付け加えられて、大和やまとは少し恥ずかしくなった。

　──でもそうか、俺、才能がないわけじゃなかったのか。

「似た話はスポーツにもあります。スポーツ選手は四月生まれが多く、三月生まれは少ないという雑学を知っていますか？」

「そうなんですか？」

「ええ。四月生まれの子は早くに生まれている分、体が成長しているので、体育の授業で成功体験が多く、スポーツに関心を持ちます。一方で遅くに生まれた子は、事実上一つ年上の子供に交じって運動をしているので成功体験を得られず、自分は運動音痴なのだと勘違いして、自身の可能性を閉ざしてしまうのです。君も同じです」

「じゃあ俺、他の魔術、覚えることができるんですか？」

「もちろん。才能とはつまるところ、成長速度でしかない。成長の遅い子はいても、成長しない子はいません。大和やまとくん、君の中にはまだまだ大きな力が眠っているのですよ」

「はい！」

　嬉うれしさと勇気が湧いて、大和やまとは感動で大きく頷うなずいた。

　真ま白しろの言葉は、ただの根性理論や綺き麗れいごとじゃない。そんな誰でも言えるようなハッタリ同然の言葉を吐いたなら、大和やまとのやる気は完膚なきまでに打ち砕かれただろう。

　けれど、真ま白しろの言葉は歴然たる事実と論理に基づいている【正論】なので、強制的に納得してしまう。

　その日以降、大和やまとは毎日、中学校の横を流れている川の上をヴォルスターで飛びながら登下校を繰り返した。

　落ちればずぶ濡ぬれなので、集中力は否いや応おうなく高まった。

　落ちて濡ぬれたら、それはそれで全身から発熱して水を蒸発させて、高速乾燥させた。

　こうして、大和やまとは【爆発】だけでなく【噴射】と【熱】の操作も習得していった。

　その成果が、勇いさ雄おの前で見せた、イラプションアーツだ。




　大和やまとを含めた十三人の生徒を前に、真ま白しろは魔術の説明を続けた。

「大事なのは魔術の使用を【無意識】のレベルに落とし込むこと。ブラインドタッチならぬ、ブラインドロゴスです」

　軽快に口を動かしながら、真ま白しろは両手でキーボードを打つパントマイムを始めた。

「キーボードで文章を打つ時、最初は『何指をどこに伸ばして』と意識しますが、ブラインドタッチを覚えると、『おはよう』と打とうとするだけで指が動きます。魔術も同じ。慣れると、そうしようとするだけで使えるようになります。噓うそだと思うなら、利きき手てではないほうで箸を使ってみてください。使い方を知っているのに途端に動かなくなり、何指と何指をどう動かして、と意識しなければものをつかめなくなります。あ、芋の煮っころがし落ちた」

　箸を使うパントマイムで、何かを落とす動きをする。いちいち芸が細かかった。一部の生徒が笑っていた。

「当然、これは魔術だけでなくあらゆる戦闘技術についても言えます。技術の【ブラインド化】、それが強くなる近道です」

　──真ま白しろ先生にしてはいいネーミングだな。

「先生にしてはいいネーミングですね」

　──え？　望もち月づき意外と毒舌だな。つか知っているんだ。

「っ、いえ、これは嫁の命名です。先生は【お箸名人化】と名付けました」

　──先生……。

　勇いさ雄おが不思議そうにあごをなでた。

「ふむ、それの何がいけないのでしょうか？」

　──流石さすがはヒヨコパンチ。お前にはがっかりだよ。

　だけど、真ま白しろと勇いさ雄おの間には割り込めない絆きずながある気がして、少し寂しかった。

「それで先生、補習ではどの要素を伸ばすんですか？」

　大和やまとの問いに、真ま白しろは気を取り直して笑顔になった。

「はい。持続力、出力、瞬発力、のような筋トレ的なことは先生がいなくても自主トレでできます。先生が付いているときは、基本的に技術面の強化をしましょう。間違ったやり方をしていたら、変なクセがつかないよう、すぐアドバイスをします。その代わり、放課後や休日は、魔術の筋トレを忘れないように。では、特訓開始です」

　真ま白しろが手を叩たたくや否いなや、クラスメイト達は三々五々、グラウンドに散ると、迷わず自主練を始めた。

　きっと、他の生徒も大和やまと同様、入学前から課題を与えられていたのだろう。

　──そうなると、俺はヴォルスターの飛行訓練と空中イラプションアーツかな？

　速ければ、アポリアの攻撃を喰くらうことはないし、打撃力も上がる。

　移動テクニックは、攻守両方に役立つ万能スキルだ。

　けれど、大和やまとが振り返ると、真ま白しろが呼び止めてきた。

「大和やまとくん、君はまず、武装の選定が先です」

「武装、ですか？」




　異次元に収納していた武器を次々と取り出して、真ま白しろは地面に突き刺していく。

「高周波のダガー、サーベル、ショートソード、ロングソード、刀、長巻、十文字槍やり、手斧、バトルアックス、グレイブ、バルディッシュ、ハルバード、ウォーハンマー、ジャマダハル、斬馬剣、拳銃、アサルトライフル、バトルライフル、サブマシンガン、プラズマライフル、プラズマソード、学園で用意できるのは、こんなところでしょうか」

「やっぱり、武器は必要ですよね。でも、今から剣術や槍そう術じゆつを習って間に合うんですか？」

「目標をどこに置くかにもよりますが、難しいでしょうね。三年で剣道の達人になれたら剣道家に失礼です。しかし、始めなければずっとできないままです。今から始めれば、三年後、大和やまとくんがこの学園を卒業する時、最低限の戦闘技術は身に付けられます」

「でも、どれが俺に合っている武器なんですか？」

「それは使ってみればおのずとわかります。人間、適性のある武器を使えば光るモノがあります。端から順に、私の前で使ってみてください」

　──光るモノか……。

　全部だめだったらどうしよう、という不安を振り払う。真ま白しろを信じると決めた。なら、自分は従うだけだ。大和やまとはロングソードを手に取り、聖剣のように地面から引き抜いた。




　三〇分後。結論から言えば、全滅だった。

　大和やまとの期待は、もろくも崩れ去る形となった。

「う～ん、まさか全部だめとは……」

　真ま白しろは頭を悩ませ、大和やまとは申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　入学試験大会で思った通り、自分の無能さが原因で真ま白しろをがっかりさせてしまった。

　そのことが恥ずかしくて、辛つらかった。

「もしかすると、蕾らい愛あさんの大鎌みたいに、何か特殊な武器に適性があるのかもしれませんね。ハリセンとか釘くぎバットとかホッケースティックとかピコピコハンマーとかＴ字カミソリとか」

「それはちょっと……」

　大和やまとはげんなりと肩を落とした。

「この中で一番マシなのは、ロングソードと斧おのですか？」

「そうですね。でも、ロングソードは軽すぎて振りにくいし、斧おのは重心が先端に偏っていて振りにくいし。あと槍やりみたいに長いのは長すぎて全体に気が回らなくなります」

「ふむ、全ての中間を取ると、肉厚な剣、ということでしょうか？」

　真ま白しろは探偵が推理するように、賢そうな顔で答えた。

「そうなりますけど、そもそも、鋭利に引き切るっていうのがちょっと。いつも林業で使っている鉈なたは、木目とか、素材の弱点に沿って叩たたっ斬る感じだったので」

「ナタ？　チェーンソーじゃなくて？」

　真ま白しろは、不思議そうにまばたきをした。大和やまとも、不思議そうにまばたきを返した。

「？　はい。チェーンソーは便利だけど危ないですから。事故で指を無くす人多いですし。だから、うちじゃ鉈なたがメインなんですよ。魔力で肉体強化すれば、太い木も一撃ですよ」

「ならナタで戦いましょう。マチェットソードです」

　指を鳴らして真ま白しろは破顔。ニカリと白い歯を光らせた。

　まさかの提案に、大和やまとは青せい天てんの霹へき靂れきよろしく、ハタとした。

「え？　あー、そうか！　マチェットソード、気が付きませんでしたよ。俺にとって鉈なたは伐採道具で、武器って感覚無かったので。じゃあ、マチェットソード貸してください」

「ありません。なのでキミの魔術で造ってください」

「つ、造るって、どうやって？　俺は噴火するだけの山属性ですよ？」

「キミの適性は山ではありませんよ」

「へ？　どういうことですか？」

「そもそも、大和やまとくんは何を以ってして、自分が山属性だと思っているのですか？」

「それはもちろん、魔力を何かに変換しようとしたら自然と噴火が起こるからです」

　魔術とは、魔力を別の何かに変換する精神技術のことだ。

　そして、魔術には普通、適性がある。

　水に適性のある人が、魔力を炎や電気に変換しようとすれば、長い訓練が必要な割に、大した成果は出ない。反面、適性のある水は、魔力を何かに変換しようとするだけで発動する。

「俺も、最初は爆発かなと思いましたけど、灰や煙の量が多いし、一緒に噴き出した石を学校の先生に調べてもらったら噴石だったんです」

　だから、自分の適性は火山、山属性だと、信じて疑わなかった。

「そうですね。多くの人は魔術の特性から自分の適性を推論します。しかし、火山はマグマを含め、多くのモノを生み出します。噴火は、マグマが起こす無数の現象の一つに過ぎません。地底のマグマが地表にぴゅっと出ちゃっただけ、地球のニキビみたいなものです」

「ニキビって、言い方……じゃあ俺の適性はマグマってことですか？」

　なんだか凄すごく強そうで、大和やまとは少し胸が高鳴った。炎の上位互換に思える。

「それだとマグマを簡単に作れるはずです。でも君が魔術を使うと噴火が起きた。まぁ、魔術適性はゲームと違って、明確に名前を付けられるものではありませんしね。異世界転生ラノベみたいに鑑定スキルとかあれば良いのですが……とりあえず、君の適性は、ヴォルカンと呼んでおきましょう」

　まともなネーミングであることに安あん堵どすると、真ま白しろはテンションを上げ、語調を強めた。

「というわけで、大和やまとくん、君はマグマ、それからマグマに含まれる成分、土や鉄の具現化に挑戦してください。鉄を使えれば防御にも使えますし、鉄てつ杭ぐいを噴火力で撃ち出す砲撃も可能です。この三ヶ月で魔術センスの磨かれた君なら、できるはずですよ♪」

「はい。でも、ただの鉄のマチェットソードじゃ、高周波ブレードに負けるんじゃ」

　シーカーの近接武器は、全て高周波ブレードだ。

　ただの鉄てつ鉈なたでは、刃を合わせただけでこっちが斬られる。性能は、雲うん泥でいの差さがある。

「なら熱でヒートマチェットソードにすればよいのです。そうでしょう？」

「そうか、確かにそれなら……ありがとうございます、先生！」

「なんのなんの、それが教師の役目ですから♪」

　とは言いつつも、真ま白しろはちょっと得意げだ。

　今まで自分が気が付かなかったことをドンドン教えてくれる。真ま白しろは先生として本当に優秀だと、大和やまとは尊敬してしまう。

「それで、どうやったら鉄を作れるんですか？」

「それは、いや、試しに自分で試行錯誤してみてください」

「教えてくれないんですか？」

　感心したそばから突き放されて、軽くショックを受ける。

「いえいえいえ、そういうわけではありません」

　真ま白しろは胸の前で手を振り、否定した。

「技は教わるものではなく盗むもの、なぁんて非効率なことを言う気はありません。料理人は師匠の下で十年以上修業して一人前になれる、なんて言われます。が、実際には料理専門学校で二年勉強した生徒たちがオープンした回転寿ず司し屋が大だい繁はん盛じようしています。それに、門下生が高い月謝を何年も払ってようやく教えてもらえる武の精髄なんて、一冊四〇〇〇円のハウツー本に載っていますし、なんならウィキペディアにもタダで載っています」

　先人たちをあざ笑うように、真ま白しろはコロコロと鈴を鳴らすように笑って小躍りした。

「でもね大和やまとくん、それにも限度があります。考えてもわからないのと、最初から考えもしないのは別です。他人に教わることを前提にし思考を放棄すること、これを依存と呼びます」

　真ま白しろは声を潜め、顔から笑みが消えた。

　水色の瞳の奥には、厳しくも優しい、真剣みが見て取れた。

　それはシーカースクールにいる間だけではない、大和やまとの一〇年後、二〇年後を見据えた教育だった。真ま白しろの態度に、まるで父親のような頼もしさを感じ、大和やまとは自然と背筋を正した。

　普段はふざけているけど、この人は本物だ。

　十組の担任を任されているのも、きっと何か訳があるに違いない。

　そう、大和やまとは断定した。

「それにね大和やまとくん。学まなび舎やにいるのは、先生だけではありません」

　また、声音を優しくすると、真ま白しろの視線は他の生徒達へ向けられた。

「一〇たす一〇が一〇〇にも二〇〇にもなる友達を作ること、それがシーカー、いえ、人間にとって一番大切なことなんですよ」

　そう言われて思い出すのは、中学時代を一緒に過ごした四人の顔だった。

　自分の不合格を悲しみ、合格を喜んでくれた彼らは、かけがえのない存在だ。

「良き師匠に支え合う仲間と高め合うライバルがいれば、才能なんてチンケなものです。先生から教わるのも良いいですが、友達と教え合うのも良いいものですよ」

「はい」

　大和やまとは真剣に、短く答えた。

「そしてそこから愛が生まれて先生は嫁と、おっと、ここから先はＲ指定です。うふふ」

　──最後まで緊張感が続かないなぁ……。

　大和やまとは口がへの字になった。

「ただ、その辺を蕾らい愛あさんにも伝えたくて、うちで引き取ったのですが、いやはや、逃げられてしまいました」

　言われてみると、彼女は子供の頃からお山の大将だった。

　取り巻きはいても、対等な友達、という関係には心当たりがない。

　今頃、蕾らい愛あは一人で東京観光をしているのだろう。

「友達うんぬんは父の受け売りですが、今の先生があるのは友人たちのおかげだと思っています。経験者の言うことは大事ですよ。賢者は歴史から学び、愚者は実体験から学ぶ、です」

　真ま白しろの父親、つまり大和やまとの憧れ、浮うき雲ぐも秋あき雨さめのことだ。

　思いがけず憧れの人の名前を出されて、大和やまとの中で欲望が膨らんだ。

「……あの、ちなみにですけど」

「ん？　どうしましたか？」

　秋あき雨さめさんに会わせてください、と頼もうとして、大和やまとはためらった。

　それを言うと、なんだか真ま白しろのことを秋あき雨さめに会うための踏み台にしているようで、罪悪感があった。

　それでも、十五歳の初う心ぶな好奇心は、罪悪感を乗り越えるのには十分だった。

「秋あき雨さめさんに会ってお礼が言いたいんですけど……子供の頃、アポリアから助けられましたし」

　おっかなびっくり尋ねるも、真ま白しろは気にした風もなく答えた。

「父にですか？　うーんそうですねぇ、会わせてあげてもいいですが、ただ会わせてはつまらないですし……ではこうしましょう。推薦生が集まった一組のエースと試合をして、もしも勝てたら会わせてあげます」

「いっ!?」

　思わず、声を上げてしまった。

　推薦生たちは、全員が中学時代からシーカーとしての訓練を受け、幹部シーカーから推薦を受けたスーパーエリートたちで、入試を免除になった優等生たちだ。

　とてもではないが、無能の落第生たる自分が勝てるような相手ではない。

　魔術を一つしか使えない、というのは大和やまとの勘違いだったが、依然、大和やまとが運動音痴ならぬ魔術音痴なのには違いない。

　──しかも、一組のエースってことは、それってつまり学年首席だよな？　朝に会ったあいつらよりも、ずっと……あれ？

　朝、大和やまとが会った五人は、魔力すらない勇いさ雄おのヒヨコパンチで悶もん絶ぜつし、大和やまとのイラプションアーツで一撃ＫＯされた。

　そのことを思い出すと、途端に頭が冷えてきた。

　──もしかして、推薦生たちって、ただ業界とのコネがあるだけで、必ずしも強いわけじゃないのか？

　小説と現実は違う。

　シーカーを題材にしたラノベに、敵役として登場するエリートキャラ達は最強の超ド級集団であることが多い。

　だが、現実は親の七光りも甚だしい、甘ったれのお坊ちゃま集団なのかもしれない。

　──なら、推薦組のエースって言っても、学年首席の最強様ってわけじゃないのかも。

　実際、トップランカーであろう蕾らい愛あも、幹部シーカーとのコネがないだけで非推薦生だ。

　そもそも、秋あき雨さめのような最高のシーカーになって大勢の人を救うなら、強くなるのは当然のことだ。夢の為ため、秋あき雨さめに会う為ためなら、いくらでも鍛えてやる。そう意気込んで、大和やまとは力強く拳を固めた。

「おや？　怖おじ気けづきましたか」

「まさか」

　大和やまとは頭かぶりを振って、まっすぐ、真ま白しろの顔を見上げた。

「任せてください。すぐに強くなって証明してあげますよ。先生の言う通り、才能なんて関係ないって」

　大和やまとが歯を見せて笑うと、真ま白しろはにっこり笑った。

「その意気です。大和やまとくん、君はＧＯＯＤですよ♪」

　真ま白しろに褒められ、大和やまとは嬉うれしくなった。

　今までとは違い、魔術を教えてくれる、そして褒めてくれる先生がいる。

　真ま白しろの言う通り、大事なのは才能ではなく環境だと、大和やまとは実感した。
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　補習授業に参加していた生徒一人一人を指導していた真ま白しろが、仕事だからと授業を切り上げてから三時間。

　残りは自主トレとなり、指導してくれる先生がいなくなったことで、生徒たちは一人、また一人と寮に帰っていく。

　引っ越し作業で、大和やまとも早く帰るべきなのだが、練習したい気持ちの方が強く、帰る気にはなれなかった。

　校舎がハチミツ色の夕日に染まる頃、グラウンドに残っていたのは、大和やまとを含めて、片手で数えられる程度だった。

「また駄目だ！」

　大和やまとの両手が噴火した。

　何度も魔力をマグマに、そしてマグマに含まれる鉄に変換しようとしても、上う手まくいかなかった。噴火した手の平からは、黒い液体がボタボタと落ちるも、冷え固まってできたのは土と岩混じりの鉄くずだった。

　拾い上げて打ち合わせると、ぼろりと崩れてしまう。

　元の魔力へと雲散霧消して消滅するガラクタを眺めながら、大和やまとは頭をひねった。

　──炎、土、石、少量だけどマグマも作れる。けどマグマに含まれる鉄だけを抽出して作れない……ていうかそれって金属属性じゃないのか？　そもそも俺って本当に鉄作れるのか？

　大和やまとが頭を抱えて眉間に縦ジワを刻んで唸うなると、落ち着いた声がかかった。

「どうした大和やまと。何か悩み事か？」

「あー勇いさ雄お」

　振り返ると、疲れ切った望もち月づきと蜜みつ也やを連れた勇いさ雄おが、悠然とした足取りで近づいてきた。

「それが、先生からマチェットソードを造るよう言われているんだけど、上う手まくいかなくて」

「む、そうか。魔力の無い私では力になれそうにないな……」

　何な故ぜか、勇いさ雄おはばつが悪そうに声を濁した。

　──先生は教え合いが大事って言ったけど、勇いさ雄おに魔術の相談をするのは嫌みだよなぁ。

「気持ちだけでも嬉うれしいよ。それで、なんで二人は疲れているんだ？」

「ああ。二人には私の鍛錬に協力して貰もらっているのだ。二人とも、もう一本いけるか？」

　望もち月づきが、白い額に浮かぶ汗をぬぐった。

「な、なんとか……」

　蜜みつ也やが、げんなりと答えた。

「う、うん……」

　望もち月づきは表情を引き締めると、両手を前に突き出した。

　すると、地面からグリッド線が走り、人型を構築し、みるみる黒くろ鉄がねの光沢と厚みを得ていく。同じ鉄像が、横一列に次々構築されていく。まるでマネキン工場の倉庫のような光景だ。

　これをどうするんだろうと大和やまとが思うや否いなや、勇いさ雄おは右端の鉄像の頭を、上段廻まわし蹴りの一発で刎はね飛ばした。

　ギィン、という、金属を切断する音が、鋭く奔はしって消えた。

「なっ……」

　大和やまとが驚きよう愕がくしてあんぐりと口を開けるよりも前に、勇いさ雄おは二体目三体目の首を蹴り刎はねていく。

　そのまま、勇いさ雄おは竜巻のように高速回転しながら、右から左へ移動し、鉄像たちの首を片っ端からボールのようにフッ飛ばしていく。

　見ているだけで、スネが痛くなってくる光景だ。

　左端まで辿たどり着つくと、今度は逆回転になり、左廻まわし蹴りで鉄像の頭を刎はねていく。

　首無し鉄像の断面からは、すぐに新しい頭が生えるも、望もち月づきは眉根を寄せて、赤い瞳を悩まし気にゆがめていた。鉄像の生成に、全身全霊で当たっている証拠だ。それでも、勇いさ雄おの破壊速度が僅かに勝っている。

　もう、何体の鉄像を破壊したのか、数える気も薄れると、不意に勇いさ雄おが立ち止まった。

「ふむ、そろそろ足が限界だな」

　勇いさ雄おの感想に、大和やまとは少し安あん堵どの息を吐いた。

「だよな、やっぱり、プロテクター越しでもキツイか？」

「プロテクター？　いや、素足だ」

　勇いさ雄おがズボンの裾をまくると、赤く変色したスネが見えた。

　大和やまとが驚きよう愕がくして固まると、勇いさ雄おは淡々と語り始めた。

「ジャコウウシという牛の頭蓋骨は、骨密度が高すぎて金かな鎚づちで叩たたくと鋭い金属音がする。骨を鋼の強度にすることは、不可能ではない」

「いや人間は無理だろ！」

「問題ない。回復魔術を使えばな」

　回復魔術とは、肉体強化の究極奥おう義ぎだ。本来なら自分の身体からだに魔力を流して細胞を強化、活性化させるだけだが、一部の達人は、魔力を他人の体に流し、強化するだけでなく、ケガの治療をすることもできる。

「再生限度を超えた傷は後遺症となる。だが、砕けた骨を完治させるほどの回復魔術ならば話は別だ。そのうえ再生のプロセスを得るが故に、以前よりも強きよう靭じんな肉体として蘇よみがえる」

　大和やまとはまさかとは思うも、理にはかなっていた。

「もっとも、激痛を伴う上に世界最高ランクのトップヒーラーの協力が必要になる。おいそれと真ま似ねはできないだろう。私は定期的に真ま白しろ師匠から使い切りタイプの回復魔術を受け取り、入学してからはヒーラーである蜜みつ也やの協力を得る事になっている」

　見れば、蜜みつ也やは息を乱しながら、歯を食いしばっていた。彼の手は淡い燐りん光こうに覆われていて、魔力の無い勇いさ雄おから、魔力の波動を感じた。

　回復魔術は肉体強化の究極奥おう義ぎ。それを十五歳で使えるとなると、蜜みつ也やは末恐ろしいというよりも、既に恐ろしい魔力操作の使い手だ。

「悪いが蜜みつ也や、骨の消耗に回復が追いついていないのだが、もっと早く治すことは可能か？」

「いや骨折を秒で治すのは無理だよ！」

　おとなしそうな顔とは裏腹に、声を荒立てて蜜みつ也やは抗議した。

「真ま白しろ師匠は、私が怪け我がをするたび消費する使い切りタイプの回復魔術を私に付加してくれた。あれだと十秒もあれば骨折も治ったのだが……」

「十五歳に求めるモノが高いなぁ……」

　蜜みつ也やは目を閉じて、しみじみと息をついた。

「でも、それぐらいできないと実戦じゃ困るよね。先生からはこの教室のヒーラーを任されているし、もうちょっと頑張るよ」

　苦笑しながら頰をかいて、蜜みつ也やは自嘲気味に同意した。

　数秒遅れて、やっと大和やまとは正気に戻った。

「お前いっつもこんな練習してんのか？」

「うむ。私は真ま白しろ師匠があらゆる武芸の実戦で使える技術だけを厳選した超実践型武術、【天あま手て】の全ての型を、毎日左右一〇〇〇本ずつやることにしている」

「一〇〇〇本!?　一日二十四時間じゃ足りないだろ!?」

「足りるぞ」

　こともなげに言うや否いなや、勇いさ雄おは白ランの裾をひるがえして、鉄像に中段突き、いわゆる正拳突きを、左右連続で放ち始めた。

　その連射性たるや、まるでマシンガン、いや、ガトリング砲だ。

　なのに、その一発一発の威力は大砲のソレで、重低音の金属音が、拳の重さと勢いを物語る。

　鉄の像はコンマ一秒ごとにひしゃげ、割れ、千切れ、見るも無残な姿になっていく。

　断面を見るに、公園の偉人像とは違い中身まで鉄が詰まった鉄塊であるにもかかわらずだ。

　望もち月づきが、白いツーサイドアップの房が跳ね上がるほど慌てながら両手を突き出して、魔術を使った。ひしゃげた鉄像は上体を起こそうとするが、勇いさ雄おの破壊速度のほうが、僅かに上だ。

　そして、カップ麵が出来上がるかどうか、という頃に拳を止めると、勇いさ雄おは構えを解いた。

「このように、毎秒十一発以上を一八〇秒間、つまり三分で左右二〇〇〇発打てば良い」

　望もち月づきが、重たい溜ため息いきをついた。

「しかも一発一発がカノン砲以上の威力だから、鉄像をいくら作っても追いつかないよ……前はサンドバッグどうしていたの？」

「未熟な頃は木を殴っていたが、中学時代は真ま白しろ師匠が定期的に訪ねてきて地形操作で岩の柱を大量に用意してくれた。魔術で出したものは一定時間で消えてしまうからな」

「先生の適性って土系なのか？」

　そういえば、真ま白しろ先生の魔術適性知らないな、と今更ながら疑問に思った。

「いや、あの人はイレギュラーだ。適性に関係なく、あらゆる魔術を習得している」

「マジで!?」

　大和やまとが素っ頓狂な声を上げると、勇いさ雄おは静かに頷うなずいた。

「適性のない魔術はほぼ使えないのが常識だからな。天才という言葉が陳腐に聞こえるよ。私のように魔力が無い者もいれば、師匠のように万能の天才もいるということだ。そういえばかつて、音楽、建築、数学、天文学、気象学、物理学、飛行力学など最低でも三五の分野全ての権威となったレオナルド・ダ・ヴィンチという男がいたな。真ま白しろ師匠も同類だろう」

　自分を拾い上げてくれた恩人の規格外ぶりに、大和やまとは背筋が震えた。

「真ま白しろ先生って……底無しに凄すごいんだな」

　──流石さすがは秋あき雨さめさんの息子だ。

「草くさ薙なぎくんだって凄すごいよ。爆炎以外にほら、土に石に鉄に、一人でいくつの適性使えるの？」

　望もち月づきは少し興奮気味にこちらを見上げてくるも、大和やまとは申し訳なさそうに言葉を濁した。

「あ～、違うんだ。これはマグマ魔術の副産物で、別に複数の適性があるわけじゃないんだ。本当は鉄のマチェットソードを造りたいんだけど……」

　岩土混じりの鉄板きれを拾い上げて、苦笑いを作った。

「これが限界……ていうか俺、昔から魔術音痴で、真ま白しろ先生に会うまでは魔術一個しか使えなかったんだ」

　大和やまとに非はないのだが、他人の期待を裏切るのが後ろめたくて、大和やまとは謝るような声を漏らしてしまう。

「なぁんだ、そういうことなら、わたしに教えさせて」

「え？」

　望もち月づきは、福引で三等でも当てたような笑顔を見せてくれた。

「わたしの適性、金属なんだ。鉄を作るコツ、知っているよ」

　そういえば、鉄像を作っていたな、と大和やまとは思い出した。

「ね、だから手伝わせて」

「そうだな、頼めるか」

「うん、任せて」

　好意的な笑みを見せてから、望もち月づきはちょっと口調を引き締め、先生口調になる。

「あのね、鉄を生成する時は熔よう鉱こう炉ろのイメージが大事なんだよ」

「熔よう鉱こう炉ろって、あの鉄がドロドロに熔とけて黄色い液体になっているアレか？」

「そうそう。いきなり固体の鉄を作るんじゃなくて、体の中から熔とけた鉄が流れ出して、それが鋳型に流し込まれるように形を変えて、冷えて固まるような感覚を想像してみて」

「おう」

　言われるがまま、大和やまとは魔力を鉄に変換しようとするのをやめた。

　マグマのように、熔とけた鉄が手から流れ出して、マチェットソード型の器に流し込まれるのをイメージした。

　すると、手から不純物の少ない、サラサラのマグマが溢あふれて、けれど地面に流れ落ちた。

「草くさ薙なぎくん、マチェットの鋳型だよ！」

　叫ぶと、望もち月づきは本当にマチェットの鋳型を生成して、大和やまとに見せつけてきた。

　モノを見ることで、大和やまとの中で、明確なイメージが像を結んだ。

　マグマは地面に垂れることなく、薄く伸びて、形状を保った。

　やがて、マグマは黄色から赤を経て、黒くろ鉄がねの輝きを帯びた。

「成功……したのか？」

　くるりと上下を返して、マチェットソードを握ってみる。

「よしっ」

　気合い一いつ閃せん、大和やまとは林業で培つちかった伐採技術を込めて、マチェットソードを鉄像に叩たたき込んだ。

　ガギィン、と勇いさ雄おほどではないが、鋭利な金属音を響かせて、鉄像の腕は右肩もろとも地面に落ちた。

　剣身は、悔しいが僅かに刃こぼれしている。だが、初めてにしては十分だ。

「わぁ、すごいよ草くさ薙なぎくん、じゃあ次、鉄を鍛えた、鋼の作り方だよ」

　鉄を鋳型に流して固めたモノは鋳造品といい、意外と脆もろい。けれど、刀のように熱して金かな鎚づちで打ち、不純物を取り除きながら圧縮したモノは鍛造品と呼ばれ、これを鋼と呼ぶ。

　折れず曲がらず良く切れ、世界最強とも言われる和刀は、全て鍛造品だ。

「もう？　早くないか？」

「知っておく分にはいいでしょ？　知識は邪魔にならないんだから」

　人の役に立つのが楽しいと言わんばかりに、望もち月づきの声は軽くはずんでいた。

　──そんなもんか？

　大和やまとが口をつぐむと、望もち月づきはまた、先生口調になって説明を始めた。
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「鋼は刀鍛冶のイメージだよ。赤く焼けたやわらかい鉄を叩たたいて、造りたい形に形成していくのを思い浮かべて」

「それ、凄すごく時間かからないか？」

　頭の中で、高速連打する金かな鎚づちを想像しながら、大和やまとは声を濁らせた。

「だいじょうぶ。慣れてきたら、真ま白しろ先生の言う通り、造ろうとするだけでできるよ」

「よ、よし」

　騙だまされたと思って、大和やまとは指示に従った。

　さっきと同じように、まずは主成分が鉄のマグマを作り出した。

　それを、刀匠がハンマーで叩たたいて、薄く延ばすシーンを想像した。けれど、マグマはいつまで経たっても棒状で、なかなか薄く延びない。

「草くさ薙なぎくん、頑張って」

　言いながら、望もち月づきは両手に金かな鎚づちを握って振りながら、謎の応援ダンスを踊り始めた。

　月白色のツーサイドアップヘアーが小気味良く揺れて、べらぼうに可か愛わいい。

　昔、ネギを振って踊るアイドルキャラが流は行やったけれど、それと同じ、アンバランスな魅力がある。

　最初は気が散って集中できないかとも思ったが、踊りに合わせて望もち月づきが鉄を叩たたき延ばすイメージが割り込むと、マグマがみるみる薄く延びて、白銀の輝きを帯びていく。

「おおできた、じゃあ」

「待て大和やまと、鉄像では物足りないだろう。私で試せ」

　言われて、大和やまとが躊躇ためらったのは一瞬だった。

　勇いさ雄おの自信に溢あふれた、むしろ挑戦的な眼まな差ざし相手に、気を遣う余裕なんてない。むしろ、体が自然と臨戦態勢を取ってしまう。

　大和やまとは奥歯を嚙かみしめると、大木を伐採するつもりで、裂ぱくの気合いを込めて踏み出し、全力でマチェットソードを横一文字に薙ないだ。

「破ッ！」

　勇いさ雄おも気合いの一喝と共に、四肢を唸うならせた。

　マチェットソードは上下から肘と膝の挟撃に遭い、運動エネルギーを殺されてしまった。

　バックステップで距離を取り、マチェットが歪ゆがんでいるのを確認して大和やまとは舌打ちをした。

「ちっ、やっぱ勇いさ雄おは凄すごいな。接近戦で勝てる気しねぇよ」

「いや、今のは私の負けだ」

　肘と膝を上下に開いて、勇いさ雄おは不完全燃焼気味に言った。

「今のは【真しん剣けん白しら刃は取どり】ではなく【刀殺し】という技だ。肘で剣身上部を、膝で剣身下部を打ち、テコの原理でへし折るのだが、歪ゆがめるのが精一杯だった。貴君の魔術が、私の技に勝ったのだ。悔しいよ」

　その割には、口元が嬉うれしそうだった。

　十五歳とは思えない大人ぶりに、大和やまとは別の意味で敗北感を味わうと同時に、勇いさ雄おみたいな男に会えて良かったとも思った。

　まだ会って数時間だけど、勇いさ雄おになら戦場でも背中を任せられる気がした。

「良かったね草くさ薙なぎくん。本当に凄すごいよ、一回で成功しちゃうんだもん。でも、あんまり強くなられると、金属属性のわたしの立場ないかも」

　望もち月づきは頰をかきながら、自嘲気味に笑った。

「いや、俺はマグマの中に含まれる金属しか作れないからな。金属属性の望もち月づきほどの汎用性はないよ。それに成功は望もち月づきのおかげだよ。正直、魔術の解説ユーチューバーよりもずっとわかりやすかった」

「そ、そうかな？」

　うつむきながら、望もち月づきは可か愛わいく照れ笑った。

　──でもこれで、武器はそろった。真ま白しろ先生の言う通り、砲撃や文字通り鉄壁の防御もできるし、戦闘手段は大幅に増えた。一組のエースも、なんとかなるんじゃないか？

　そうして大和やまとが自信を付けると、何な故ぜか望もち月づきも得意になった。

「うん、そうだよね、わたしのおかげだよね？　草くさ薙なぎくん、わたしに感謝している？」

　望もち月づきは、妙な自信に溢あふれながら、一歩近づいてきた。

「おう？　当たり前だろ？」

　妙な言い回しに、大和やまとは首を傾かしげた。

　また、望もち月づきが一歩迫って来る。

「うんうん、じゃあ草くさ薙なぎくんはこれでわたしに恩ができたわけだよね？　それこそ、わたしの名誉を守るために口が堅くなるくらいの恩が」

「あ……」

　彼女の言わんとしていることに気が付いて、大和やまとは苦笑いを浮かべた。

　望もち月づきは笑顔でプレッシャーをかけながら、また一歩、迫って来る。

　そのプレッシャーたるや、臨戦態勢の勇いさ雄おクラスと言っても過言ではなかった。

「そ、そだな……うん」

　大和やまとが頷うなずくと、望もち月づきはふっふーん、と満足げに胸を張った。

　──そんなことしているとまたブラのホック壊れるぞ。

「ていうか望もち月づきはいつまで金かな鎚づちを握ってんだ？」

「え？　ふゃっ!?」

　望もち月づきは小さく悲鳴を上げると、慌てて金かな鎚づちを背中に隠した。

　どふ、と音がして、望もち月づきは背中を押さえて前かがみになった。

　金かな鎚づちで背中を打ってしまったらしい。

「ちょっ、だいじょうぶ？」

　すかさず蜜みつ也やが声をかけた。彼は要介護の祖母をいたわる孝行孫のように心配そうな声をかけると、望もち月づきに右手をかざした。

　きっと、彼女に回復魔術をかけているのだろう。

　左手は相変わらず勇いさ雄おに向けられているので、二人の人間を同時に治療していることになる。

「お前の魔術センス凄すごいな。天才ってやつか？」

「そんなんじゃないよ。僕は肉体強化は得意だけど魔術が苦手でさ、総合力は普通だよ」

　自嘲気味に声を落として、蜜みつ也やは息を漏らした。

「だって僕の魔術なんて蜂蜜とローヤルゼリーとプロポリスと蜜みつ蠟ろうと蜂絹糸を作るだけだし、指先から毒針を出せるけど、アポリアにどれだけ効くか」

「生きた鉱山かよ」

「イタタ。あ、蜂はち道みちくんの焼いた蜂蜜クッキー、おいしかったよ」

　背中をさすりながら望もち月づきが姿勢をただすと、蜜みつ也やは微笑する。

「そう言ってくれると嬉うれしいよ。また作るね」

「いや、おいしいけど、それは……」

　──まぁ、何度も作らせるのは気が引けるよなぁ。

　望もち月づきの気遣いに大和やまとが共感していると、蜜みつ也やは頭かぶりを振った。

「僕の作った蜂蜜は魔力に戻らないから栄養補給になるけど、胃袋に入ったら魔力に戻るよう調整もできるから、カロリーの心配はしなくていいよ」

「え、あ、じゃ、じゃあお願いしちゃおうかな♪」

　──暗黒面に落ちたな。

　とはいえ、女子のカロリー事情は男子禁制の領域なので、大和やまとは口をつぐんだ。

「では蜜みつ也や、毒耐性をつけたいのだが、これから毎日毒を打ってもらってもいいか？」

「え？」

「サプリ感覚で言うなよ！」

　戸惑う蜜みつ也やの代わりに、大和やまとがツッコミを入れた。




　高飛車な声が割って入ってきたのは、大和やまとのツッコミに望もち月づきが和やかに笑った時だった。

「獅し子し王おう勇いさ雄おというのはアナタですの？」

　振り返ると、人目を引く金髪碧へき眼がんの美少女が腕を組み、胸を反らしながら仁王立ちしていた。

　腰まで伸びた長くボリュームのある金髪はお嬢様然としたゆるふわロールで、気品に溢あふれたサファイアブルーの瞳からは凜りんとした強い意志を感じる。

　その背後には、取り巻きらしき生徒たちを五人、引き連れている。

　よく見れば、朝、勇いさ雄おに負けた連中だった。

　──ということは、こいつも一組か。

　真ま白しろから、一組のエースに勝てたら秋あき雨さめに会わせると言われていることもあり、大和やまとは彼女のことが気にかかった。

　いかにもボス風だが、彼女がエースなのか。

「獅し子し王おう勇いさ雄おは私だが、何か用か？」

「アナタ、魔力が無いというのは本当ですの？」

「本当だ」

　勇いさ雄おの即答に、金髪の女子は観察するように目を細め、興味深そうに喉を鳴らした。

「いいですわ。ワタクシと戦っていただけるかしら？」

　突然の決闘に大和やまとは動揺するも、当事者の勇いさ雄おは依然変わらず、明鏡止水の落ち着きぶりだった。

「承知した。それは今、この場この瞬間でいいのか？」

「ええ、構いませんわ。ワタクシは一年一組アメリア・ハワード。いずれ、この国のシーカーの頂点に立つものですわ！」

　彼女の自己紹介が呪文の詠唱であるかのように、アメリアの両手から水が溢あふれた。

　──水属性？　戦闘向きの能力じゃないな。

　ホースの水でダメージを受ける人はいない。水の弾丸も、同じ高速でぶつけるなら、岩や金属の方が強い。事実、水属性が強いのはフィクションの中だけで、現実の水属性で活躍しているシーカーの話は聞かない。

　大和やまとが分析する間に、アメリアは両手を前に突き出した。

　彼女の手から、バスケットボール大の水球が五発、連続して放たれた。

　勇いさ雄おは落ち着き払い、素手で迎え撃つつもりだ。その構えに、大和やまとは今朝の光景がデジャヴした。硫酸瀑ばく布ふをかき消した最強の防御技【廻まわし受け】だ。

　──勝ったな。硫酸も無効化できる勇いさ雄おに、ただの水が勝てるわけがない。

　そう、楽観的に確信したからこそ、大和やまとは耳をつんざく爆ばく轟ごうと白い視界に絶句した。

　衝撃波がビリビリと大和やまとの肌を叩たたいて、髪と白ランが熱く濡ぬれていく。

　──何だ、何が起こったんだ？

　白い霧の中、大和やまとは走馬灯を見るように目の前の出来事を脳内でリフレインしたが、理解できなかった。勇いさ雄おの腕が水球に触れた途端、何かが爆発したようだが。

「勇いさ雄お！　大丈夫か勇いさ雄お！」

　大和やまとの心配に拍車をかけるように、一陣の風が霧を晴らした。

　背後では、蜜みつ也やが背中から蜂の翅はねを生やして、高速で羽ばたかせ風を起こしていた。

　勇いさ雄おの姿は見えない。代わりに、表情を歪ゆがめたアメリアが姿を見せた。その眼まな差ざしは、まるで汚い虫を見るような侮蔑のソレだ。

　文句の一つも言いたいが、大和やまとは勇いさ雄おの安否確認を優先した。

「し、獅し子し王おうくん……」

　怯おびえるような望もち月づきの視線を追った。最初の立ち位置より、十メートルも離れた場所に勇いさ雄おは倒れ、動く気配が無かった。

「「「勇いさ雄お！」」」

　大和やまと、蜜みつ也や、望もち月づきは慌てて勇いさ雄おに駆け寄った。

　すかさず蜜みつ也やが回復魔術をかけると、推薦男子たちが歓喜の声を上げた。

「よし、ハワードの勝ちだ！」

「流石さすが、アメリオン合衆国州チャンピオンの名前はハッタリじゃないですね！」

「頭の悪いお前らにも教えてやるよ。今のはボイルドボムって言って、触れると水蒸気爆発を起こす超高熱の過熱水なんだよ！」

「ガードや受け流しは自殺行為ってわけだ！」

「魔力もない欠陥品が、オレらのエースに勝てると思ったかよ」

「汚い口を閉じなさい」

　最後の強い言葉は誰でもない、アメリア自身が吐き捨てた物だった。

「勇いさ雄おはだいじょうぶ、僕の魔術で治るよ」

「頼んだぞ蜜みつ也や」

　勇いさ雄おの無事を確認してから大和やまとが首を回すと、アメリアはさっきの侮蔑の視線を、クラスメイトである男子たちに向けた。

「アナタがたが、実力を隠している真の強者がいると言うからわざわざ来ましたのにこの程度。ただアナタたちが彼未満だっただけでしょう。恥を知りなさい！」

　鋭利な言葉でバッサリと切り捨てられ、必死に言い訳の言葉を探している様子の五人に、アメリアは追い打ちをかけた。

「獅し子しの威を借るハイエナとはまさにアナタたちのことですわ。親の権力を自身のモノだと勘違いし、無能の分際で自分が何者かであるかのように振舞う典型的な親の七光り」

　萎い縮しゆくする男子たちに、アメリアは怒りの炎をあらわに、さらに威圧した。

「親が偉大だから自身も偉大なのではない。偉大な親に恥じぬよう、己を磨き人は偉大になるのです。故に、アナタがたのような紛まがい物ものが、上流階級全体の品格を下げるのです」

　声音は徐々に冷たく、言葉はみるみる熱く、アメリアは女帝の風格で五人を圧倒した。

「それに、ワタクシはエースの座を取るつもりですが、まだ証明はしていません。アナタがたのような紛まがい物もの風ふ情ぜいに、ましてワタクシの威を借りる為ために語られる覚えはなくってよ」

　その迫力に、五人は悲鳴を上げて逃げ出した。

　アメリアは、いかにも時間を無駄にしたという不機嫌な顔で、五人の背中を睨にらんでいた。

　十五歳とは思えない自負と、勇いさ雄おを一撃で倒した強さに、大和やまとは戦慄を覚えた。

　──あれが、本物の推薦生の実力なのか。

　無様に逃げていった五人を基準に、推薦生の強さを考えていた己の不明を恥じながら、大和やまとは歯は嚙がみした。

　勇いさ雄おは、自分よりもずっと強い。その勇いさ雄おを、アメリアは秒殺した。

　あれが一組のエース、いや、それならまだマシなほうだ。

　もしも、アメリア級が何人もいたら、さらにその上がいたら。考え出したら止まらなかった。

　甘かった。

　憧れの浮うき雲ぐも秋あき雨さめ、その息子さんにスカウトされて有頂天になっていた。

　多少の誤解はあったものの、自分が魔術音痴の落第生なのは事実だ。勇いさ雄おや蕾らい愛あなど、格上は何人もいる。なのに、ちょっとコツをつかんだ程度で、入試を免除された推薦生たちのエースに勝とうなんて、妄想が過ぎた。

　厳し過ぎる現実と挫折に、大和やまとは自然、悔しさを押し殺すように握り拳に力が入った。





◆






　無力感に打ちひしがれている大和やまとを、真ま白しろは校舎の窓から見つめていた。

　一部始終を観察していた真ま白しろの顔に笑顔は無く、その口からは冷淡な声が漏れた。

「計画通りですよ、父さん……全ては、シナリオのままに」

　そう言って、真ま白しろは部屋の片隅へと、視線を投げた。
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　アメリアに推薦生の実力を見せつけられた後の夜。大和やまとは学生寮の自室で床に転がり、電気もつけず、天井を見上げていた。

　引っ越しの荷ほどきはまだ終わっていない。

　けれど、とてもではないが引っ越し作業をする気にはなれなかった。

　──今、俺はどのくらい強いんだ？

　何かの道を志す人なら、誰もが気になる疑問だろう。

　平均よりも上なのか、下なのか、どの水準に達すれば一人前と胸を張れるのか。

　地元で一番は当てにならない。自分は天才だと思っていたら井いの中なかの蛙かわずだった、なんてのはよくある話だ。そして大和やまとは、地元で一番ですらない。

　真ま白しろと望もち月づきのおかげで、強くなれたとは思う。でもそれは、能力一〇〇の天才相手に、十が十一や十二になった程度のものではないのか？

　入学試験大会で準優勝したのに落第した時の不安と恐怖が蘇よみがえって、大和やまとの心は進退谷きわまってしまう。

　体は床に押し付けられるように重く、暗い天井を無機質な感情で見つめ続けた。

　通電発光塗料を塗布した天井は、大和やまとがＡＩコンに指示すれば全体が発光して部屋を照らすのだが、部屋は暗かった。

　カーテンの無いベランダ窓から差し込む薄明かりすらも煩わしかった。

　今は、余計な情報を頭に入れたくない。

　部屋のインターホンが鳴ったのは、大和やまとがまぶたすら閉じて、闇の世界に意識を落とそうとした時だった。

　まぶたを開けると、視界の右上に小さなＡＲウィンドウが、ワイプのように開いた。

　画面の中では、クラスメイトの蜂はち道みち蜜みつ也やが穏やかに微ほほ笑えんでいた。

「部屋に電気ついていないけど大和やまといる？　これから僕の部屋で男子会しようよ」

　──男子会？

　できればこのまま居留守を使いたい気分だったけれど、それは蜜みつ也やに悪い。

　床から背中を引きはがすと、大和やまとは部屋の入口へ向かった。




　大和やまとが部屋のドアの前に立つと、ドアに開錠するかどうかのＭＲダイアログが表示された。

　開錠、ＯＰＥＮの順に指を突きさすと、部屋の鍵があいてドアがゆっくりと開いた。

「良かった。大和やまといたんだ。部屋の電気ついていないからもう寝ちゃったのかと思ったよ」

　大和やまとの顔を見るなり、蜜みつ也やは安心したように笑みを深めた。

　男子には珍しいくらい、人ひと懐なつっこいと思う。

「寝て……はいないな。ちょっと考え事だ。ところでそれ、ＭＲペットじゃないよな？」

　大和やまとが指さす先、蜜みつ也やの左肩には、ネズミがちょこんとお尻を落ち着けていた。

　現代ではＭＲ映像のデジタルペットが普及しているため、特に、女子小学生などは、常日頃から犬や猫のキャラクターを侍はべらせている。

　ただし、蜜みつ也やのソレはまったくデフォルメされていない、本物のネズミそのものだった。

「うん、この子は本物だよ。さっき見つけたんだ。今どき珍しいよね。都市ネズミは絶滅危惧種なのに。きっとどんな駆除グッズにも負けないエリートネズミだよ。あ、さっき動物用速乾消毒シャンプーで洗ったから衛生的だよ」

　つまりは、野生のドブネズミだ。けれどネズミは蜜みつ也やにすっかりなつき、子ネズミが母ネズミに授乳をねだるようにちゅーちゅーと鳴いて可か愛わいい。

　──こいつは動物使いか？

「そ、それで、男子会って？」

「うん、みんなと親睦を深めたくて。今、蜂蜜パンケーキ焼いているんだ」

　軽く頷うなずいてから、蜜みつ也やは楽しそうにメニューを口にした。

「他にも蜂蜜のクッキーと蜂蜜のタルト、甘すぎると飽きちゃうから紅茶も用意しているよ」

「ずいぶん準備がいいな」

「シーカースクールに入ったら友達作ろうと思って、昨日から学園に来て準備していたんだ。どうかな？」

　今は一人でいたい気分だった大和やまとだが、昨日から準備していたと言われては、断る気も起きない。それに。

　──友達、いなかったのか？

　蜜みつ也やのような男子であれば、むしろ友達が多いと思っていたので、ちょっと意外だった。

　安い同情と言う人もいるだろうが、大和やまとはボッチの人を見ると、逆に親しくなりたくなるクセがあった。

　中学時代の四人も、大和やまとのほうから話しかけた。

「わかった。じゃあちょっとお邪魔させてもらうぞ」

「うん」

　大和やまとが了解すると、蜜みつ也やは嬉うれしそうに笑った。相変わらずの好青年ぶりに、大和やまとはやや毒気を抜かれた気分だった。





◆






　学生寮は、建物の玄関で靴を脱いで入館するスタイルなので、個室が与えられてはいるものの、共同生活感が強い。

　風ふ呂ろやトイレも、自室とは別に共同トイレと大浴場があるので、自室の掃除が面倒な人はこちらを使う形になっている。

　また、Ａ棟、Ｂ棟などには分かれているものの、ＬＧＢＴに配慮して、男子寮女子寮には分かれていない。

　蜜みつ也やの部屋を目指して廊下を歩くと、近くの部屋から、望もち月づきが金髪銀ぎん眼めのオートマトン、七式と一緒に出てきた。

　いまの望もち月づきは白ランの下に可愛らしいピンクのニットベストを着ていて、よく似合っている。シーカースクールは放課後も制服着用が推奨される反面、白ランさえ着ていればインナーはわりと自由だ。

「あ、草くさ薙なぎくん」

「おう望もち月づき、もう七式と仲良くなったのか？」

「う、うん」

　何な故ぜか歯切れの悪い返事を返す望もち月づきをフォローするように、七式が無感動に口を開いた。

「ただいま、宇兎うさぎさんから他人の名誉を守るためには虚偽の報告もやむを得ない、ということを教えて頂いておりました」

　──必死かよ。

　望もち月づきの用意周到ぶりに呆あきれる大和やまととは違い、蜜みつ也やは朗らかに感心していた。

「へぇ、望もち月づきさん優しいね」

「ふゃっ!?　う、うん、わたしは優しいよ」

　罪悪感を押し殺すように握り拳を固めて、望もち月づきは苦笑いを浮かべながら視線を逸そらした。

「宇兎うさぎさん、貴女あなたの発汗量と動悸が急激に上昇している事実は言わないほうがいいですか？」

「ダメだよ！」

　鋭いツッコミを炸さく裂れつさせてから、望もち月づきはまくしたてた。

「ハゲている人のことは!?」

「言いません」

「女子の体重とスリーサイズは!?」

「言いません」

「大人の女性には!?」

「お若いですね」

「太っている人には!?」

「瘦せましたか？」

「胸の大きさを偽っている人のことはッッ！！？」

「言いません」

「うん、いい子だよ！　七式百点！」

　望もち月づきはキュッと眉を引き締めて、ガッツポーズを作った。

　──こいつは何と戦っているんだろう。わかっているよ、自分の胸とだよな。

　ニットベストを着込んでいるのは、体型を隠すためだろう。

　七式は「褒められました、わーいです」と、棒読み口調でバンザイポーズを取った。

「それで、二人はどこに行くの？」

「あぁ、僕の部屋で親睦会をしようと思って。みんなに食べて欲しくて、蜂蜜スイーツたくさん作ったから」

「そ、そうなんだ」

「ただいま、宇兎うさぎさんの唾液分泌量が増えました」

「だから言ったらダメだってばぁ」

　非難がましい声を上げながら、七式に肩を寄せた。

　あまりにおとなしい、申し訳程度のショルダータックルを、七式は興味深そうに観察している。行動の意味を、学習しようとしているのかもしれない。

「良かったら二人も来てよ、男子ばかりが嫌じゃなければだけど」

　望もち月づきの表情が華やいだ。

「いいのか？　男子会なんだろ？」

「じゅ、準男子会ということで」

　蜜みつ也やは愛あい想そ笑わらいで誤魔化した。

「ご安心を。私はオートマトンなので性別はありません。女性型ですが女性ではありません。木を女性型に削ってもそれを女性とは呼びません。女性器と乳房は搭載していますが」

「七式、あとでもう一回よく話そうねッ！」

「？　承りました」

　望もち月づきの五指は、七式の肩に深く食い込んでいた。
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　学費が高いだけあり、学生寮の部屋は、十二畳のリビングに六畳の寝室が完備された広いものだ。それでも、高校生十一人が入れば狭くなりそうなものだが、何な故ぜか蜜みつ也やの部屋には私物がなく、ソファや椅子、テーブルしかないので、楽に座れた。

「おまたせ、パンケーキが焼けたよ」

　エプロン姿の蜜みつ也やが、両手のお盆にパンケーキを載せて運んでくる。

　手て際ぎわよくそれぞれのテーブルに配膳していく姿は様になっていて、手慣れた様子だった。

　同時進行で七式は紅茶を淹いれ、その動きは熟練のメイドを思わせた。

　蜜みつ也やの蜂蜜スイーツは好評で、一般的には甘いものが苦手とされる男子たちですらベタ褒めだった。大和やまとも、甘い蜂蜜パンケーキを食べると、気分が少し上向きになった。

　──甘いものを食べると元気になるって言うけど、本当だな。

「勇いさ雄お、味はどうかな？」

「あぁ、とてもおいしいよ。店で売れるレベルだと保証しよう」

「はは、それは言い過ぎだよ」

　口では謙遜しつつ、蜜みつ也やは笑顔だった。

「しかし蜜みつ也や、見たところ部屋に生活用品が見当たらないが、不自由ではないのか？」

「うん。僕の魔術ロゴスにビーハイブっていう、魔力を消費しない常時発動型のがあるんだけど、ゲームのアイテムボックスみたいなものなんだ」

「つまり親睦会のために生活用品はそちらに移しているんだな？」

「うん。お菓子も半分は、今日のために作ったのを、ビーハイブの中に収納していたんだ」

「それは便利だな」

「勇いさ雄お、体はもういいのか？」

　大和やまとが口を挟むと、勇いさ雄おは何事も無かったかのように小さく首肯した。

「問題ない。蜜みつ也やのおかげで完治済みだ。心配をかけて悪かったな。しかし、触れただけで炸さく裂れつする水の榴りゆう弾だんとは、私の観察眼も未熟だな。次は必ず勝とう」

　勇いさ雄おの姿勢に、大和やまとは思わず息を吞のんだ。

「前向き、なんだな。勝てないかもしれないとか、思わないのか？」

　あれだけ力の差を見せつけられて、なお揺るがない勇いさ雄おが、大和やまとには信じられなかった。

「性分だな。物心ついた頃から最強のシーカーを目指している。敵が強いからと諦めるほど物分かりが良ければ、自分に魔力が無いと分かった時点でシーカーの道を諦めているさ。それは、貴君も同じだろう？」

　言われて、大和やまとは自分の原点を思い出した。

　自分も、経済的理由から武器を用意できず、戦闘技術も学べず、しかも魔術音痴だった。

　諦める理由ならいくらでもあった。それでも諦めきれなかったのは、アポリアに襲われる恐怖を知ったからだ。

　あんな想おもいをしている人が世界中にいると知りながら見過ごすことなんてできなかった。秋あき雨さめが自分にしてくれたように、救いたいという衝動が止まらなかった。

「そういえばみんなはどうしてシーカーを目指したの？　差し支えなかったら、教えてもらってもいいかな？」

　クッキーを振舞っていた蜜みつ也やが尋ねると、凜り々りしい顔立ちの男子が勢いよく立ち上がった。

「よくぞ聞いてくれた！　私は教室の自己紹介でも言ったが、正義のためだ！　全てのアポリアを駆逐し、万民を救うべく私はここにいる！」

　そう叫ぶ男子はやや暑苦しくも、その気持ちには大和やまとも共感できた。

　彼とは、良いい友達になれそうだ。

「そしてこの生涯を正義のために捧げ、老いても機械の体を得て戦う！　死後は私の人格を電子ＡＩ化して量産！　戦闘マシンにインストールして千年先まで人類を救う世界システムとなるのが最終目標だ！」

　──前言撤回。あまりお近づきにならないほうがいいかもしれない……。

　正義男子が口火を切ると、自然、第二次自己紹介の空気が生まれ、日ひ之の和わ国民らしく流されて、次々動機を語り始めた。

　故郷の村を救うべく、お金を稼ぐために目指した人がいれば、女にモテると思ったからという人、暇していたら真ま白しろに無理やり引っ張ってこられた、という人もいた。

　印象的だったのは、真ま白しろと戦い負けたから、という男子だった。

　スカウトマンだったプロシーカーが弱すぎて興味が無かったが、続けて戦った真ま白しろに負け、人生初の敗北を経験したと言う。

　やはり、上には上がいると、大和やまとは少し肩を落とした。

　秋あき雨さめのようなシーカーには、彼のような人物がなるのだろう。

　自分のような凡才が、努力でどうこうなるのだろうか。そんな不安が、冷たい隙間風の如ごとく胸の中を吹き抜けていくようだった。

「へぇ、そうなんだ。そういえば七式はどうしてシーカーに？」

　蜜みつ也やの振りに、七式は機械的に答えた。

「私は元から戦闘用に製造されましたので。所有権を持つニコラ博士が殺され、廃棄処分になったところを真ま白しろ先生に買い取られました」

「デザートの蜂蜜いりローヤルゼリープリンを食べる人ぉ！」

　七式のセリフを無きモノにするが如ごとく食い気味で、蜜みつ也やは声を張り上げた。

　みんなも不自然にテンションを上げながら、プリンを求めた。

「みんないい人だなぁ……」

　望もち月づきが、ちょっと苦笑い気味に男子たちを眺めていた。

「そういえば望もち月づき、貴君の話をまだ聞いていないが？」

「え？　いやわたしはいいよ、恥ずかしいし。あ、蜂はち道みちくん、わたしにもプリン」

　望もち月づきは気後れした言葉で遠慮してから、プリンを求めた。

「はい、大和やまともどうぞ」

　望もち月づきに続いて、蜜みつ也やは大和やまとにもプリンとスプーンを差し出した。

　ビーハイブに保持していたのか、いちいちキッチンに戻ることもなく、蜜みつ也やは途切れることなく、スイーツを配っていく。

「おう、ありがとうな」

「ふぅ、みんなが喜んでくれて嬉うれしいよ。はい、君たちには蜂蜜ペットフードだよ」

　いつの間にか、部屋の角には猫とさっきのネズミがお座りしていた。

　猫は首輪をしておらず、野の良ら猫ねこらしいがネズミを食べようとはしなかった。二匹揃そろってお利巧にお座りをして、蜜みつ也やが差し出した小皿と大皿から餌を食べている。

　──魔術で操っている？　わけじゃなさそうだな。じゃあ、蜜みつ也やの特技か？

「さてと、じゃあ僕も」

　蜜みつ也やは大和やまとの隣に腰を下ろすと、自分もプリンを食べ始めた。

　その、虫も殺せなそうな優しい横顔に、大和やまとはつい尋ねたくなった。

「なぁ、蜜みつ也やは、どうしてシーカーを目指したんだ？」

　蜜みつ也やの能力は、戦闘向きじゃない。いくら回復魔術が使えても、戦闘力が無ければ、自分の身を守れない。何が彼をシーカーへと駆り立てたのか、大和やまとはどうしても気になった。

　けれど、何か地雷を踏んでしまったのか、蜜みつ也やは視線を伏せて、押し黙った。

　大和やまとはしまったと思うも、蜜みつ也やが先に呟つぶやいた。

「助けたい人がいるんだ」

　プリンを膝の上に下ろすと、蜜みつ也やは、視線を上げることなく、静かに語り始めた。

「僕、子供の頃から虫や動物が好きで、いつも一緒に遊んでいたんだ。でもほら、子供って残酷だろ？　虫を踏み潰したり、足を千切ったり、僕はそういうのが嫌でみんなと喧けん嘩かになったら目ぇつけられちゃって、そのポジションのまま中学でも友達できなくてさ……」

　笑い事ではないのに、蜜みつ也やは心配をかけさせまいとするように、作り笑いで誤魔化した。

「でも、真ま白しろ先生が引き合わせてくれた子は、僕を差別しなかった。同い年の友達ができたのは初めてで、嬉うれしかったなぁ……」

　思い出を抱きしめるように、蜜みつ也やははにかんだ。

　彼の声音から、友人のことをどれだけ大切に思っているかが伝わってきて、大和やまとは温かい気持ちになれた。

「最初は、この星の生き物を見境なく食べるアポリアから動物を守りたくてシーカーになれたらいいなぁ、ぐらいだったんだけど、今は、あの子を守りたいって気持ちの方が強いかな。僕、ヒーラーだし、一緒にいれば助けてあげられるだろ？」

「……そうだな」

　誰かを守りたい。その気持ちは、痛いほどわかる。アポリアに襲われた時に味わった辛つらさは、今でも鮮明に覚えている。あんな思いを、親友に味わわせたくなんてない。

「もちろん、僕の能力じゃ難しいのは分かっているけど、真ま白しろ先生が言ったんだ。『どんなに才能が無くても、努力した分だけ確実に積み上がるものがあります。それは自信です』って。だから思ったんだ。自分に自信が持てるぐらい、頑張ってみようかなって」

「真ま白しろ先生の言いそうなことだな……」

　勇いさ雄おの訓練に付き合っていた蜜みつ也やの勤勉さの由来を知って、真ま白しろのことがさらに好きになった。

「ちょっと入学が遅れるけど、同じ真ま白しろ教室だから、そうしたら友達になってくれるかな？」

「当たり前だろ。お前の友達なら、俺の友達だ」

「へへ、ありがとう、大和やまとは優しいね」

「男同士で恥ずいこと言うなよ」

　言い返してから、大和やまとは不安がなくなっている自分に気が付いた。

　最強の称号が欲しくて、魔力が無いのに骨身を削り続け鍛える勇いさ雄お。

　友達を守りたくて、戦闘魔術が無いのにシーカーを目指した蜜みつ也や。

　他のみんなも、理由は違えど、自分に可能か、向いているか、そんなことは度外視してこの道を選んでいる。

　才能がある人が成功するのではない。

　彼らのように挑戦し続ける人が、なりたい自分になれるのだろう。そういう意味では、あのアメリアが言っていた事も頷うなずける。

　──親が偉大だから自身も偉大なのではない。偉大な親に恥じぬよう、己を磨き人は偉大になるのです……か。その通りだな。

「蜜みつ也や」

「ん、なに？」

　プリンを食べ始めた蜜みつ也やに、大和やまとは最大限の感謝をした。

「今日は誘ってくれてありがとうな」

「うん♪」

　蜜みつ也やは明るく、幸せそうに笑ってくれた。
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　土日を挟んだ三日後の月曜日。

　朝のホームルームが始まると、真ま白しろはみんなの注目を集めるように、三度手を叩たたいた。

「ハイハイハイ、それでは皆さんご注目です。今日から本格的な授業が始まりますので、その心構えについて、スピーチさせてもらいます」

　十七人の視線が集まったのを確認してから、真ま白しろは緩い声音を少し引き締めた。

「以前も言いましたが、実戦で大事なのは連携、チームワークです。個々が特技を生かし、仲間のために役立とうとした時、チームは無敵になれるんです！　例えば！」

　びしりと望もち月づきのことを、そして他の生徒を次々手で指した。

「金属属性の宇兎うさぎさんは壁役のタンク、風属性で狙撃を得意とするファティマさんは掩えん護ご射撃手のシューター。近距離物理戦闘がメインの勇いさ雄おくんはストライカー。多彩な魔術攻撃を持つ七式さんは後方支援のキャスターと言った具合にね。回復魔術を使えるのは蜜みつ也やくんと恋こ晴はれさんだけなので、頼みましたよ。特に恋こ晴はれさんはパワードスーツが盾になるので、タンク兼任のタンクヒーラーです」

「まっかせてぇ♪」

　制服の下に薄手のパワードスーツを着た小柄な女子が、にゃはは、と笑いながら返事をすると、続けて蕾らい愛あが声を上げた。

「先生、アタシは？」

「高火力かつ魔術と物理戦闘の両方をこなす君は主戦力のストライクキャスターです」

「だよねー、アタシのサポートよろしくぅ」

　誰に、というわけでもなく、蕾らい愛あはドヤ顔で声を弾ませた。

　けれど、彼女の実力は本物なので、大和やまとは指摘する気にもならなかった。蜜みつ也やのおかげで立ち直ったとはいえ、挫折を経験済みの大和やまとは、自分のポジションが気になった。

「先生、俺はなんですか？」

「君もストライクキャスターです」

　──え？

　驚いたのは大和やまと本人だけではない。机をひっくり返す勢いで、蕾らい愛あが立ち上がった。

「はぁっ!?　なんでこいつが実質推薦組級のアタシと同じ主戦力なのよ!?」

「いやお前、先生にそういう態度だから二組から追い出されるんだぞ」

「うっさい無能！」

「蕾らい愛あさん、彼は無能ではありませんよ。今の彼はヒートマチェットソードという強力な近距離物理戦闘能力に、高火力の攻撃魔術を兼ね備えています。近い将来、有能なストライクキャスターとして存分に活躍してくれることでしょう」

「でも！　ッ、こいつにそんな才能ないわよ！　大和やまとの無能さは幼稚園の頃から知っているアタシが保証するわ！　永年保証で！」

　──どんな保証だおい。

「才能ですか。確かに才能は大事です」

　蕾らい愛あの表情が緩むも、それは早とちりだった。

「ですが、絶対条件ではありません。良き師、良き友、良きライバルがいれば、才能差なんていくらでも覆くつがえせます。それにね、私は才能があるから君たちを選んだのではありません。君たちなら努力して現実という壁を乗り越えられると思ったから選んだのです」

　真ま白しろの自信に溢あふれた言葉に、蕾らい愛あは気け圧おされつつ、負けまいと意地を張るように返した。

「そんなの綺き麗れいごとよ！　頑張るだけ頑張った挙句努力が実らなかったらどうすんのよ!?」

「何を言っているんですか？　私に弟子入りした以上、強制的に成功させますよ、絶対に。私は君たちのセンスを磨き、閉じた才能を開花させましょう。だから、君らは良き友と支え合い、良きライバルと高め合ってくださいね。これ、先生との約束ですよ」

「ッッ……」

　蕾らい愛あが言葉を失うと、真ま白しろはにっこり笑ってダメ押しとばかりに人差し指を立てて言った。

「それと最後に一つ、諦めが悪いこと、先生はソレを才能と呼んでいます」

　真ま白しろの言葉が、蜜みつ也やたちとの親睦会と重なって、大和やまとは体の奥が熱くなったのを感じた。まだ四月なのに、背中に汗をかきそうだ。

　──やっぱり、真ま白しろ先生はわかっている。真ま白しろ先生なら、きっと俺を最高のシーカーにしてくれるに違いない。

　そうして、大和やまとが熱い確信を得る一方で、蕾らい愛あはつまらなそうに席に座ると、紫電色の眼光を飛ばしてきた。

「えこひいき」

　──何言ってんだこいつ。スカウトされたのは俺だけじゃないぞ。別に俺が特別真ま白しろ先生のお気に入りってわけじゃないんだ。

　けれど、人の話を聞かない蕾らい愛あに何を言っても無駄だろうと、大和やまとは口をつぐんだ。

　沈黙は金だ。

「おっと、もうこんな時間ですか。では皆さん、お待ちかねの魔力の最大出力測定の時間です。体育館に移動しましょう」
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　体育館へ移動すると、二〇〇人以上の新入生が集合していた。

　その様子は誰もが落ち着きが無く、あるいは色めき立って、人気アイドルの握手会会場と言っても過言ではなかった。

　ハンドルがついたゲーム筐きよう体たいのようなものが十台並び、けれど十列に並ぶわけではなかった。誰もが測定器を遠巻きに眺め、路上パフォーマーを観戦するギャラリーのようだった。

　次から次へと生徒たちが前に出てハンドルを握っては、落胆や歓喜、歓声やどよめきなど、ギャラリーと一緒に十人十色の反応を示した。

　十列に並んでサクサク進めれば効率的なのだが、誰もが他人の魔力の強さが気になるし、自分の魔力を知られたくないという想おもいもある。

　結果が、この騒ぎだ。

「皆さん、最大魔力の正確な検査を受けるのは初めてですか？」

　大和やまとは頷うなずいた。

「俺はそうですね。子供向け雑誌の付録についている、色が変わる検査シートとか、中学校の簡易機器は使ったことありますけど、計測上限が低すぎて役に立たないんですよ」

　みんなも似たようなものらしく、自分の最大魔力を知る人は少なかった。

　──まっ、蕾らい愛あは知っているみたいだけどな。

　高額な入学金と学費をぽんと払えてしまう蕾らい愛あの実家なら、娘に検査を受けさせる機会があっても不思議ではない。（ただし、蕾らい愛あは特待生なので入学金と学費は免除されている）

　事実、蕾らい愛あは勝ち誇った視線をずっと注いでくる。

　──ウザ……けど、これで俺がどのくらいの位置にいるのかわかるかもしれないな。

　蕾らい愛あの視線を無視して、大和やまとが意気込むと、嫌みな声が聞こえてきた。

「おやおや、これは十組の担任の浮うき雲ぐも先生じゃないですか」

　派手な眼鏡をかけた初老の男性が、不自然に口角を上げてわざとらしい声で挨拶をしてきた。

「おや、これは金かね城しろ先生、今年も一組は優秀な生徒がそろっていますか？」

「当然ですよ。何せ、一組は幹部シーカーから太鼓判を押された、推薦生のためのクラスですからね。貴方あなたのように、才能の無い生徒を金で集めたクラスとは違うのです。特に、今年は特別優秀な生徒がそろっていましてね。それでそちらは？　噂うわさでは、魔力の無い生徒や自分の意思で体を動かせない生徒、造り物のブリキ生徒までいるそうではないですか。そちらの生徒さんたちが自信喪失にならないよう、今からアフターケアを考えてはどうですか？　ではこれで」

　一方的にまくし立てると、金かね城しろはさっさと踵きびすを返かえしてしまった。

　まるでマンガの中から飛び出してきたような、コテコテの高飛車教師に、大和やまとはげんなりとした。気を取り直すためにも、大和やまとは話題を振った。

「……そういえば先生、平均て、どれぐらいなんですか？」

「そうですね。例年の新入生を基準にすると、ほとんどの生徒は一万前後に収まります。三万で秀才、五万で天才、学年首席クラスです。ちなみに、プロシーカーは皆十万以上です」

「はんっ、勝ったわね。来なさい大和やまと、アタシと勝負よ」

　蕾らい愛あは得意げに言い捨てると、前に進み出た。

　仕方なく、大和やまともその背中についていく。

　少し緊張しながらハンドルを握り、魔力を最大限に高めた。魔術を使うわけでも肉体を強化するわけでもない、スポーツで言うと、ただ力んでいるだけの状態だ。

　５３００００。

　──五万三千!?

　思わず、笑みが吹きこぼれてしまった。

　つまり、出力だけなら天才、学年首席クラスというわけだ。ヴォルカンフィストの威力を高めるために、七年間、頑張ってきてよかったと、大和やまとはしみじみ思った。

　一気に視界が開け、世界が明るく見えると、背後でどよめきが広がった。




「おい、北ほう条じよう信しん哉やが来たぞ」

「え？　マジで？」

「シーカーの名門北ほう条じよう家のリーサルウエポンか」

「見て、ハワードさんもこっちに来ている」

　ギャラリーが左右に割れて、人垣ができるという、マンガのような光景が展開されていた。

　左右の人垣から注目を浴びながら、モーゼのように道の真ん中を歩くのは、背が高く、自信に溢あふれた表情の男子だった。美しい長髪をなでつけ、周囲からの注目を心地よさそうに、得意満面で受け止めている。

　数人の取り巻きを引き連れ、（推薦組は取り巻きがいないと歩けないのか、と大和やまとは思った）王者の足取りで人垣を抜けると、北ほう条じようは十台ある測定器のうち、一番周りから見えやすい、中央の機器のハンドルを握った。少し遅れて、アメリアは左端の機器のハンドルを握った。

「来るぞ、推薦組エースの最大魔力が」

「お父様は学生時代、九万を叩たたき出だしたらしいわよ」

「確か、役員満場一致の、首席推薦なんだろ？」

「推薦なのに首席ってどういう仕組みだよ」

　どよめくギャラリーの期待に応えるように、北ほう条じようは気取った表情で力を込めた。

　大和やまとは、彼の体から強い魔力の波動を感じた。

　測定器のように正確ではないものの、魔力を扱う者なら大雑把な強さは感じ取れるものだ。

　取り巻きの一人が、誇らしげに、声高らかに宣言した。

「記録、十万だ！」

　群衆から歓声が沸き上がった。

「十万って、プロシーカー並みじゃないか！」

「お父様を越えたわ！　流石さすがは信しん哉や君、親の七光りなんかじゃないわ！」

「これって記録更新か？　最高記録更新だよな!?」

　生徒たちは男女問わず、まるで自分たちが歴史的瞬間に立ち会ったような驚きと歓喜に沸き上がり、感激していた。

「しゃぁあああああああ！　記録十二万！　どうよ大和やまと、雷帝の名前は伊だ達てじゃないわよ！」




　勝利の拳を突き上げる蕾らい愛あに、大和やまとは頰が引ひき攣つった。

「っ、流石さすがだな……もうプロ並みかよ」

　勝ち誇った表情の蕾らい愛あに、大和やまとは嫌みも言えなかった。

　──やっぱり、これが現実か……。

　大和やまとは肩を落とした。

　魔術センスでは負けていても、出力だけなら学年首席クラスだと期待したらこれだ。自分は所詮、蕾らい愛あの下位互換なのかと重たい溜ため息いきを洩もらした。

　ちなみに、ギャラリーの中で、金かね城しろは頭を抱えていた。

「で、アンタはいくつよ？」

「五万三千だよ」

「ふ～ん、一芸馬鹿だけあって、出力だけはなかなかのもんじゃない。まっ、学年一位のアタシには負けるけど」

「虚偽の報告はいけません。私は十八万でしたので」

「なぁっ!?」

　蕾らい愛あは頰を引ひき攣つらせて固まった。ギャラリーが静まり返った。金かね城しろは天を仰ぎ見た。

「サ、サイボーグは反則よ！　好きに出力設定できるんでしょ!?」

「そんなことができたらシーカーは自律兵器に取って代わられていますよ？」

「その通りですわ。そして、一位はこのアメリア・ハワードでしてよ！」

　北ほう条じように遅れて、計測したアメリアは胸を張り、大和やまとたちの前に立っていた。

　北ほう条じようの取り巻きが、アメリアの使用した機器の画面を見て悲鳴を上げた。

「ご、ごじゅうさんまんっ!?」

「ちなみに、これは合衆国記録でもありますわ」

　ギャラリーの中で、金かね城しろが有頂天になっている。うざいなぁ、と大和やまとは思った。

「大和やまと、私は変わらずゼロのままだが、貴君はどうだ？」

　隣の装置で計測していた勇いさ雄おが、覗のぞき込んできた。ギャラリーの中で金かね城しろが高笑いをしている。殴ってやりたいと大和やまとは思った。

「見ての通り、五万三千だよ……蕾らい愛あの半分以下、ハワードの十分の一だ」

　七年間、あらゆる時間を犠牲にし、山を貫通するまで努力したのに、結果は遊んでいた蕾らい愛あの半分。これが才能差なのか、努力では、天才に勝てないのか。

　けれど、それでは恩人である真ま白しろの言葉を裏切ることになる。自分のせいで恩人が噓うそつきになってしまったようで、胸が辛つらかった。

　──入学試験大会で準優勝したと思ったら不合格で、強くなれたと思ったらアメリアみたいな奴やつがいて、高得点を叩たたき出だしたと思ったら蕾らい愛あの半分以下。俺の人生は挫折だらけだ……。

「む？　大和やまと、これは五万三千ではないな」

「へ？」

「よく見ろ、五三万だ」

「はぁっ!?」

　思わず、素っ頓狂な声を上げながら、画面に取りついてしまった。

「いち、じゅう、ひゃく、せん、まん、じゅうまん……本当だ。五三万、マジか……」

「そんなっ、見せなさい！」

　鬼のような剣幕で、蕾らい愛あは大和やまとの背中に飛びついてきた。

　左肩からにゅっと首を伸ばされると、彼女の栗くり色いろのワンサイドテールが顔をなでてくすぐったい。

「な……アタシの四倍以上？　なんで、ありえないわ……」

「いいえ、ありえます」

　大和やまとと蕾らい愛あは、同時に首を回した。

　珍しく真面目な表情でこちらに歩み寄りながら、真ま白しろは優しい声で説明した。

「大和やまとくんは小学三年生の頃から七年間、毎日休まず、ヴォルカンフィストの威力を上げるために、徹底して魔力の出力強化に明け暮れてきました。他の人が遊びに青春に、そして魔術センスや戦闘技術を鍛える中、黙々と七年間、これを毎日です。継続は力なり、ですよ」

　真ま白しろがウィンクをすると、大和やまとは嬉うれしくて、大きく頷うなずいた。

　──俺の七年間は無駄じゃなかった。それに、真ま白しろ先生の言う通り、諦めが悪いとは才能だったんだ！

「一位おめでとうございます大和やまとさん。花丸をあげます」

　無感動な声で言いながら、七式は人差し指で大和やまとの胸にぐるぐると渦を巻き始めた。

「お、おぉう……」

　ロボットとはいえ、七式の外見は美少女そのもので、本人曰いわく、カラダの構成は生身の女子と変わらないらしいので、なんだか恥ずかしかった。

　周囲からは、教員たちを中心に次々賞賛の声が上がった。

「今年はレベルが高いですなぁ」

「まさに黄金世代だ」

「十万台がこんなに。彼らの世代が、アポリアを駆逐してくれるかもしれませんよ」

「特にあの二人、プロシーカー顔負けの天才がツートップ、ドラマを感じます」

　こんなに褒められたのは初めてで、大和やまとはちょっと照れ笑った。

「ッ、認めませんわ！」

　せっかくの感動に水を差してきたのは、アメリアだった。

「なんだよ。水属性だからって水差すなよ」

「黙りなさい！　仮に貴方あなたが並々ならぬ努力をしたとしても、それだけでプロシーカー並みの出力に到達できたら苦労はありません。合衆国記録であるワタクシの五三万に、ただの凡民が並ぶなど……ツートップなど……」

　アメリアは顔を赤くして歯を食いしばる。ムキになったその姿からは、最初に見せた気品は感じられない。

「なんだよ、実力に生まれは関係ないんだろ？」

「曲解しないでくださる？　ワタシは高貴な生まれであろうと磨かなければ意味が無いと言ったのです。ダイヤの原石も磨かなければただの石コロ。ですが、ただの石を磨いてもダイヤにはなりません！」

　──なんだよ、こいつも結局はただの高飛車野郎かよ……。

「いいだろ別に、負けたわけじゃないんだし、一位は一位だろ？」

「凡民との同列一位など、侮辱ですわ！　そもそも、日本人は魔力が低いはずではなくて？」

　──言われてみれば、日本記録が十万ぐらいなのにアメリオン合衆国は五三万なんだよな。

「いえ、ありえますよ」

　真ま白しろが、ぴん、と人差し指を立てた。

「学費の安い合衆国と違い、日本はお金持ちしかシーカーになれませんからね。埋もれる人が多いのです。それに、どちらが一位かなんて不毛ですよ。だって、一位は他にいますから」

「「え？」」

　大和やまととアメリアの声が重なると、十組の面々の中から、一人の生徒が進み出た。
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　背は高く、一九〇近くはあるだろう。肩幅は広く、鍛えこまれた体は、白ランの上からでも力強さを感じるほどだ。けれど、端整な顔は理性的で、蛮性は欠片かけらも感じられない。

　親睦会の日、スカウトマンのプロシーカーを倒したが、真ま白しろに負けて弟子入りしたと言った、あの男子だった。確か、名前は鬼き龍りゆう院いん刀とう牙がとか言ったか。名前まで強そうだ。

　鬼き龍りゆう院いんは無言のままにハンドルを握ると、一瞬、魔力の波動を感じさせた。

　それから、眉一つ動かさずに言った。

「二〇〇万」

　クールに言い捨てて、鬼き龍りゆう院いんは装置に背を向けた。

　体育館が騒然として、教員たちは感動を通り越して凍り付いていた。中には「私よりも高いぞ」と震える教員までいる。

「真ま白しろ先生、約束します。オレはこの学園で常に一位を取ります。だから、卒業したら、オレと真剣勝負をしてくれますか？」

　鬼き龍りゆう院いんの真摯な願いに、けれど真ま白しろは頰をかいた。

「う～ん、それなんですけど、君は現状、既に一位ではありません」

「でしょうね。オレよりも、貴方あなたのほうが遥はるかに強い」

「いえ、そうではなく──」

　その時、真ま白しろの言葉を遮るように、外から爆音が轟とどろいた。

　生徒たちは悲鳴を上げて、教員たちは戦闘態勢に入った。

　大和やまとも、外から感じた魔力の波動に、一瞬で体が危険を察知した。大和やまとは魔力の感知が得意な方ではない。それでも、外から、何か異質なものが迫るのがわかった。

　一瞬で空気が張り詰める中、外へ繫つながる両開きの金属扉が開いた。

　そうして見せた姿に、体育館に戦慄が奔はしった。

　ソレは、絶世の美少女だった。

　スラリと長い手足と長身、制服越しにも黄金比の集合体を思わせるプロポーションは、けれど豊満に発育したバストとヒップラインが煽せん情じよう的てきに崩し、完成された不完全さを演出していた。静脈が透けそうなほど病的に白い肌はみずみずしく、不思議と強い生命力を感じさせた。

　顔立ちは、地球上のどの人種とも違い、魔性の魅力に溢あふれている。

　ここまでなら、驚きこそすれ、恐れることはない。だが、血のように赤い髪は彼女の手に代わり、金属製の門を押し開け、彼女の瞳は桜色に輝いていた。比喩ではなく、物理的に、薄く発光しているのだ。

「アポリア？」

　誰かが言って、教師たちは困惑の表情を浮かべながら、一斉に武装を召喚した。

　自身に向けられた刃や銃口を、彼女は毒虫でも見下すように睥へい睨げいした。長いまつげにふちどられた瞼まぶたで嫌けん悪おを表してから、彼女は猫のようにやわらかい足取りで、体育館の床を音も無く歩いた。

　大和やまとは手に汗をかき、困惑した。

　彼女が、人間でないことは分かる。けれど、アポリアとも、また違う。アポリアなら、顔に青いラインが走り、灰色の肌をしているはずだからだ。

　彼女はみるみる大和やまととの距離を詰め、素通りする直前に足を止めた。

　危険な甘い香りを感じ取ると、視界に彼女の顔が割り込んできて、心臓が跳ね上がった。

　もしも彼女がアポリアなら、これは致命的な距離だ。もしそうでなくても、絶世の美少女に目と鼻の先まで迫られて、対応に困った。大和やまとはまだ、十五歳だ。

「……キミ、おいしそうな匂いをしているね。連中が好みそうだ」

「え？」

　白い牙をちろりと見せながら、彼女は、桜色の舌で自身の上唇をなまめかしくひとなめすると、大和やまとに興味を失ったように素通りした。

　意味が解わからず、その背中を見送ると、彼女は真ま白しろの前で足を止めた。

「遅れて悪いね。思ったより検査が長引いちゃってさ」

　真ま白しろ相手にタメ口で、彼女は冷たく言った。

「むぅ、入学式に間に合わなくて先生は残念です。記念写真、撮りたかったです」

「写真なら今日撮ればいいだろ？　先生はこだわり過ぎなんだよ」

　寂しがる真ま白しろとは反対に、少女はどこまでも冷淡で、あしらうような態度だった。

「ん？　あぁ、今日は魔力の測定日か……ニンゲンはなんでも数字にするのが好きだねぇ」

　まるで芸能ゴシップ記事に群がる大衆を嘲あざ笑わらう高級国民のような感想を吹いて、彼女は装置に触れた。

　刹那、彼女を中心に、魔力の奔流が放たれた。まるで竜巻のような波動に圧倒されて、生徒たちの大半が転倒した。

　その場に立っていられた者は、全体の一割もいなかった。

　魔力の激流が収まると、彼女はうんざりした声を真ま白しろに浴びせた。

「三〇〇万だってさ。もう検査はいい加減にして欲しいね」

　──三〇〇万!?

　あまりに大きな数字に、大和やまとはついていけなかった。

　プロシーカーの魔力が十万。しかし、それは単にプロシーカー三〇人分というわけではない。

　たとえるなら、魔力はお湯だ。四〇度のお湯を十リットル被かぶっても人は平気だが、八〇度の熱湯を五リットル被かぶれば大火傷おおやけどだ。

　プロシーカーが束になっても、彼女には瞬殺されるだろう。

　大和やまとが絶句していると、その横を鬼き龍りゆう院いんが通り過ぎた。

「鬼き龍りゆう院いん刀とう牙がだ。同年代に負けたのは初めてだ。名前を聞いてもいいか？」

「……検体名で良ければ、研究所の連中は、ボクをＬＩＡリアって呼んでいたよ。意味は……まぁどうでもいいや」

「そうか。なら宣言しよう。オレは、年内にお前を越える」

「暑苦しいなぁ、なら勝手にやりなよ、ニンゲンには無駄な努力だと思うけど」

　誰もが恐れるＬＩＡリアに、鬼き龍りゆう院いんは闘志を煮えたぎらせる。一方でＬＩＡリアは、寒烈とも言える程に冷たい視線を浴びせた。

　真のトップ争いの様子に、大和やまとは悔しさを感じた。

　──天才並みの魔力かと思えば蕾らい愛あに負けて、でも本当は勝っていたと思ったら、鬼き龍りゆう院いんにＬＩＡリア……上には上がいるとは言うけど、本当に際限が無いな。しかも、これはあくまでも魔力の出力。実際の戦闘力は、魔術センスや魔術の持続力、瞬発力、戦術もかかわってくるのに、俺はそっちはてんで駄目だ。

　せっかく高得点を叩たたき出だしたのに、その記録が色いろ褪あせて見えた。

　大和やまとは嬉うれしさ半分、悔しさ半分で歯は嚙がみする自分を抑えられなかった。

「やれやれ、三〇〇万だ二〇〇万だ誰が一番かと、贅ぜい沢たくな悩みだな」

　頭上からの声に見上げると、勇いさ雄おがニヒルな笑みを浮かべて肩をすくめていた。

「魔力がゼロの私からすれば、魔力を持っているだけでも勝ち組だ。皆の会話は、ハーレム男が嫁の数を競い合っているように破廉恥極まりない、なんてのは私のひがみかな？」

「同感だね」

　隣では、攻撃魔術を持っていない蜜みつ也やも頷うなずいていた。

　それが本気ではなく、大和やまとを元気づけるための言葉なのは明白で、大和やまとは悔しさが紛れた。

　──そうだ。俺は一番を目指しているんじゃない。秋あき雨さめさんみたいな、最高のシーカーを目指しているんだ。魔術センスが無くても、一番じゃなくても、あの日の俺みたいな人たちを助けられたら、それでいいじゃないか。

「ありがとうな、お前らが友達で良かったよ」

　──本当に、俺は何回こいつらに元気づけられるんだろうな。

　ふと、真ま白しろの言葉が頭に浮かんだ。

　──支え合う仲間と高め合うライバルがいれば、才能なんてチンケなものです……か、その通りだな。

「俺が中距離火力担当で蜜みつ也やがヒーラー、勇いさ雄おが前衛を担当してくれたら、俺らいいチームになるかもな」

　やや驚いた顔の勇いさ雄おと蜜みつ也やに、大和やまとは言った。

「先生も言っていたろ？　個々が特技を生かして仲間のために役立てばチームは無敵になれるって。お前らにできないことは俺がやる。だからお前らは俺にできないことをやってくれ」

「うん、任せてよ！」

「任されよう」

　二人は、すぐに頷うなずいてくれた。この二人となら、どんなアポリアにも負けない。大和やまとはそんな予感に力と勇気が湧いた。

「それにしても勇いさ雄お、今のたとえ話はないんじゃないか？　嫁の数を競うなんて」

「ふっ、わかりやすいだろう。特に我々の年齢ならな」

　現実は恋愛マンガじゃない。十五歳で明確に恋人がいる人は珍しい。大和やまとも、そういうことに興味が無いわけではないが、ずっと訓練漬けだったので、年齢＝彼女いない歴だ。

　嫁の数自慢なんてしている奴やつがいたら、はらわたが煮えくり返って然しかるべきだろう。

　視線をＬＩＡリアに戻すと、彼女と目があった。

　──なんだ？　そういえばさっき、連中が好みそうとか。どういう意味だ。

　大和やまとが首をかしげると、不意に、ＬＩＡリアはまぶたを持ち上げ、声を上げた。

「あぁっ、ハニーだ♪」

　別人かと思う程に態度を変えると、ＬＩＡリアは大きく跳躍した。重力を感じさせないやわらかい軌道を描いて、ＬＩＡリアは大和やまと、の横を通り抜けて、蜜みつ也やに抱き着いた。

　真紅のロングヘアーは蜜みつ也やを逃がすまいと、各所に巻き付いて離さなかった。

「うあっ、ちょっ、ＬＩＡリア！」

「ふふ、一週間ぶりだねハニー？　ボクがいなくて寂しかったでしょ？」

　耳元で蠱こ惑わく的に囁ささやきながら、ＬＩＡリアは蜜みつ也やの肩に抱き付いて、体を淫みだらに揺すった。

　途端に、蜜みつ也やは頰を紅潮させて、表情を硬くした。

「ＬＩＡリア、当たってる。当たってるからっ」

「ん～、何が当たっているの？　ちゃんと言ってくれないと分からないなぁ」

「だから、胸、胸が」

「あ～、これはね、当たっているんじゃなくて当てているんだよ。ハニーおっぱい好きでしょ？　ねぇなっちゃう？　前かがみになっちゃう？」

　にやにやと目元と口元をゆるませながら、ＬＩＡリアは蜜みつ也やの一挙手一投足どころか、表情筋一つの動作に至るまで、楽しんでいるようだった。

　何が起こっているのか、大和やまとには理解できなかったものの、親睦会を思い出した。

「なぁ蜜みつ也や、もしかして、そいつがお前の言っていた友達か？」

「え～、ハニーってば酷ひどいなぁ、ボクのことを友達だなんて、照れてるの？　ハニーは、ボクのハニーなんだから」

「ハ、ハニー？」

　大和やまとが復唱すると、ＬＩＡリアは首を傾かしげた。

「あれ、知らない？　ハニーっていうのはね、ボクだけの大事な人って意味だよ。それでね」

　ＬＩＡリアの口が、恥ずかしがる蜜みつ也やの口をふさいだ。

　蜜みつ也やの体が、ビィーンとまっすぐ固まってから、ふにゃりと弛し緩かんした。

　干し布ふ団とんのようにぐったりしている蜜みつ也やを抱きかかえながら、長身のＬＩＡリアは満足げに上下の唇をちゅぱっと妖よう艶えんに鳴らした。

「キスは、ボクだけのものって証拠さ」

　ＬＩＡリアの勝ち誇った笑みに、大和やまとは言葉を失った。蜜みつ也やは彼女の肩を支えに立ち上がった。

「えと、そういうわけで、彼女が僕の大事な子、だよ。それとＬＩＡリア、この二人は勇いさ雄おと大和やまとで僕の友達だから、仲良くしてね」

「お前は敵だ」

「え!?　なんで!?」

　もちろん本気ではないが、大和やまとは一言、意地悪をしたい気分だったのだ。




「……凡民に、このワタシが……」

　大和やまとたちがバカ騒ぎに花を咲かせる様子を、アメリアは恨めし気に睨にらんでいた。

　やり場のない怒りに、目つきから険が消えない。

　シーカーの名門、ハワード家の名に恥じぬ才能を持って生まれた彼女は、その才能に溺れる事もなく、研けん鑽さんを積んできた。

　最高の才能と努力、その二つが頂点を極めるのだと彼女は疑わなかった。なのに、どこの馬の骨とも知れぬ凡人が、ただ頑張りましたの一言で自分に並ぶ。

　まして、自分を超える逸材まで。

　それは、アメリアにとって、自身のアイデンティティを、人生観をも揺るがす事態だった。

　勇いさ雄おの次は大和やまと、そして鬼き龍りゆう院いん、ＬＩＡリアに勝つと、彼女は鋼鉄の決意を固めた。

　その一方で、もはや周囲からすっかり忘れられた北ほう条じよう信しん哉やは、ひたすらに憎しみの炎を燃やしていた。




「ところで真ま白しろ先生の魔力っていくつなんですか？」

「あー、私は五〇〇万です」

「!?」
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　放課後。大和やまとは廊下の突き当たりで、父の草くさ薙なぎ山やま彦ひこと会話をしていた。

「うん、元気でやっているよ。友達もできたし、先生のお陰で使える魔術も増えているし。そうそう、今日魔力の最大出力測定したんだけど凄すごいぞ。プロシーカー顔負けの五三万だ。まぁ同じ奴やつが一人、もっとやばい奴やつが二人いたんだけどな……短い天下だったよ」

　デバイスの向こう側から聞こえる父親の笑い声を聞くと、安心できた。

　自分をシーカースクールに入学させるために先祖伝来の山林を売ってしまったから、落ち込んでいるかと思ったけど、後悔はしていないらしい。

　──いや、後悔させないよう、俺が頑張らないとだよな。

「親おや父じのほうは大丈夫か？」

『ああ。お前が山に空けた穴のおかげで工事の手間が省けたとかで、元の提示額よりも高く売れたからな。のんびり暮らさせてもらっている』

「どんな奇跡だよおい。じゃ、そろそろ練習行くから、またな」

　そう言って大和やまとが通話を切って振り返ると、月白色のツーサイドアップヘッドが映った。少し視線を下げると、愛らしい赤いタレ目が、やわらかい視線で見上げてくる。

「電話終わった？　じゃあグラウンドに行こ、大和やまと」

　望もち月づき宇兎うさぎの柔和な表情と声音に惹ひかれながら、大和やまとは頷うなずいた。

「おう、でもわざわざ待っててくれたのか？」

　歩きながら尋ねると、宇兎うさぎも小さく頷うなずいた。

「うん。だって一緒に練習するんだから、先に行くこともないでしょ。一緒に行こ」

　大和やまと、勇いさ雄お、蜜みつ也や、宇兎うさぎは入学式の日も含め土日も自主練に励み、いつの間にか日課のようになっていた。そのおかげで、彼女とはずいぶん仲良くなれた気がする。

　いつの間にか、『大和やまと』と呼び捨てになっているのがその証拠だ。

「俺がいなくても、勇いさ雄おに金属サンドバッグ用意してやればいいだろ？」

「う～ん、それはそうだけど、大和やまとと二人で話したかったし」

　宇兎うさぎは恥ずかしそうに頰を染め、照れながら視線を伏せて声を潜めた。

　何やら艶なまめかしい雰囲気に、大和やまとはドキリとした。自分と宇兎うさぎは、まだ出会って四日目。そんなことはないだろうと保険をかけつつ、少し期待もした。きっと、蜜みつ也やのせいだろう。

「大和やまとさぁ」

「ん、おう……」

「わたしの秘密、守ってくれているよね？」

「ハイ、マモッテマス」

　機械的に即答した。どうせこんなことだろうとは思っていたので、ガッカリはしていない。

「でも大和やまとすごいよね。魔力出力五三万でしょ？　プロ並みじゃない」

「うん、まぁな」

「あまり嬉うれしそうじゃないね。どうして？」

　温和な声に心配の色が含まれていて、大和やまとは彼女には事情を話しておこうと思った。

　──別に、隠すようなことでもないしな。

「親睦会の日は言えなかったけど、俺、八歳の頃にアポリアに襲われているんだよ。それを助けてくれたのが真ま白しろ先生の父親の秋あき雨さめさん。あの時は凄すごく怖くて辛つらくって。俺がシーカーを目指しているのは、あの日の俺みたいな人を助けたいからなんだ。だから秋あき雨さめさんに会いたいって頼んでみたんだけど、そしたら真ま白しろ先生、一組のエースに勝てたら会わせる、だってさ」

「じゃあ、いっぱい頑張らないとだね。わたしも手伝うよ」

　宇兎うさぎは腕まくりをするジェスチャーをして意気込んでくれた。

「ありがとな、でも一組には俺の上位互換みたいなアメリアがいるんだぜ……魔力出力は互角でも魔術センスは天地以上の差だ。秋あき雨さめさんに会えるのはいつになるか」

　大和やまとの夢は、あくまでも秋あき雨さめのような最高のシーカーになることで、秋あき雨さめに会うことではない。けれど、ちょっと寂しかった。

「秋あき雨さめさんに、昔のお礼を言いたかったんだけどなぁ……」

「だいじょうぶだよ。だってほら、真ま白しろ先生も言っていたでしょ。わたしたちを強制的に成功させるって」

「それもそうだな。真ま白しろ先生だって俺の実力は認めてくれているんだし、焦あせらなくても、そのうち会えるか」

　真ま白しろは言った。

「大丈夫ですよ♪　大事なのは才能でも努力でもなく、やる気と環境。努力できる環境、才能を活いかせる環境は私が用意します。君は、やる気だけ持ってきてください。中学浪人してでもシーカーになりたいという、熱いやる気をね」

　と。

　真ま白しろは、大和やまとのやる気や実力、そして体を張って他人を救おうとする姿勢を認め、担任に名乗りを上げてくれた。

　なら、真ま白しろを信じてついていけば間違いない。大和やまとはそう確信してグラウンドへ向かった。
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　グラウンドでは、勇いさ雄おと蜜みつ也やが、ＬＩＡリア相手に戦っていた。

　勇いさ雄おは長巻を、蜜みつ也やは一般的にはカタールと呼ばれている、剣身付きの手甲、ジャマダハルを装備している。

　対するＬＩＡリアは、無数の髪を縦横無尽に伸ばして操り、二人の攻撃を完全にいなしていた。

「ボクの十万本の髪は絹の柔軟さと鋼の強度を持っているけど、魔力を通すことで超硬合金並みまで強くなるよ」

　蜜みつ也やに絡からみついている時とは違い、ＬＩＡリアは大企業の面接官のように厳格な表情で、二人の相手をしていた。

「超硬合金並みか、その程度なら、なんとかなりそうだなっ」

　勇いさ雄おが語気を強めて長巻を振るい、赤い斬撃と衝突した。空中に、数本の赤毛が舞い、魔力へと雲散霧消した。

「ふーん、今のはよかったよ。けど」

　ＬＩＡリアの体が、電光石火の早業で勇いさ雄おとの距離を詰めた。まるでワープだ。同時に、勇いさ雄おの体は弾はじき飛とばされていた。

　大和やまとは、勇いさ雄おの動きを速いのではなく早いと評したが、ＬＩＡリアはその逆。早いのではなく、速い。人外の瞬発力で、ただ暴力的に近づき、殴り飛ばした。

「勇いさ雄お!?　うわぁ!?」

「はい、ハニーの負けぇ」

　蜜みつ也やの足首を髪で縛り上げ、吊つり上あげると、ＬＩＡリアは軽く投げキスをしてから彼を解放した。

　不自然に長かった髪が魔力へと雲散霧消して、本来の長さに戻る。

　どうやら、本来の髪を触媒に、魔力の髪を作り出して操れるらしい。

「ふふ、またボクの勝ちだね、ハ、ニ、イ」

　面目ない、という顔で地面に転がる蜜みつ也やの額を、ＬＩＡリアは指で突っつきからかった。

「ＬＩＡリアは蜜みつ也やの付き添いか？」

「あー、キミか。付き添いじゃなくて、ボクもヒーラーだからね。先生からコイツの治療で練習するよう言われているんだよ」

　蜜みつ也やに手を貸して起こしながら、ＬＩＡリアはあごで勇いさ雄おを指した。

「うそ!?　魔力値三〇〇万もあるのに回復役なの!?」

　素っ頓狂な声を上げる宇兎うさぎに続いて、大和やまとは声を濁らせた。

「なんつう才能の無駄遣いだ」

　昔流は行やった、ラノベのタイトルかよ、と大和やまとはツッコミたかった。

「いや、適性は重力だからね。やろうと思えば重力波でこの学園を更地にできるよ」

「さらりと怖いこと言うなよ！」

「人間兵器のくせに変なことを言うんだね」

　怒気を込める大和やまととは対照的に、ＬＩＡリアはまるで頭の悪い馬鹿を見るように冷淡だった。

「キミらシーカーは、やろうと思えば人間を何百人も、家を何軒も壊せるだけの火力を自由に行使できるんだ。それは兵器の領分さ。なのに何の拘束も受けずに日常生活ができるなんて、余程信頼されているのか、上層部の頭が悪いのか、どっちだろうね」

　氷のような言葉に、大和やまとは視線を伏せた。

　シーカーは正義の集団だ、と否定しようとしたものの、考えさせられた。

　勇いさ雄おのことを欠陥品と嘲笑した推薦組の例もある。それに、元シーカーや、シーカーではない魔術使いの起こした事件も発生している。

　でも、今までそんなことまで考えたことはなく、大和やまとは自分の幼稚さに気づかされた。

「ちょっとＬＩＡリア」

　蜜みつ也やが困り顔でフォローしようとすると、ＬＩＡリアは甘い口調で囁ささやいた。

「まぁ、ボクはハニーがいる限り、ニンゲンの味方だけどね」

　ＬＩＡリアに体重を預けられて、蜜みつ也やは赤面した。

　──大きな力にはそれだけの責任が伴う、か。

　仮に、今後、大和やまとが癇かん癪しやくを起こしたり、人生に絶望して道を踏み外せば、大勢の人が危険に晒さらされるだろう。そんなことになれば、七年前、秋あき雨さめは悪の芽を救ったことになる。

　そう思うと、強くなるのが少し怖くもある。でも、仲間や真ま白しろに支えられている今の大和やまとは、この程度で悲観するほど弱くはなかった。

　──だけど、力の無い正義に意味はない。無力な人たちをアポリアから守るには、やっぱり力が必要なんだ。

　正義の無い力がただの暴力であるように、力の無い正義もまた、無意味なのだ。

　精神的にも強くなろうと誓い、背筋を伸ばして、大和やまとは最強の新入生であるＬＩＡリアを見据えた。

「ＬＩＡリア。お前はどうしてそんなに魔力が高いんだ？　何か、特別な訓練方法があるなら教えてもらってもいいか？」

　大和やまとの真剣な問いかけに、ＬＩＡリアは蜜みつ也やを抱き寄せる腕をそのままに、きょとんとした。

「さぁ、なんでだろうね。そもそもボク人工生命体だし。悪い研究所で育ったんだけど、先生に保護してもらったんだ。ま、キミと同じだね」

「同じ？　あー、俺と秋あき雨さめさんの話、先生から聞いたのか？」

「秋あき雨さめは先生の父親だろ？　ボクが言っているのは真ま白しろ先生自身のことだよ。だってキミの適性、星喰いアポリア共が好んで食べる星の力そのものだもん」

　桜色に光るＬＩＡリアの瞳に、虹色の光が混じった。頭の中を見透かすような視線に、大和やまとは動揺しないよう、息を吞のんでから返した。

「何言ってんだよ。俺は山属性でマグマや噴火を操るんだよ。先生はヴォルカンて呼んでる」

「だから、マグマってようは星の核でしょ？　マグマ魔術って、それはつまり星の力。キミを食べれば連中は星の記憶に直結してネームドを量産できるからね。アポリアは最優先で星属性の人間を狙うんだよ」

　──え？

　何も考えられず、大和やまとはＬＩＡリアの言葉に聞き入った。

「検体のボクやオートマトンの七式とか、魔力のない奴やつや体を動かせない奴やつとか、先生は保護が必要な子を引き取るクセがあるんだよ……とんだ聖人君子様だよねぇ……」

　呆あきれたような口ぶりで、ＬＩＡリアは息を漏らした。

　対する大和やまとは、視界が上から黒に塗り潰されるような暗黒感に襲われた。

　両足は意志を強く持たないと体重を支えられず、手の平はみるみる冷たくなっていく。

　この四日間の間に培つちかった、希望の炎を消さないよう、守るのに必死だった。

　そこへ、真ま白しろ本人の声がかかった。

「今日も自主練張り切っていますね。ＧＯＯＤですよ皆さん。ではちょっと先生が──」

「先生は知っていたんですか？」

　真ま白しろの言葉を遮り、噓うそだと言って欲しいと、全力で否定する気持ちを込めて大和やまとは尋ねた。

「俺の適性が星属性だってことを……それで、アポリアから狙われているってことを！」

　すぐには答えず、真ま白しろは表情を失った瞳で、ＬＩＡリアを一いち瞥べつした。

「……うかつでした……ＬＩＡリアさんにはお見通しですね」

　事実上の肯定に、大和やまとは人生観が崩れるようなショックを受けた。

　真ま白しろは、自分のやる気や実力、そして、体を張って他人を守ろうとする、正義の心を認めてくれたんだと思っていた。

　けれど、それは全部独り合点だった。

　考えてもみれば、入学試験大会は全国で行われているのに、秋あき雨さめの息子の真ま白しろが、自分のいた試験会場に都合よくいるわけがない。

「つまり先生は……最初から保護目的で、俺は弟子や後継者じゃなくて、ただの保護対象。俺は守る側ではなく、守られる側だったんですね？」

　真ま白しろは沈痛な面持ちで、声を硬くした。

「……否定はしません」

　──否定しろよ！　才能なんて関係ないだとか、そういうのは全部俺を手元に置いておくための方便かよ！

　大和やまとは筆舌に尽くしがたい程の怒りと悔しさで目を閉じると、袂たもとを分かつように背を向けた。

「待って大和やまと、どこに行くの!?」

「イラプションアーツの練習だ。空なら、誰の迷惑にもならないだろ」

　引き留めようとする宇兎うさぎを傷つけないよう、大和やまとはできるだけ優しい声を作ったつもりだった。なのに、突き放すような声しか出てこなかった。

　宇兎うさぎが次の言葉を継ぐ前に、大和やまとは逃げるようにして飛び上がり、空へと引きこもった。

　大和やまとは、五三万を叩たたき出だした魔力出力で空へと駆け上がった。

　まるで、力を誇示することで自身の弱さを忘れるように、そして、感情的になった情けない自分を置き去りにするように。

　けれど、どんなに速度を上げても自分の心がある限り、虚むなしさも絶望も何もかもが影のように追いすがってきて振り切れなかった。

　自分の人生は全てニセモノのインチキストーリーだった。

　精神的にも強くなろうと誓った直後なのに、大和やまとは力の限り叫んでいた。
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　その日の夜。

　また、大和やまとは仰向けに寝転がり、暗い気持ちで天井を眺めていた。

　入学式の日とは違い、今度は床ではなくベッドの上だが、挫折していることには違いない。

　自分を救ってくれた秋あき雨さめの想おもい、先祖伝来の山を売ってまで自分をシーカー学園に入学させてくれた父山やま彦ひこの想おもい。こうして何もしていない時間一秒一秒が、みんなの想おもいを台無しにしているようで辛つらかった。

　なのに、心は進退谷きわまり、体は言うことを聞いてくれなかった。

　いつも首から下げている星形のペンダントをシャツの中から引っ張り出すと、大和やまとは辛つらい感情をこめるように右手で強く握りしめた。七年前、秋あき雨さめからもらった思い出のペンダントだ。

　──秋あき雨さめさん……俺はどうしたらいいんですか？

　その問いに答えるように、部屋のインターホンが鳴った。

　また蜜みつ也やが男子会に誘いに来たか、それとも勇いさ雄おか。

　視界の右上に開いた、ワイプのように小さなＡＲウィンドウが映したのは、宇兎うさぎの温和な表情だった。

「大和やまと、もしもいたら、開けて欲しいな」

　今は誰かと話したい気分じゃない。

　誰かと話せば、きっと当たり散らしてしまう。

　ここで居留守を使うのは簡単だ。

　けれど、それは彼女への裏切りだ。彼女の優しさを踏みにじる行為だ。

　それは、浮うき雲ぐも秋あき雨さめの正義を継ぐ男の行動じゃない。

　これ以上、秋あき雨さめの名を汚したくなくて、大和やまとは部屋のドアを開けることにした。

　部屋のドアを開けると、宇兎うさぎは微笑を浮かべて言った。

「大和やまと、上がってもいい？」

「コーヒーぐらいしか出せないぞ」

「だいじょうぶ、前に蜜みつ也やからもらったクッキー、持って来たから」

　後ろ手に隠していた小さな包みを差し出して、宇兎うさぎはにっこりと笑った。

　その笑顔に、大和やまとは自然と毒気を抜かれてしまった。




　大和やまとがコーヒーをリビングへ持って行くと、宇兎うさぎはクッキーを載せた小皿の前に座っていた。問題は、その配置だ。

　テーブルに対して、ソファはＬ字型に配置されている。
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　なのに、宇兎うさぎはＬ字の一辺に沿う形で、お皿を二枚並べていた。

　──あれ？　俺、すぐ隣に座るの確定なのか？

　恋人並みの距離感を要求してくる宇兎うさぎの企たくらみを挫くじくように、大和やまとはまず、彼女の前にコーヒーを置いた。

　そして、自分のコーヒーはＬ字の二辺目、宇兎うさぎの対角線上に置くと、自分もそこに座った。手を伸ばして、クッキーの小皿を引き寄せた。

「むぅっ」

　宇兎うさぎは立ち上がると、わざわざ大和やまとのすぐ隣にお尻を下ろしてから、小皿とコーヒーを引き寄せた。

「なんでこっちに座るんだよ？」

「なんでこっちに座るの？」

　宇兎うさぎはきゅっと眉根を寄せてきた。

　──これはＬＩＡリアの入れ知恵か？

　大和やまとは、宇兎うさぎに恋愛感情は無い。ただ、思春期男子としては、宇兎うさぎみたいな美少女と肩を触れ合わせて座ると、意識するなと言う方が無理だ。

　焦燥感を悟られまいと、誤魔化すようにコーヒーカップに口をつけると、一息に半分も飲んでしまい、軽くむせた。

「だいじょうぶ大和やまと？」

「ああ。励ましに来てくれたのか？」

「え？　なんでバレたの？」

「いや、さっきの今ならわかるだろ？」

「そっか、わかるんだ……」

　宇兎うさぎはうつむいて、小声で復唱した。

　──もしかして馬鹿にされている？

「それで、どう励ましてくれるんだ？」

「それはもちろん……もちろん……」

　ノープランらしい。宇兎うさぎは表情を硬くしたまま、目の奥では高速で懊おう悩のうしているのが伝わってくる。

　──相変わらず、見ているだけで慈悲の心が湧いてくる子だな。

　宇兎うさぎに恥をかかせないよう、大和やまとは自ら切り出した。

「前にも言ったけど、俺は八歳の頃、アポリアに襲われているんだ」

　頰に赤みが差し始めた宇兎うさぎは、大和やまとの助け舟に乗っかる形で、話に聞き入っている。

「今にして思えば何もかもおかしかったんだ。人口の少ないあんな田舎町の、しかも俺しかいない山林でアポリアに襲われるなんて。きっと、俺が星属性だから、アポリアを引き付けちまったんだろうな。そんで先生は、そのことを秋あき雨さめさんから聞いていたんだ」

「……先生のこと、恨んでいるの？」

「いや、恨んでいないし、先生は悪くないよ。悪いのは俺だ」

　こちらの顔を覗のぞき込んでくる彼女の心配そうな表情に、冷静さを取り戻しながら答えた。

「だってそうだろ？　先生は俺を保護してくれているんだ。感謝しても恨む理由なんてない」

　そうだ。シーカーになって苦しんでいる人たちを救えると、勝手に自分に期待して、それが独り合点だって分かって、自分でもどうすればいいのかわからない。それだけだ。

　冷静を通り越して、気分は落ち込み、絞り出すように大和やまとは告白した。

「ただ……最初から本当のことを言って欲しかったよ。君の適性は星で、アポリアから狙われるからって……そうすれば、俺は下手な期待をしなかった。最初から、自衛のために鍛えながら、シーカーを目指せたんだ……そうしたら──」

　大和やまとがその先を言う前に、パァン、と鋭い手の音がした。

　いつの間にか下がっていた視線を上げると、宇兎うさぎが両手を合わせ、迫力の無い顔でつぶらな瞳を引き締めていた。

「うん！　一度整理しよう！」

「整理？」

「大和やまとの夢は！」

　ソファの上で九〇度方向転換して、彼女はぐぐっと迫ってきた。

「世界中の人を、アポリアから守ることだ」

　その迫力に圧おされながら、大和やまとは深いことを考えず、単純思考で答えていた。

「その為ために必要なのは！」

「それは……強くなることだ」

「強くなるには！」

「そりゃ鍛えることだろ？」

「どうやって！　どんなふうに！」

　下がり眉を上げる宇兎うさぎに、ぐぐぐっと迫られて、大和やまとは、直感的に浮かんだ答えを口にしていた。

「真ま白しろ先生のもとで、訓練することだ……」

　呆ほうけたように大和やまとが言うと、宇兎うさぎは、ほにゃっと眉を緩めた。

「うん、だよね」

　その笑顔一つで、大和やまとは簡単に恋に落ちて元気が出た。

　惚ほれっぽいわけではなくて、精神的に弱っている時に、ここまで元気づけられて、魅力的な笑顔を見せられて、落ちない男はいない。

　かつて、父山やま彦ひこは『女の武器は涙ではなく笑顔だ』と言ったが、その通りだと思う。

「……ありがとうな、宇兎うさぎ」

　素直にお礼を言うと、彼女はゆっくりと首を振った。

「たいしたことないよ。それに、わたしも気持ち、わかるから」

「どういうことだ？」

「笑わないでね」

　宇兎うさぎは、悲しみを誤魔化すような微笑を浮かべると、静かに語り始めた。

「子供っぽいかもしれないけど、わたしね、理不尽なことが嫌いなんだ……でも、学校や社会の理不尽なことって、個人の意志でどうにかできないものばかりでしょ？　複雑で、面倒で、際限が無くて、解決方法がわからなくて」

　それは、大和やまとも覚えがある。

　生まれや育ち、家の経済力や生まれ持った才能差、人脈によるコネや、スクールカーストなど、目には見えないパワーバランス、大人の事情。複雑に絡からまった理不尽の糸を解くことは不可能だ。

「でもね、一番理不尽なアポリアだけは、物理的にどうにかできるでしょ？　わたしが全てのアポリアをやっつけちゃえば、アポリアに襲われて死ぬ人も、大切な人を失う人も、人生を狂わされる人も、確実にいなくなる」

　語る言葉には力が込められ、宇兎うさぎの下がり眉が、僅かに機首を上げた。

「だから決めたんだ。世界中のアポリアを、わたしが片付けるって。でも、わたしには力が足りなくて、入学試験大会はドクターストップがかかるまで戦ったけど、初戦敗退だった。だから……自分に才能なんてないんじゃないか、頑張っても強くなれないんじゃないかって考えたら……怖いよね」

　後半は大和やまとの心に寄り添うように、優しい声だった。

「……宇兎うさぎも、それから先生にスカウトされたのか？」

「うん、大和やまともなんだ。まぁ、うちのクラスはみんなそうだよね。わたしのときは、爆弾だったな。爆弾魔に扮ふんした先生がニセモノの爆弾を投げて、わたしがドーム状の全身甲かつ冑ちゆうを構築しながら爆弾に覆いかぶさったら、合格でーす、だって」

「とんでもねぇ無茶するな……ドーム状のオブジェを被かぶせるんじゃ駄目だったのか？」

　おとなしい顔と性格の割に、意外とやることが無鉄砲だ。

「時間無くて大きいの作れなかったし、ただ被かぶせただけじゃ吹き飛んじゃうから。全身甲かつ冑ちゆうを着たわたしが覆いかぶさるのが、一番効率良かったの。て言っても偉人の真ま似ねだよ。知らない？　新にい島じま八や重えっていう幕末の女性ガンマンなんだけどね、城に撃ち込まれた爆弾に、水で濡ぬらした座ざ布ぶ団とんでボディプレスして導火線の火を消したんだって」

「いや知っていても実行はできねぇよ」

　自分のことを棚上げして、大和やまとはツッコミを入れた。

「勇気は合格、あとは、金属属性だから、究めてミスリルとかオリハルコンとか、伝説上の金属を作れたら無敵だって、スカウトされたんだ」

「それこそ伝説の話だろ？　魔術で作れるのか？」

「う～ん、金属属性で作れた人はいないけど、わたしが第一号になりなさいだって」

「無茶苦茶な人だなぁ」

「幸い、魔力出力だけは高いから、そこも買われたのかもね」

「いくつだ？」

「二〇万」

　指を二本立てて、宇兎うさぎはちょっと得意げだった。

　スカウトされて当然だろ、と大和やまとはへの字口になった。

　それは天才御みか雷ずち蕾らい愛あの倍近い魔力出力で、大和やまとは宇兎うさぎに親近感を得ると同時に、見方が変わってしまった。

「宇兎うさぎって、意外とパワーキャラなのな。あと積極的」

　宇兎うさぎは、目をぱちくりさせてから、自分と大和やまととの距離に気づいたらしい。顔が赤くなる。

「ふゃっ!?　いや、これはそういう意味じゃなくて！　大和やまとのえっち！　おっぱい国民！」

「胸には言及してなくね俺？」

　ムキになる宇兎うさぎが可か愛わいくて、大和やまとはつい、はにかんでしまった。
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　翌日の火曜日。一時間目の戦闘訓練で、大和やまとは十組真ま白しろ教室の仲間たちと共に、敷しき地ち内の青空競技場に集まっていた。

　あれから、真ま白しろとはまだ一言も口を利きいていない。真ま白しろはいつも通りに振舞っているものの、大和やまとはなんだか居心地が悪かった。

　昨夜、宇兎うさぎのおかげで元気は出た。けれど、それだけで真ま白しろに謝って元通りになれるほど、大和やまとは能天気ではない。一言で言えば、気まずい。

　謝るタイミングがわからないし、謝り方もわからない。

　今にして思えば、そもそもあんなことを言うんじゃなかったと、大和やまとは後悔した。

　えー、先生俺が星属性とか知っているなら先に言ってくださいよ。それで俺って何か特別な練習メニューとか必要なんですか？

　と、軽く流すべきだった。

　今更後悔しても仕方ないのに、後悔の念は消えず、胸の中でとぐろを巻き続けた。

「やぁやぁ、これは十組の皆さん、昨日ぶりですねぇ」

　芝居がかった口調と共に、遅れて競技場に顔を出したのは、金かね城しろ教諭率いる一組の生徒たちだった。

　全員が中学時代からシーカーの教育を受け、業界に強いパイプを持つ推薦生なだけあり、どこか品が良いい。

　金かね城しろは、昨日あれだけコテンパンにやられたのに、もう立ち直っていた。

「今日は合同授業、よろしくお願いしますよ。もっとも、浮うき雲ぐも先生の生徒との訓練で得るものがあるかどうか」

「おやおや、ずいぶんな自信ですねぇ」

「当然！　いいですか？　我が一組は全員が入学試験を免除されている推薦組。入学試験大会で優勝した特待生を中心に構成されている二組や三組ならともかく、不合格者から貴方あなた個人の独断で入学させた拾い上げ組の十組との力の差は歴然。そもそもの素質が違うのです！」

　威丈高に言い切った金かね城しろの口上に、けれど真ま白しろは動じなかった。落ち着いた微笑を浮かべると、金かね城しろというよりも、むしろその背後に並ぶ一組の生徒たちへと語り掛けた。

「駄目な子なんて、世の中に一人もいません。みんな同じ人間。身長や顔立ちなど、外見に多少の違いはあっても、体や脳のう味み噌その構造は皆、同じです。そこに根源的な差などあるはずもない。違うのは【やるかやらないか】【やる気があるかないか】【知っているか知らないか】そして、【仲間がいるかいないか】。それだけです」

　金かね城しろは、口角を引ひき攣つらせて眉を吊つり上あげた。

「いかにも耳当たりの良いい金言をお持ちのようですね。しかし、同じ努力をしても生徒によって成長度合いは変わります。努力した者、皆が成功するわけでもない。貴方あなたの言葉は、子供たちを期待させてから裏切る、残酷で無責任な戯たわ言ごとですよ！」

　金かね城しろの言葉を、大和やまとは少なからず意識した。

　もう、大和やまとは世の中才能が全てだ、なんて愚痴るつもりはない。それでも、やはりＬＩＡリアや鬼き龍りゆう院いん、そして魔術センスの天才である蕾らい愛あのような存在はいるからだ。

　それでも、真ま白しろはなおも表情を変えなかった。

「そうですね。貴方あなたの言う通り、才能には個人差があります。それは認めましょう。死力を尽くして努力をしても、届かないこともあります」

　金かね城しろの表情が勝利に緩むと、真ま白しろは続きを言った。

「環境が悪かったか、師匠が悪かったか、支えてくれる仲間がいなかったか、高め合うライバルがいなかったか。いずれにせよ悲劇です。でもね、だから私は、そうした子供を救いたい」

　その言葉は真剣そのもので、噓うそや誤魔化しの色は一切なかった。大和やまとは、一瞬でもこの人を疑ったことを恥じながら、心の中で笑った。

　──真ま白しろ先生の言う通りだ。勇いさ雄おや蜜みつ也や、宇兎うさぎのお陰で、俺は強くなれた。その事実は変わらないじゃないか。

　それに、と真ま白しろは言葉を継いだ。

「怠れば錆さびる。鍛えれば輝く。それが才能です。才能に胡坐あぐらをかく者は、いずれ足をすくわれますよ」

　一組の生徒たちの顔に、僅かな動揺が走った。

　皆、高いプライドと自負がある一方で、やはり昨日の魔力測定が響いているのだろう。

「ぐっ、先日の測定で一位を取ったからと、図に乗っているのではないですか？　お言葉ですが、魔術は知的戦略に基づく紳士淑女の世界。魔力の出力だけに特化した生徒を揃そろえていい気になるとは呆あきれる。ボディビルダーでサッカーチームを作るようなものですよ！　そもそも落第生に合格資格をバラまくなど言語道断！　だから職権乱用だと十組に落とされるのです！」

　真ま白しろが十組を任されている理由に大和やまとは納得したが、真ま白しろらしいとむしろ誇らしかった。

　口角に泡を飛ばして激げき昂こうする金かね城しろに、真ま白しろは言った。

「なるほど、どうしても、うちの生徒を馬鹿にしたいようですね。なら、試してみますか？」

　金かね城しろの顔に、勝利の笑みが宿った。

「無謀な挑戦を！　ですがそういうことなら、ハワードさん、貴方あなたの出番ですよ！」

「なら十組からはアタシね！」

　アメリアが前に進み出ると、蕾らい愛あが勝手に身を乗り出した。

「アタシは入学試験大会優勝、御みか雷ずち蕾らい愛あ！　アンタ、アメリオン合衆国で一番なんだって？　なら、日本最強のアタシが相手になるわ！」

　蕾らい愛あが空間から高周波大鎌を引きずり出すと、対抗するようにアメリアは高周波パルチザン（斬撃と刺突に特化したハルバード。幅の広い穂先を持つ）を引き抜いた。

　真ま白しろと金かね城しろは、自身の生徒を引き連れ、反対側のベンチへ移動した。二人が手元のＭＲ画面を操作すると、プラズマバリアが展開されて、流れ弾対策は万全となる。

　それから、勇いさ雄おが声をかけてきた。

「大和やまと、御みか雷ずち蕾らい愛あとは知り合いなのだろう？　強いのか？」

「強いなんてもんじゃねぇよ。天才だ。ＬＩＡリアや鬼き龍りゆう院いんのせいで実感ないけど、魔力出力は十二万でプロシーカー並み。雷撃、磁力、電磁誘導魔術を使いこなすパーフェクトファイターだ。あいつが負ける姿なんて想像できないし、攻略法があるなら教えて欲しいぜ」

「そこまでか……」

　喉を唸うならせながら、勇いさ雄おは興味深そうに目を細めた。

　合成ゴムでできたフィールドの中央で、蕾らい愛あが大鎌を構えると、アメリアが口火を切った。

「せめてものハンデに、ファーストヒットは譲りますわ」

　気品溢あふれる口調で余裕を表すアメリアに、蕾らい愛あは舌打ちを返した。

「だったら、遠慮なく！」

　蕾らい愛あの左手が紫電の雷鳴を轟とどろかせるや否いなや、容赦ない雷撃が轟ごう音おんと共に放たれた。

　アメリアがパルチザンを一振りすると、彼女の足元から水柱が立ち上った。

　──あれでガードのつもりか？　水は電気を通す。これで終わったな。

　蕾らい愛あも、勝ち誇った顔で雷撃を打ち切った。

「はいおしまい。一撃で終わっちゃったかしら──は？」

　水柱が消えると、蕾らい愛あは目を丸くした。アメリアは、まったくの健在だったからだ。

「な、なんでよ！　水は電気を通すはずでしょ!?」

「その通りですわ。水は電気を通し、吸収、拡散、水を電気分解するエネルギーとして消費するのです」

　蕾らい愛あが絶句して、大和やまとは得心した。

　──そうか、水は電気を通すけれど、魔術の水とアメリア自身は繫つながっていない。むしろ避雷針に近い効果があるのか。

　水属性で勇名を馳はせたシーカーがいないから知らなかったが、相性は最悪らしい。

　──どうする蕾らい愛あ？

　しかし、そこは天才御みか雷ずち蕾らい愛あだ。雷撃が効かないと分かると、すぐさま攻め手を変えた。

「なら、雷撃を使わなきゃいいじゃない！　レールガンって知っている？　レールを使わないから、アタシはローレンツガンって呼んでいるけどね！」

　新品の大鎌から手を離すと、鎌は宙に浮いたまま、モーターのように回転を始めた。

「液体の盾で防げるものなら、防いでみなさいよ！」

　高速回転する電気ノコギリと化した大鎌が、金切り声を上げながら音速の十倍で放たれた。

　電磁誘導ローレンツ力由来のスピードは、魔力で強化した動体視力でも追い切れなかった。

　流石さすがにこれを水の盾で防ぐのは不可能だろうと、大和やまとは蕾らい愛あの勝利を確信した。

　だからこそ、コンマ一秒後の光景に、目を疑った。

　蕾らい愛あのローレンツガンの砲弾として放たれた大鎌は、アメリアが生み出した水の壁に搦からめとられ、時間が凍結したように固まっていた。

「なん……で……」

　それは蕾らい愛あだけでなく、大和やまとも同感だった。液体の盾が、どうして物理攻撃を防げる？

　──いや、あれは水じゃない……氷？

　アメリアは氷壁を迂う回かいして姿を見せると、蕾らい愛あとオーディエンスの疑問を解消するように、悠然と説明を始めた。

「水は零下になっても、刺激がなければ凍りません。刺激を受けると瞬間的に氷へと変わる零下の水、過冷却水ですわ。どんな攻撃も取り込みながら氷漬けにするワタクシのフリージングウォールを物理的に突破するのは、不可能ですわよ？」

　アメリアの挑発的な態度に、らしくもなく、蕾らい愛あは動揺していた。

「では、そろそろこちらから攻めさせていただきますわ！」

　アメリアはパルチザンを勢いよく天に突き上げた。

　すると、アメリアの意思がこもっているように、空が蠢うごめいた。

　白い雲が膨らみながら周囲から集まり、黒く塗り潰され、厚みを増していく。

　太陽光を遮り、周囲を暗く染めていく様は、まるで天地を操る女神のようだ。

　やがて雨が降り、黒雲は重低音の唸うなり声を上げ、威嚇するように稲光をチラつかせた。

　黒雲の中、稲光の走る部位だけが白く光り、その背後に何かの影が見える気がした。まるで、龍の住すみ処かだ。

　蕾らい愛あは、ズブ濡ぬれでぽかんと口を開けたまま、まばたきも忘れて天を仰ぎ見た。

「まさか……アンタ……それって……」

「水は雲を生み、雲の水分子と氷の結晶の摩擦は雷を生みます。水使いが雷撃を操るのは自然なことですよ、自称、雷帝さん」

　上から目線に語るアメリアが、指揮棒のようにパルチザンを振り下ろした。

「凡民如ごときが不敬な態度を取った罰ですわ。神の鉄てつ槌ついを喰くらいなさい！　雷ケ神ラのウ審ノ判ス！」

　雷雲が咆ほう哮こうを上げて、黄金色の雷撃が蕾らい愛あを直撃した。

　悲鳴は轟とどろく雷鳴にかき消され、蕾らい愛あは雷光の中で、ただの黒い影となった。

「蕾らい愛あ！　先生、プラズマバリアを解除してください！　蜜みつ也やとＬＩＡリアも来てくれ」

　真ま白しろと蜜みつ也やは即答して行動を起こした。

　これが今日、真ま白しろとする初めての会話だが、そんなことは気にしていられない。

　プラズマバリアが解除されると、大和やまとはすぐさま飛び出した。

　ＬＩＡリアは一いち瞥べつしたのみだが、プラズマバリアが解除されると、蜜みつ也やのうしろについてくる形で蕾らい愛あの元へと駆けつけてくれた。

　蕾らい愛あは、意識はあるようだがぐったりとして、喋しやべる力はなさそうだった。

　大和やまとと真ま白しろが見守る中、蜜みつ也やとＬＩＡリアが回復魔術をかけると、ゆっくりと目を開けた。

　そのことに安あん堵どすると同時に、大和やまとはアメリアへの畏怖を新たにした。

　勇いさ雄おに続いて、蕾らい愛あまで。

　どちらも、大和やまとよりも遥はるかに強い超戦士だった。

　なのに、アメリアはこともなげに、一撃で倒してしまった。

　これが魔術センスの違いなのか。魔力の最大出力は大和やまとと同じでも、魔術センス一つで、ここまでの差がつくのかと、大和やまとは真の天才の何たるかを思い知らされた。

　それでも、大和やまとの心は、もう折れなかった。

　──それでも、いつか超えてみせる。この三年間の間に、絶対に！

「これがアナタ方凡民と、高級国民の違いですわ。これに懲りたら、二度と不敬な真ま似ねをしないことね」

　さも当然とばかりに言い捨てるアメリアの言い方に、大和やまとは真ま白しろの反論を期待した。

「ふむ、どうやら個々の力では、アメリアさんのが上のようですね」

　真ま白しろがまさかの同意を示して、金かね城しろは高笑いした。

「ははは、そうでしょう！　努力も大切ですが、やはり最後にモノを言うのは才能です！」

　──真ま白しろ先生、何を言っているんですか？

　大和やまとは意味がわからなかったが、それは早計だった。真ま白しろは、プライスレスのスマイルで、

「では、今度はタッグバトルをしましょう♪」

　と提案した。まるで、最初から二回勝負であったかのようなふてぶてしさだ。

「正気ですか浮うき雲ぐも先生？　一組の二人と十組の二人では、余計に力の差が開きますよ？」

「結果のわかる戦いなんてありません。戦いは恋愛と同じ。やってみなければわかりません」

　何な故ぜ恋愛にたとえるのかは不明だが、真ま白しろは、やや呆あつ気けに取とられる大和やまとへ振り返った。

「大和やまとくん、蕾らい愛あさんと共闘しなさい」

「え？」

　──いや、今すぐは実力差があり過ぎるんじゃ……。

　三年どころか、今すぐ超えることを強要されて、大和やまとは焦あせった。

「大和やまとって……足手まといじゃないですか」

　敗北が響いているのか、蕾らい愛あにはいつもの勝気さが無く、真ま白しろに丁寧語を使っていた。

「ですが、蕾らい愛あさんは勝利を確信して敗北したのですよね？　なら、敗北を確信した戦いは、意外と勝っちゃうかもしれませんよ？」

　蕾らい愛あは釈然としない様子だが、グゥの音も出ないと言った感じで俯うつむいた。

　大和やまとは、真ま白しろとは気まずい雰囲気ではあるものの、担任の指示なので、承諾した。

「わかりました。俺はいつでもいけますよ」

「なら、アメリアのパートナーはオレですね」

　一組から名乗りを上げたのは、当初一組の首席と目されていた名門出身、北ほう条じよう信しん哉やだった。

　美しい長髪を手でなでつけながら、きざったらしい口調でアメリアの横に並んだ。

「少なくとも、魔力の出力は互角なんじゃないかな？」

　微妙に、昨日の検査結果を引きずった言い方から、腹に一物を感じさせた。きっと、色々と気にしているのだろう。

「では、この四人でタッグバトルをしましょう。金かね城しろ先生も構いませんか？」

「勿もち論ろん、ええ、構いませんとも。二人とも、貴方あなたがたが何な故ぜ推薦を受けたのか、教えてあげなさい」

「任せてくださいよ」

「承りましたわ」

「大和やまと、ケガしたら僕とＬＩＡリアがすぐに治すから、頑張ってね」

「ああ、やるだけやってみるよ」

　大和やまとが返事をすると、蜜みつ也やたちはベンチへと戻った。ただし、ＬＩＡリアだけは大和やまととアメリアを見比べてから、くるりと背を向けた。

「キミ、勝てるよ」

　肩越しに、意味深に口角を上げるＬＩＡリアの態度に、大和やまとは眉をひそめた。

　──勝てるって、アメリアは強さの次元がふたつ違うんだぞ？

　大和やまとよりも遥はるかに強い勇いさ雄おと蕾らい愛あを瞬殺。アメリアとの戦力差は、天地以上だろう。

　それでも、せめて一撃でも与えてやると、大和やまとは意気込んだ。

　アメリアも、パルチザンを構えて、やる気満々だった。

「昨日の検査から、アナタを降くだす日を待っていましたわ、草くさ薙なぎ大和やまと。まずはアナタ。そして、あの鬼き龍りゆう院いんとＬＩＡリアをも降くだし、ワタクシがワントップであると証明致しましょう」

　けれど、アメリアを制するように、北ほう条じようは彼女の前に腕を差し入れた。

「まぁ待ちたまえ。一組のツートップがまともに組んで戦えば、瞬殺以下で終わりだ。少しはオレにも見せ場をくれよ」

　アメリアの沈黙をどう受け止めたのか、北ほう条じようは口元をニヤけさせると、こちらへ向き直った。

「君ら十組と、オレら一組の戦力差は、アメリアが証明した通りだ。君たちの相手はオレ一人でするよ。アメリアと戦いたかったら、オレを倒すんだね」

「馬鹿に、しているのか？」

「まさか、獅し子しは兎うさぎを狩るのにも全力を尽くす、なんてことわざがあるけど、ニワトリの頭を落とすのに牛刀は必要ないだろ？」

　嫌みを含んだ声音に、大和やまとは入学式の朝を思い出しながら、カチンと来た。

「なんだ？　一組じゃ十組をニワトリ扱いするのが流は行やっているのか？」

「そういうわけじゃないさ。ただ、君らが飛べない鳥っていうのはきっと、オレらの共通認識なんだろうね！」

　北ほう条じようは高く飛び上がると、そのまま高度を上げていった。

「オレの適性は風！　オレの起こす竜巻と嵐で、空に招待してあげるよ！」

「悪いけど、俺には必要ないんだわ」

　大和やまとは、足の裏と手の平から噴火を起こすと、一瞬で北ほう条じようと同じ高度まで飛ひ翔しようした。

「なっ、くそ！」

　北ほう条じようは長髪をなびかせながら自由自在に空を飛び、大和やまとと距離を空けようとするも、ヴォルスターによる飛行は大和やまとも慣れたものだ。

　足のジェット噴射を巧みに操りながら、手は北ほう条じようを捕捉した。

「喰くらいな、俺の新技、ヴォルガンだ！」

　大和やまとは手の平に直径三〇センチほどの鉄てつ杭ぐいを生成してから、噴火の爆発力で撃ち出した。

「オレに飛び道具は悪手だよ！」

　すかさず、北ほう条じようは長髪を翻ひるがえしながら振り向き様に腕を振るい、小型の竜巻を発生させた。

　ヴォルガンは竜巻の勢いに軌道を変えられて、北ほう条じようから外れた空に飛んでいった。

「ならもう一発だ！」

「君も懲りないね。風使いのオレに飛び道具は効かないんだよ！」

　北ほう条じようはさらに強い竜巻を起こして、盾にした。けれど、大和やまとが再び放った鉄てつ杭ぐいの弾頭は竜巻を切り裂き、そのまま北ほう条じようのみぞおちに深くめり込んだ。

　汚い声を漏らして墜落していく北ほう条じようを見下ろしながら、大和やまとは小声で呟つぶやいた。

「砲弾は質量に比例して風の影響を受けなくなる。さっきのは鉄製で、今のは三倍近い密度と質量を持ったタングステン製だよ」

　大和やまとが地面に着地しても、アメリアは動かなかった。静かに、すっと視線だけで傍かたわらに倒れる北ほう条じようを見下ろすと、口先だけで無感動に告げた。

「牛刀をもって鶏を割く……アジアのことわざでしたわね……ですが、アナタはいつから自分が牛刀だと錯覚していたのかしら？　アナタの流儀に従ってことわざを返すなら、さしずめ井いの中なかの蛙かわず大海を知らず、と言ったところかしら？」

　鋭くパルチザンを構えるアメリアに、大和やまとは確認を取る。

「二対一になったけど、いいのか？」

「気遣い無用ですわ。多対一は実戦の常。それに真の最強はいついかなる状況下でも勝つからこそ！　数を理由に負けるようでは二流ですわ！」

　勇いさ雄おのようなことを語るアメリアの潔いさぎよさに一定の好感を得ながら、大和やまとは魔力を滾たぎらせた。

「上等だ！　ヴォルカノン！」

　今度は弾頭のサイズを三倍にした、砲弾とも呼ぶべき鉄てつ杭ぐいを撃ち出した。

　しかし、アメリアは再び水柱の壁を生み出すと、水流を回転させた。

　砲弾は回転する水柱に飲み込まれると、狙いを大きく逸それて抜けていった。

「噓うそだろ？　質量は竜巻を貫いた弾頭の二七倍だぞ!?」

　水柱が左右に割れて、アメリアが微笑を覗のぞかせた。

「水は空気の七五〇倍の密度と十二倍の抵抗を持っていますわ。当然、魔力が高い分だけ、回転数もこちらが上。ワタクシのフローシールドの激流を貫くには、今の十倍の運動エネルギーを用意してごらんなさいな！」

「だったら接近戦だ！」

　大和やまとは両手にそれぞれ、マチェットソードを構築しながらヴォルスターで地面を飛んだ。

　とはいえ、真まっ直すぐ突っ込んだのでは水柱に捕らえられる。直前でサイドブーストを入れ、彼女の背後へと回り込んだ。

　大和やまとはコンマ一秒とかからず、アメリアを射程に捉えるも、彼女はフロントステップを踏みながら、優雅に新たな水柱を構築した。

「フリージングウォールの餌え食じきになりなさい」

「それはどうかな！」

　マチェットソードが触れると、水柱は一瞬で凍結して氷の壁となった。それでも、大和やまとの斬撃は止まらない。

　右の一撃で分厚い氷壁を斬り裂いて、大和やまとは左の二撃目で、アメリアに肉迫した。

　──取った！

　そう確信した刹那、アメリアのパルチザンが閃ひらめいて、大和やまとのマチェットソードは重さを失い空振った。

　あるべき抵抗を受けられず、大和やまとは左手の不完全燃焼に眉をひそめながら、本能的に距離を取った。

　左手のマチェットソードを確認して、目を見張った。剣身が、まるごと無くなっている。

　まるで、工業機械に切り取られヤスリがけをされたように、滑らかな切り口だった。

「なんだ……？」

　顔を上げると、視線の先でアメリアは自身の金髪をかき上げ、不遜に胸を張った。

「水のチェーンソー、アクアソーですわ」

　彼女が掲げるパルチザンは、その穂先が一回り大きな水に覆われていた。水は高速で循環して、まさにチェーンソーのようだった。

「原理はウォーターカッターと同じ。超高速の水は鉄を削り切る切断力を持ちます。当然、液体であるが故に刃こぼれはありません。アナタのマチェットと違ってね」

　余裕のウィンクに、大和やまとは気け圧おされて、次の攻め手が定まらなかった。アメリア・ハワードには、何をしても通じない。そんな後ろ向きな予感が頭をよぎる。

　水属性は活躍しているシーカーがいない、マイナー魔術だ。しかし、そんな最弱属性を最強属性に昇華させたのは、彼女の天才的な魔術センスあればこそだ。

　そもそも、水属性で氷と爆発と雷を使うなんて、マンガでも見たことがない。

　事実は小説よりも奇なりとは、まさにこのことだろう。

　──フィクション以上とか、天才どころか神才かよ……。

　大和やまとが弱気になりそうな自分を奮い立たせようとすると、彼女は氷壁の断面を見下ろした。

「ふむ……溶けて水になっている。そのマチェットは、高周波のヴァイブロソードではなく、ヒートソードのようですわね。それで、過冷却水でも凍り付きませんのね」

「ああそうだよ。氷は、熱に弱いだろ！」

　不安を吹き飛ばすように、大和やまとは両手を前に突き出して、単純かつ強力な魔術を発動させた。前面に巨大な噴火現象を起こす、ヴォルケーノストームだ。

　凄すさまじい熱波が術者である大和やまと自身の肌を炙あぶり、足元の地面を覆う合成ゴムを一瞬で液状化させた。

　巨大な爆炎とマグマ、噴石を浴びせる超火力攻撃で、水なんて一瞬で蒸発させるはずだ。

「タイダルウェイブ！」

　対するアメリアが、パルチザンをステッキのように振ると、地面から津波が生じて、大和やまとのヴォルケーノストームと激突した。

　赤と青の津波が喰くらい合うと、白い蒸気が競技場全体に噴き込み、視界を奪われた。

　手で顔をかばいながら、大和やまとはバックブーストで距離を取って成り行きを見守った。

　霧が晴れれば、アメリアが倒れているはずと思った大和やまとの期待は、けれど裏切られた。

　白い雲海の中、姿を見せたアメリアはまったくの無傷だった。口元に指を添え「もう終わりですの？」と尋ねてくる余裕まであった。

　驚きよう愕がくのあまり、大和やまとは限界まで持ち上がったまぶたを下ろせず、身を乗り出した。

「マグマが、水に負けた？」

「何を驚くことがありますの？　水の比熱（加熱に必要なエネルギー）は地上最大級。この世でもっとも加熱されにくい物質の一つですのよ。五〇メートルプールの水を沸騰させるには、ＴＮＴ火薬が二〇〇トンも必要なのはご存じかしら？　この国には、焼け石に水ということわざがあるそうですが、それは水滴の話。バケツ一杯の水をかければ、焼け石も冷めますわ！」

「…………うそだろ」

　大和やまとの絶望に気をよくして、アメリアはなおも饒じよう舌ぜつに語った。

「どうやら、実力の差がわかったようですわね。全てを無効化する完全無欠の対応力！　それこそがこのワタシ、アメリア・ハワードが最強たる所以ゆえんですわ！」

　──くそっ、何か手はないのか？

　大和やまとは、真ま白しろを意識した。

　真ま白しろは、アメリアの相手に自分を指定した。そこには、何か理由があるはずだ。

　それとも、敗北から何かを学ばせるのが狙いなのか。

　大和やまとが苦悩すると、蕾らい愛あが膝を屈してへたり込んだ。

「もう無理だわ……あいつには、何も通じない……これが、本物の天才、アタシなんて……」

「何言ってんだ。らしくないぞ！」

　蕾らい愛あの情けない姿が癪しやくに触って、大和やまとは声を荒らげた。

「うるさいわね！　だってそうじゃない！　炎も雷も物理攻撃も効かないのよ！　しかも一人で水と氷と爆撃と雷撃全部操るような野郎にどうやって勝つのよ!?」

　ヤケクソ気味に怒鳴られて、大和やまとは言いい淀よどんだ。

「それは……とにかく諦めるな！　先生も諦めが悪いのが才能って言っていただろ!?」

「何よ先生大好きっ子！　あんなふにゃらかしてる奴やつの言うこといちいち真に受けてんじゃないわよ！　先生に選ばれたからって浮かれてんじゃないわよ！　アンタ先生のせいでこんな目に遭っているのよ！」

　眉間にしわを寄せて、頭突きでもするように迫って来る蕾らい愛あに、大和やまとも額を付き合わせて怒鳴った。

「別に浮かれてなんかいねぇよ！　人をガキ扱いすんな！」

「ガキでしょ！　こんなミスチョイスないわよ！　普通なら順当に鬼き龍りゆう院いんとＬＩＡリアなのになんでアタシとアンタなのよ先生バカじゃない！」

　蕾らい愛あのヒステリーに、大和やまとは引っかかった。

　──待てよ。そう言えばこれって、タッグバトル、なんだよな？

　つまり、真ま白しろはアメリアの相手に大和やまとを選んだのではない。

　蕾らい愛あの共闘相手に、大和やまとを選んだのだ。何な故ぜ？

　大和やまとの脳裏に、真ま白しろの言葉が浮かんだ。

「一〇たす一〇が二〇ではなく、一〇〇や二〇〇に……俺と蕾らい愛あの力で……」

「は？　アンタ急に何言ってんのよ？　頭ぶつけた？」

「蕾らい愛あ！」

　彼女の肩につかみかかると、蕾らい愛あは目を丸くした。

「はっ!?　ちょぉっ！　何よアンタ急に!?」

「俺ら、あいつに勝てるかもしれない！」

「…………はい？」

　蕾らい愛あは、間抜けに口を開けた。




「作戦会議は終わったかしら？」

　蕾らい愛あに作戦を説明し終えた大和やまとは、時間稼ぎのために、魔力を溜ためながら尋ねた。

「なぁ、お前のフリージングウォールって、触れた瞬間に凍結する過冷却水なんだよな？」

「ええ、そうですわ」

「それでフローシールドは、水の激流で物理攻撃を逸そらすから、お前にはあらゆる攻撃が効かないんだよな？」

「その通りですが、つまらない時間稼ぎですわね。何か大技を狙っているなら、こちらも最大攻撃をぶつけさせてもらいますわ。勇いさ雄おとかいうお仲間のように、水蒸気爆発で吹き飛ばしてさしあげます。それとも、降参なさいます？」

　金髪をかきあげながら、アメリアは青い瞳を自信に輝かせた。

「いや、降参はしない。アポリアに降参は通じないからな。その代わり、歯ぁ食いしばれよ」

　語気を強めてから、大和やまとは空気中に、大量の金属粒子を生成し始めた。

「大和やまと、準備できたわよ！」

「よし！」

　大和やまとは、蕾らい愛あと互いの手を向かい合わせた。互いの手の中で、金属粒子が一斉に荷電され、加速していく。

　粒子は様々な可視光線を放ち、七色に輝きながら、尋常ではない熱波と衝撃波を放ち、それだけでも攻撃として通用しそうだった。

　さしものアメリアも、無表情ではいられなかった。

　パルチザンを地面に突き刺して、声を張り上げる。

「ッ、過熱水、最大生成！　ボイルドストリーム、バースト！」

　アメリアを起点に、周囲の地面全体から間欠泉のように熱湯が噴き上がると、津波の一部を切り取ったようなスケールで、一斉に大和やまとたちへ押し寄せてきた。

　合わせて、大和やまとたちも、最大魔力を込めて叫んだ。

「「荷電粒子砲、最大出力だぁあああああああああああああ！」」

　大和やまとの金属粒子群が、蕾らい愛あの力で荷電加速され、極大の破壊光線として解き放たれた。

　破壊の濁流は怒ど涛とうの勢いで過熱水の津波と激突して大爆発を起こすも、その水蒸気爆発現象すらもまとめて押し流すような勢いで猛たけり狂くるった。

　大和やまとは次から次へと金属粒子を生成し続けて、蕾らい愛あの荷電加速領域へと送り込んでいく。

　しかし、圧おし切れない。

　アメリアのボイルドストリームと、威力が完全に拮きつ抗こうしていた。

　理由は、蕾らい愛あの魔力出力だ。

　大和やまととアメリアの魔力出力は、互いに五三万。

　なのに要の大和やまとは弾作りに回り、肝心の威力は魔力出力十二万の蕾らい愛あ頼みだ。

　当然、大和やまとがより多くの金属粒子を生成すれば、威力は上がる。だが威力には質量以上に、スピードがモノを言う。

「くっそ、足りないのか……」

　一芸馬鹿は天才に勝てないのか、その一芸すら、アメリアとは互角なら当然か？

　──いや、違う！

　弱気な自分を殺すように、大和やまとは自身の原点を、浮うき雲ぐも秋あき雨さめの背中を思い出した。

　──俺はあの背中に追いつく！　一芸馬鹿なら一芸を極める！　一芸で勝てないなら二芸三芸を身に付ける！　諦めが悪いのが才能！　諦めなければ！　真ま白しろ先生が俺のセンスを磨いて才能を開花させてくれるんだ！

　両眼を見開いて、大和やまとは破壊渦巻くその先にいるであろう、アメリアを睨にらみつけた。

　──お前の技、借りるぞ！

　大和やまとは全身の魔力を励起させ、魂の髄から熱く滾たぎる魔力パトスを根こそぎ引き出した。

　次の瞬間、大和やまとの体から紅ぐ蓮れんの稲妻が生じて、蕾らい愛あは息を吞のんだ。

「アンタ、それ……」

「火山雷って知っているか？　火山灰同士の摩擦で、噴煙の中に稲妻が生じる自然現象だ。アメリアの雷雲のパクリだな。蕾らい愛あ……俺の電力、まとめて持って行けぇええええええ！」

「っ、言われなくても！」

　紅ぐ蓮れんに赫かがやく大和やまとの赤電と、蕾らい愛あの紫電が融合。

　荷電粒子砲は、赤紫色の輝きを強めながら、そのスケールを倍増させた。

「まさか……このワタシが……このアメリア・ハワードが凡民如ごときに……」

　アメリアは眉間にしわを寄せ、全身を力ませながら歯を食いしばるも、大和やまとと蕾らい愛あの勢いは止められなかった。

　──七年間、馬鹿みたいに鍛え続けた一芸馬鹿の魔力出力五三万！　ナメんじゃねぇ！

　死線の集中力が為せる業か、大和やまとは初めて使う火山雷のノウハウを秒単位で高めながら、アメリアの力と技に抗あらがい続けた。

　アメリアの表情がいっそう歪ゆがみ、鋼の自負に僅かなヒビが入った瞬間、両者の均衡は崩れた。

　ワインレッドの輝きがアメリアに迫り、牙を剝むいた。

　その光景にアメリアは、知らず、呟つぶやいていた。

「excellent……」

　荷電粒子の奔流は、止まることなく貫通していった。




　気が付けば、辺りは静寂に包まれていた。

　大和やまとは底無しの脱力感に抗あらがいながら、大きく肩で息をした。

　地面は破壊の熱で完全に溶けて、マグマのように赤々と光っていた。

「……俺は、立っているのか……」

　疲労感が強すぎて、勝利と成長の実感が湧かない。実感は、いつだって遅れるものだ。

　それでも、次の光景には、大和やまとも無感動ではいられなかった。

　粉ふん塵じんが晴れると、意識の無いアメリアを抱えた真ま白しろが、笑顔で立っていた。

「先生、俺……」

「はい。君の勝ちです♪　ＶＥＲＹ　ＧＯＯＤですよ二人とも！」

　胸に広がる勝利の実感に、大和やまとはつい蕾らい愛あの肩を叩たたいた。

「勝った。蕾らい愛あ、俺ら勝ったぞ！　あのアメリアに勝ったんだよ！」

「え？　えぇ……そうね」

　蕾らい愛あはまだ実感が追いつかないのか、どこか呆ほうけたようだった。

「大和やまとくん、今の気分はどうですか？」

　その言葉に、大和やまとは明るく、素直に言った。

「はい！　一歩、夢に近づきました！」

「それは素晴らしい」

　真ま白しろは大きく、にっこりと満面の笑みを浮かべた。
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　その日の放課後。

　大和やまとは真ま白しろに連れられて、学園の外へ出ていた。

　一組のエースであるアメリアに勝ったご褒ほう美びに、秋あき雨さめに会わせてくれるらしい。

　どこかの公園なのか、綺き麗れいに手入れされた庭園の中を歩きながら、大和やまとは期待と緊張がないまぜになった心持ちで、秋あき雨さめに言うお礼のセリフを考えていた。

　今まで散々考えてきたのに、いざとなると満足がいかないものだ。

「でもいいんですか？　勝ったって言っても、蕾らい愛あとの共闘ですよ？」

「共闘してはいけないなんて言っていません。ようは勝てば良いのです。向こうも二人でしたしね。それに先生は何度も言ったはずですよ。実戦で大事なのは連携だと。それに、今なら父に会っても平気でしょう」

　妙な言い回しに引っかかりを覚えながら歩き続けると、大和やまとの引っかかりは妙な不安へと変わった。

　──この公園は……もしかして……。

　噓うそであってくれ。待ち合わせ場所がここだというだけであってくれ。

　何度も願うも、大和やまとの口は渇き、手は汗で冷たく濡ぬれて、心臓は痛いくらい高鳴っていく。

　真ま白しろが立ち止まり、振り返った場所で、大和やまとは全身の皮膚が粟あわ立だつのを抑えられなかった。

「…………さぁ、大和やまとくん……これが私の父、浮うき雲ぐも秋あき雨さめですよ」

　真ま白しろが立ち止まったのは【浮うき雲ぐも家け之の墓はか】と書かれた、墓石の前だった。ここは公園ではなく、墓地だった。

　──噓うそだ。

　大和やまとに落ち込む隙を与えないように、真ま白しろは問わず語りを始めた。

「大和やまとくん、私は、君を保護しに行ったわけではありません。生前、父は君のことを聞かせてくれました。星属性の子供を見つけた。彼は自分もシーカーになれるか聞いてきた。もしも彼が望むなら、自分が鍛える。彼が彼自身を守れるように。父はそう言っていました」

　秋あき雨さめが自分を気にかけてくれていた事に、大和やまとは顔を上げて聞き入った。

「ですが、父がアポリアとの戦いで死んだ時、私は悩みました。父の遺志を継いで君を鍛えようと思う反面、本当にそれが安全なのかと。星属性がアポリアに狙われるなら、シーカーになれば、常に最前線で戦うことになる。それはむしろ危険ではないのかと。実際、父がそうでしたから」

　──やっぱり、秋あき雨さめさんも星属性だったんだ。

　七年前、秋あき雨さめが使っていた魔術は、爆炎系だった。もしかしたらとは思っていたが、やはりそうらしい。

「アポリアが田舎に出ることは稀まれです。そもそも人々を守るために我々シーカーがいる。むしろ、君は何も知らないほうが、安全なのではないか。そう悩みました」

　真ま白しろの言うことはもっともだ。アポリアを引き付ける体質の人間がシーカーになれば、いいマトでしかない。

「私は悩みながら、君の受験する試験会場を訪れました。そして君が合格したら自分のクラスで引き取ろう。でも不合格なら、それが君の運命だと思ってね。だから、君が不合格になった時、どこか安心する気持ちもありました」

　真ま白しろは悲し気に、申し訳なさそうに、まるで罪の告白をするように語った。

「なのに、君は中学浪人して、また来年受験すると言った。それで、偽にせ物もののアポリアで君を試すことにしたのです。他の職員にも協力してもらってね。そうしたら、君は思った通りの行動を取りました」

　そこまで言うと、悲し気な顔に小さく笑みが咲いた。

「悩んでいた自分が馬鹿みたいでしたよ。断言しましょう。散々才能は関係ないとは言いましたが、誰かを守るためにその身を投げ出せる君は、誰よりもシーカーの才能があります」

　その言葉が胸に響いて、大和やまとは泣きたいくらい嬉うれしかった。本当に、涙腺が熱を帯びてきた。

「秋あき雨さめさんは、いつ亡なくなったんですか？」

「……七年前です」

「まさか!?　いやでも、あの時、秋あき雨さめさんは飛行機を助けて、帰りましたよ！　俺にこのペンダントを渡して！」

　大和やまとはシャツの中から星形のペンダントを引き出すと、突き出して見せた。

「えぇ。父が死んだのはその後です。七年前、君を襲ったネームドアポリアの識別コードはディルムッド。不治の魔術、ゲイ・ボウの使い手です」

「不治、じゃあ、背中の傷は!?　でも、ディルムッドは死にましたよ!?」

「はい。魔術の使用者が死んだことで、父の背中の傷も、回復の兆候がありました。ですがあのあと、アポリアの大進撃があり、人員不足に陥りました。当時、シーカースクールの生徒だった私たち学生も駆り出されるほどの窮地に東京は陥って、父はケガも治らぬまま、最前線で戦いました。背中と肺に穴が開いたまま、アポリアたちを一人で引きつけながら……」

　いつもは明るく、おちゃらけた真ま白しろの目に、涙は浮かんでいなかった。

　それでも、彼の声は泣いていた。号泣したいほどの悲しみを、必死に押し殺しているのが、痛い程に伝わってきた。

「私は何もできませんでしたよ……なにも、ね」

「……すいません、俺のせいで」

「馬鹿にしないでください」

　罪悪感に押し潰されそうな大和やまとを、真ま白しろは軽く𠮟責した。

　その声には悲しみの色は無く、むしろ、頼もしささえ感じられた。

「君は、宇兎うさぎさんや勇いさ雄おくんを守るために死んだとして、二人を恨みますか？　君の父親が二人を責めたらどう思いますか？」

「それは……」

「わかりましたね？　そういうことです♪」

　真ま白しろの笑顔に、大和やまとは自分の弱さと不明を恥じた。

「すいません。俺が間違っていました……でも、秋あき雨さめさんが亡なくなっていたことを隠していたのは、俺がショックを受けないようにですか？」

「はい。嫌でしたか？」

「いいえ。ありがとうございます」

「それはこっちのセリフですよ……それで大和やまとくん、どうしますか？　危険を承知で、それでも、シーカーを続けますか？」

　その答えは、とっくに決まっていた。

「はい！　星属性がアポリアを引き付けるなら、俺が戦う限り、アポリアは俺を狙うはずです。町の人を襲わずにね。なら、最高じゃないですか。やめる理由が無いですよ。でも、俺がいると学園がアポリアに狙われたりしませんか？」

「その心配は少ないでしょう。君が父に貰もらったペンダントは、父が技術開発局に作ってもらった、魔力の波動を抑える装置です。まだ試作段階ですが、効果は十分です」

　それは、まるで今までもずっと、秋あき雨さめが自分を守ってくれていたみたいで、大和やまとは胸が温かくなるのを感じた。秋あき雨さめは七年前だけじゃない、ずっと、自分を守ってくれていたのだと、強く実感できた。

「先生……秋あき雨さめさんの夢って、何か聞いていますか？」

「全てのアポリアの駆逐、ひいては、人類の恒久的な平和です」

「わかりました。なら、その遺志を、俺が引き継いでいいですか？」

「もちろんですよ。遺志の引継ぎに許可なんていりません。志を同じくするなら、誰だって誰かの後継者です」

　その時に見せた真ま白しろの笑顔は、今までで一番優しくて、大和やまとは胸の内に熱い勇気が宿るのを感じた。
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　決意を新たに、大和やまとは真ま白しろと訓練の約束をしてから、学園に帰った。

　すると、校門の前では、見慣れた少女が独り、塀に背中を預けて待っていた。

　あの小柄なワンサイドアップヘアーと紫電色の瞳は、一緒にアメリアを倒した蕾らい愛あだ。

「どうした蕾らい愛あ、誰か待っているのか？」

　声をかけるなり、彼女は塀から背中を離すと、目の前に仁王立ちした。

　気の強そうな吊つり目の上で眉も吊つり上あげて、彼女は身長差を埋めるように背伸びをしながら、真剣な声で言った。

「大和やまと！　……アタシと、勝負しなさい！」

　こちらを威嚇するような迫力に、大和やまとはすぐには反応できなかった。
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　蕾らい愛あに勝負を挑まれた後、大和やまとは食堂で、勇いさ雄おと夕食を取っていた。

　最初は蜜みつ也やと宇兎うさぎもいたのだが、蜜みつ也やはＬＩＡリアに連れて行かれ、宇兎うさぎはストッパーとして後を追いかけていった。

　シーカースクールでは、生徒は無料で飲食ができる。

　席に着くと、目の前にＭＲメニューが開いたので、大和やまとは海鮮丼を選んで【完了】を指で突きさした。

　ＭＲメニューが閉じると、勇いさ雄おが鋭い顔で尋ねてきた。

「それで大和やまと、あの女子、御みか雷ずち蕾らい愛あはどのような人間なのだ？　古い知り合いなのだろう？」

「そうだな、一言で言うと、天才だよ」

　昔の記憶を振り返りながら、大和やまとは深い溜ため息いきをついた。

「勉強できるしスポーツ万能。早くから魔術の素養を開花させて親に家庭教師付けてもらって、地元じゃ神童なんて呼ばれていたよ。子供の頃から、男子を中心にシーカーを目指す奴やつは多かった。そうした連中同士でよく魔術バトルをしていたけど、蕾らい愛あに勝てる奴やつは一人もいなかったよ。もちろん、俺を含めてな」

「ほう、そんなに凄すごかったのか？」

　アメリアに完封負けした蕾らい愛あしか知らない勇いさ雄おには、いまいち伝わっていない様子だった。けれど、彼女を知る大和やまとは、敗北感で溜ため息いきが漏れた。

「魔力出力は激烈、発動速度はピカイチ、持続力は無尽蔵、センスは天下一品。蕾らい愛あ相手には数人相手が当たり前。ていうか、俺らの年代でシーカー諦めた奴やつはみぃんな蕾らい愛あにボロ負けした奴やつだよ」

「自慢のライバルだな」

「ライバルじゃねぇよ。さっきも言ったけど、蕾らい愛あのほうが圧倒的に強いからな。俺とあいつは、なんだろうな、特別仲がいいわけじゃないから幼おさな馴な染じみじゃないし、昔むかし馴な染じみ程度かな」

「なんだ、ライバルではないのか？　羨ましいと思っていたのだが、私の勘違いだったか？」

「なんだよ、ライバルが欲しいのか？」

「そうだな。真ま白しろ師匠も言っていただろう？　ライバルはお互いを高め合う。人が強くなる上では欠かせない存在だ」

　確かに、真ま白しろは良き師匠、支え合う仲間、高め合うライバルがいれば、才能差なんてチンケなものだと言っていた。

　──俺にもっと力があれば、蕾らい愛あのいいライバルになったかもな。

　タイマン勝負で互角に戦い、高め合う自分と蕾らい愛あを想像してから、大和やまとは頭かぶりを振った。

　──いや、一番好きのあいつのことだ。滅め茶ちや苦く茶ちや突っかかってきただろうな……。

「それで大和やまと、蕾らい愛あは貴君のことをどれだけ知っているんだ？」

「ヴォルカンフィスト以外はノーデータだと思うぞ。あとは今日の試合で見せたことだけ。あいつとは昔むかし馴な染じみだけど、入学してからろくに口利きいていないしな。先生やお前らとの訓練で新しく身に付けた魔術については何も知らないはずだ。でもなんでそんなこと聞くんだよ？」

「奴やつの知識量によって、作戦が変わるからだ」

　口角を上げ、勇いさ雄おは軍師の顔をした。

「え、作戦考えてくれるのか？」

「私も貴君に勝って欲しいからな。それに忘れていないか？　私は長巻使いでも剣士でも格闘家でもない、【兵法家】だ。魔力こそ持たないが、魔力以外の全てを使い、自身と味方を勝利に導くのが仕事だ」

　頼もし過ぎる笑みに、大和やまとは男惚ぼれしそうだった。

　──心がイケメン過ぎる……本当に十五歳か？

　地元には、勇いさ雄おの三倍以上生きてもなお、幼稚な大人がいるのに、と大和やまとは感心した。

　──やっぱり人間、年齢じゃなくて人生の密度だよな。

「お、料理が来たぞ」

　勇いさ雄おの言葉の後に、大和やまとの視界には料理マークが点灯した。

　料理の載ったトレーを保持したドローンが二台。こちらに向かって来る。ドローンは風圧で生徒たちを不快にしないよう、食堂の高い天井近くを移動していた。そうして大和やまとと勇いさ雄おの頭上で停止すると、ワイヤーアームを伸ばして、ゆっくりと料理を目の前に配膳してくれた。

　いくら一千万台以上のドローンが飛び交うドローン時代でも、食堂にまでドローンを使っているのは珍しい。こんなところに予算を使わなくていいから、もっと入学金を安くしろ、と大和やまとは思った。料理なんて、生徒一人一人が自分で取りに行けばいいのだ。

「……勇いさ雄おも、真ま白しろ先生に入学金を出してもらったのか？」

「ああ。入学試験大会で優勝したのだがな。魔力が無いからという理由で、特待生どころか不合格になったところを、真ま白しろ師匠に拾って貰もらったのだ」

「優勝!?」

　──それじゃあ、準優勝の俺よりも条件いいじゃないか。ていうか、受験させておいてから、優勝しても不合格ってなんだよそれ。いや、受験させもしないほうが問題だけど。

「……」

　綺き麗れいな所作で箸を使い、天ぷらを食べる勇いさ雄おに、大和やまとは見入った。

　生まれつき魔力が無くて、けれどシーカーの夢を諦めず、己を鍛え続け、生身で入学試験大会で優勝できる程の力を身に付け、人徳溢あふれる。

　世の中には、こんな男もいるのだ。

　その在り方には、心の底から尊敬できる。

　でも、同時に、負けたくないという感情が湧き上がるのを、大和やまとは感じた。

「……勇いさ雄お」

「む、なんだ？」

「俺の、ライバルになってくれるか？」

「どうした？　私に気を遣っているのか？　さっきの話なら気にしなくていいぞ」

「違うよ」

　推薦組生たち五人を生身で倒してしまう勇いさ雄おの姿を思い出しながら、真摯に告白した。

「俺はさ、お前に勝ちたいんだよ」

　その願いに、勇いさ雄おは瞼まぶたを数ミリ上げて、しばし沈黙してから息を緩めた。

「……そうか、構わないぞ。魔力の無い私で良ければ、いくらでもな」

　勇いさ雄おの微笑に、大和やまともまた、微笑を返した。




　その姿を遠目に見つめながら、宇兎うさぎは「男の子っていいなぁ」と頰を染めた。





◆






　翌日、水曜日の放課後。

　大和やまとたち真ま白しろ教室のメンバーは、競技場に集まっていた。何な故ぜか、アメリアも一緒にだ。

「あれ？　ハワードさんも見に来たんだ？」

「仮にも、ワタクシに土をつけた二人ですもの。敵情視察は戦いの基本ですわ」

　宇兎うさぎの問いかけに、アメリアは視線を合わせず、澄まし顔で答えた。

　その様子を、真ま白しろはにやけながら一いち瞥べつしつつ、フィールド中央に立つ大和やまとと蕾らい愛あに向き直った。二人は十メートルの距離を挟み、互いに視線を交差させている。




「では、これより大和やまとくん、蕾らい愛あさん、両名の勝負を執り行います。敗北宣言、もしくは戦闘不能を以もって決着とします。二人とも、準備はいいですね？」

「「はい」」

　入学試験大会の決勝戦とは違い、蕾らい愛あの声も表情も真剣そのもので、いつもの彼女とはまるで違った。普段の、不遜な態度は見受けられない。

「お前と闘うのは、入学試験大会の決勝以来だな」

「そうね」

　短い返答。けれど、強い闘争心、あるいは、敵意が込められていた。

「それにしても、どういう風の吹き回しだ？　お前の方から勝負なんて」

「別に、ただ、調子に乗っている馬鹿には教育的指導が必要でしょ？」

　蕾らい愛あは毒を吐き捨てるように言った。

「お前が俺をか？」

「ええ。魔力の最大出力で勝ったくらいで、アタシよりも強くなった気でいるアンタにはお灸きゆうが必要みたいだからね。変な期待をしてぬか喜びする前に、身の程を教えてあげるわ」

　語気を強めながら、蕾らい愛あは大鎌を召喚して構えた。

　大和やまとも、「アイアンマチェット！」と叫び、両手から赤く光るマグマを噴射するや、薄く延ばして固めて二本のマチェットソードを作り出した。

「言っておくけど、もう昔の俺じゃない。林業で鍛えた俺の鉈なたさばきを見せてやるよ」

「ほざいていなさい」

　憎しみすら滲にじむような声を最後に、蕾らい愛あが黙ると、真ま白しろがコールした。

「それでは、試合開始です！」

「先手必勝！」

　そう大和やまとが叫んで駆けだそうとした矢先、不意に鉈なたが蕾らい愛あ目掛けて引き寄せられた。

「なんだぁっ!?　うお!?」

　大和やまとの手からもぎ取られるように、マチェットソードは飛び出して、蕾らい愛あの手に渡った。

「はんっ、磁力使いのアタシに鉄のマチェットとか頭おかしいんじゃない？　ん、何これ？」

　勝ち誇る蕾らい愛あが眉を寄せたのは、秋あき雨さめから貰もらった星形のペンダントだった。大和やまとが前のめりになった時に、首から引き抜かれたらしい。

「ッ、返せ！」

　秋あき雨さめから貰もらった思い出の品であり、今となっては遺品とも言えるペンダントに、大和やまとは反射的に声を張り上げていた。

「なんかわかんないけど、大事な物みたいね。心配しなくてもすぐ返してあげるわよ。アタシがアンタを瞬殺してね！」

　ペンダントをポケットに入れ、蕾らい愛あが雷撃の体勢に入ると同時に、大和やまとは自身の周囲からマグマを細く噴き上げさせた。

　蕾らい愛あの紫電が、金切り声を上げて大気を駆け抜けた。大和やまとはノーガードだ。

　けれど、紫電が大和やまとに届くことは無かった。紫電は大和やまとの目の前で方向を変え、マグマだったモノへと吸い込まれていった。

　その正体は、地面を覆う合成ゴムを貫く鉄針だ。

　蕾らい愛あの顔に、動揺が走った。

「!?　まさか、避雷針!?」

「ご名答。鉄は磁力の影響を受けるし電気も通すけど、こういう使い方もできるんだぜ！」

　説明しながら、大和やまとは拳を突き出して爆炎を起こした。ヴォルカンフィストではない。爆炎の中からは、人の前腕ほどもある鉄の杭くいが撃ちだされ、蕾らい愛あに襲い掛かる。

「俺がいつまでも近距離戦しかできない奴やつだと思うなよ！」

「知っているわよ。アメリアとの戦いで見たもの！」

　蕾らい愛あの体に紫電が走ると、ヴォルガンは逸それて背後へ素通りしていく。蕾らい愛あは鼻で笑った。

「鉄が磁力の影響受けるの知ってて、鉄の弾丸撃つとか、やっぱり一芸馬鹿には何を教えても馬鹿のままね。真ま白しろ先生の苦労がしのばれるわ」

　嘲うかのように哄こう笑しようしながら、蕾らい愛あは大鎌を宙に浮かせると、モーターのように回転させた。大鎌は、カンフーの達人が操るヌンチャクのように蕾らい愛あの周囲を縦横無尽に飛び回った。

「さぁ、雷撃と違って、この子は避雷針じゃ防げないわよ！」

「ちっ」

　猟犬を解き放つようにして、蕾らい愛あは大鎌を飛ばしてきた。大和やまとはサイドステップで避けるも、大鎌は主人に忠実な猟犬よろしく大和やまとを追尾して、どこまでも追いかけてくる。

　空飛ぶ電気ノコギリ相手に、大和やまとはフィールドを駆け回り、逃げ回った。

　その姿に、蕾らい愛あはご満悦だった。

「ははは、いいわよ大和やまと、逃げろ逃げろー♪」

　だが、大和やまともただ逃げ回っているわけではない。要所要所で蕾らい愛あにヴォルガンを撃ち続け、牽けん制せいしていく。

「ふん、鎌をどうにもできないから本体を攻撃ってわけ？　でも、一発も当たっていないじゃない。馬鹿な上に学習能力も無いんじゃ、救いようがないわね」

　蕾らい愛あの言う通り、鉄のヴォルガンは全弾、彼女の電磁バリアに支配され、ことごとく軌道を逸そらされていく。

　上機嫌な蕾らい愛あは棒立ちのまま、一切の防御行動を取らなかった。

「くっ、ヴォルガン！」

「だーかーらー、アタシにはッ──」

　一発の鉄てつ杭ぐいが蕾らい愛あのみぞおちにめり込み、彼女から言葉を奪った。

　彼女の腹から煙を上げながら、鉄てつ杭ぐいは地面に落ちて、重々しい音を立てた。

　蕾らい愛あは悶もん絶ぜつしながらその場に膝を屈すると、黒く焦げた腹を抱えて動かなくなる。彼女の意思力が途切れたせいか、大鎌は突然コントロールを失い、地面に突き刺さって止まった。

　そこで、大和やまとはずっと我慢していた笑みを浮かべた。

「キュリー温度って知っているか？　鉄は七五〇度になると、磁性を失うんだぜ？」

　最初から強磁性を持った鉄を使い続け、蕾らい愛あにいいようにされていたのは、このためだ。

　案の定、大和やまとの作る金属は自分の磁力で支配できると誤認して、蕾らい愛あは警戒を怠った。

　──よし、勇いさ雄おの作戦通りだ。

　ベンチ席を一いち瞥べつすると、勇いさ雄おが満足げな表情で見守ってくれている。

　名参謀に頼もしさを覚えていると、蕾らい愛あが狂気すら感じる憤ふん怒ぬの表情で立ち上がった。

「こんの、大和やまとのくせに……ナメんなぁあああああああああ！」

　よろめく膝に手をついて、蕾らい愛あは全身に紫電をまとい叫んだ。

　地面に突き刺さった大鎌が、弾はじかれたように彼女の元へ帰る。それから今まで以上の速度で風切り音を軋きしらせていく。

　蕾らい愛あの必殺、ローレンツガンの発射態勢だ。

　彼女から発せられる魔力の波動は凄すさまじく、ローレンツガンの威力がうかがえる。魔力で強化した肉体でも、直撃を受ければ致命傷かもしれない。

「こいつは入学試験大会のチャチなモノじゃないわよ。喰くらいなさい！　アタシの全力を！」

　大和やまとは両手にマチェットソードを形成すると、二五〇〇度にまで加熱した。

「そんなマチェットがなによ！　鉄なんてアタシの電気熱で熔とかしてやるわ！」

　彼女の額から放たれた雷撃が、両手のマチェットを直撃した。熱で空気が急激に膨張して鼓膜に痛みが走った直後、マチェットがみるみる加熱されていくのがわかる。マチェットの握り部分は絶縁体かつ熱伝導率の低い石でコーティングされているから手は無事だ。一方で、剣身部分は電気熱の影響をモロに受けていた。

「くっ」

「そんなふにゃふにゃのマチェットで受け止められるもんなら受け止めてみなさい！」

　裂ぱくの気合いと共に、蕾らい愛あは大鎌による砲撃を放った。

　大気にオレンジ色の軌跡を焼きつけながら、全身にソニックブームをまとい迫る大鎌には、流石さすがの大和やまとも肝が冷えた。

　逃げ腰になって、重心が自然と背後へ傾きそうになる。

　──けど、勇いさ雄おなら生身のままでも眉一つ動かさないんだろうな。なら、ライバルの俺がビビるわけにはいかないよな。

　ライバル宣言をしていて良かったと思う。勇いさ雄おに向けた言の葉は強い言こと霊だまとなり、はからずも大和やまとに勇気を与えてくれた。これが共に高め合う、ということかと実感しながら、大和やまとは左右のマチェットを同時に振るった。

　刹那、大鎌は大和やまとと交差すると同時に、その身を三分割しながら大和やまとの背後へと吹き飛んだ。

「はっ？　え!?」

「悪いけど、こいつは鉄じゃない。地上最強の熱耐性を誇る融点三四二二度のタングステンだ。一五三八度程度で熔とける鉄とはモノが違う。電気熱でパワーアップしてくれてありがとうな。おかげで、楽に焼き切れたぜ」

「ッ」

　蕾らい愛あが瞠どう目もくする先で地面に転がる大鎌の破片は、その切断面が赤く熔とけていた。

　これも、勇いさ雄おの入れ知恵だ。

　鉄をキュリー温度まで加熱せずとも、アルミや銅、タングステンなど、最初から磁性を持たない金属を使えば、蕾らい愛あの電磁バリアの影響を受けない。

　だが、蕾らい愛あには、ギリギリまで大和やまとの情報を伏せておくために、あえて鉄しか作れない男を演じる必要があった。

　だから、大和やまとはわざとらしく鉄の鉈なた「アイアンマチェット」などと叫び、鉄使いであることを印象付けた。アメリア戦を目で見ていただけの蕾らい愛あは、大和やまとが生成できる金属の種類を知らないため、まんまと騙だまされたわけだ。

「どうする？　タングステンが地上最大の融点を誇る以上、俺のヴォルカンブレードで焼き切れない物はないぞ」

「だから何よ！　アタシから言わせれば、弾が増えただけよ！」

　負け惜しみを言うように蕾らい愛あはがなると、大鎌の破片を磁力で引き寄せた。そして、すぐさまローレンツガンとして放った。

「無駄だ」

　大和やまとは足元から、粘り気のあるマグマを噴出させた。

　三つの鉄塊は、マグマの壁に突き刺さると運動エネルギーを殺されてしまう。

　固体の壁なら、一度割り砕けばそれで終わりだ。けれど粘度の高いマグマは、貫通しきるその瞬間までまとわりつき、推進力を根こそぎ奪うのだ。

　マグマは大鎌を内側に折り畳み、地面に張り付きながら、小さなドーム型に冷え固まった。

「うそでしょ……」

　力無い無意識の声が、蕾らい愛あの口から洩もれた。

「これで、お前の武器は無くなった。俺に雷撃と電磁力は効かない。電磁誘導のローレンツガンは、弾が無い。完全に詰みだ」

　あの御みか雷ずち蕾らい愛あに勝てたことに内心、驚きながら、大和やまとは油断なく言い切った。

　今にして思えば、自分は彼女へ苦手意識があっただけなのかもしれない。

　緊張は人から本来の実力を奪う。自分は今まで、蕾らい愛あに勝てるわけがないと根拠のない思い込みで思考が停止していた。

　でも、先入観の無い勇いさ雄おが作戦を考えれば、ざっとこんなもんだ。

「……けるな」

　頭を上げた蕾らい愛あの顔は狂気に染まり、柳りゆう眉びを逆立て、両手から血が滲にじまんばかりに拳を震わせた。

「アタシが！　このアタシが！　大和やまとなんかに負けるわけがないんだ！　あんな奴やつに！　あんな一芸馬鹿に！　だってそうじゃない！　アンタはずっとそういう役回りだったじゃない！　なのに何でここにきて逆転するのよ!?　アタシよりもアンタのほうが才能があったって言うの!?　じゃあ今までのは何だったのよ!?　本当はアタシよりも強いのに弱いフリしてアタシを嘲あざ笑わらっていたの!?　違うでしょ!?　そうなら入学試験大会で負けるわけないじゃない！　そうよ！　アタシは天才！　アンタは凡才！　アタシが、最強なんだぁああああああああああああああああああああああ！」

　絶叫する蕾らい愛あの全身から紫電の光が迸ほとばしり、彼女を起点に稲妻は巨大化を続けた。

　彼女自身から雷鳴が轟とどろき、空気を震わせて大和やまとの肌を叩たたいた。

　まるで、生きた自然災害だ。

「もうよせ蕾らい愛あ！　お前の力は俺に通じないんだ！」

「まだよ！　まだ弾はある！　アンタの大事な大事な、このペンダントがね！」

　蕾らい愛あはポケットから星形のペンダントを取り出すと、両手の間に浮かべた。

「やめろ！　ペンダントが壊れちまう！」

「黙れ！　男がペンダントひとつに狼狽うろたえてんじゃないわよ！」

　蕾らい愛あの稲妻を注ぎ込まれた熱で、ペンダントはオレンジ色に発光し始めた。

　大和やまとの心は、焦燥感にかられた。

　秋あき雨さめの遺品が。秋あき雨さめが自分のために託し、そして今までアポリアを引き付けないよう守ってくれていたあのペンダントは、大和やまとにとっては秋あき雨さめの想おもいそのものだった。
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　だが、そんなことは知らない蕾らい愛あは、頭の血管から血を流さんばかりに力み、魔力を限界以上に引き出していく。

　それが、大和やまとに新たな焦燥感を与えた。

　真ま白しろの言う通り、魔術も身体機能の一部で、運動行為にたとえられる。限界以上に肉体を酷使すれば壊れてしまうように、魔術も限界を越えれば、心が壊れてしまう。

　それに、魔術使いが自分の魔術で傷つかないのは、魔力出力に応じた耐性を持つからだ。だから、限界以上の力を発揮すれば耐性が追いつかず、蕾らい愛あは自らの魔術で感電死してしまう。

「蕾らい愛あ！　それ以上出力を上げようとするな！　死ぬぞ！」

「馬鹿にするな！　この程度で死ぬほど、アタシはヤワじゃないわよ！」

　蕾らい愛あはムキになって、奇声を発しながら魔力を注ぎ込む。

「ッ、ばかやろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　大和やまとは、地面に魔力を殴り込んだ。フィールドの地下に火山活動を再現させると、周囲の地面がでたらめに噴火して、爆発が連続して起こった。

「な、なに!?　何よこれ!?　きゃ、いやああああああああ！」

　フィールド全体に地割れが起こり、大地が崩落した。

　足場を失った蕾らい愛あは魔術が解けて、坂を転がり、フィールド中央で土砂に埋まって、動かなくなった。

　後に立っていたのは、大和やまと一人だけだった。

　勝利の実感はない。けれど、これは実感が遅れているわけじゃない。

　プライドを砕かれ、苦しみ叫んだ蕾らい愛あの姿が頭から離れない。

　──俺は蕾らい愛あに勝ちたかったんだ。追い詰めたかったわけじゃない……。

　大和やまとの胸には、なんの達成感も無く、後味の悪さだけが残った。

　誰も笑っていない。喜んでいない。嬉うれしくもなんともない。

　この戦いに、勝者はいなかった。





◆






　しばらくして、蕾らい愛あは目を覚ました。

　巨大なクレーターの中央で、仰向けに寝かされた彼女は、自身を回復させている蜜みつ也やとＬＩＡリアに気づくと、二人を突き飛ばす勢いで跳ね起きた。

「ちっ、やるわね大和やまと！　でも、まだ勝負はここからよ」

　どうやら、彼女はまだ戦いが続いていると思っているらしい。

　そんな彼女を、大和やまとが同情的な想おもいで見つめていると、蕾らい愛あは表情を失った。

　大和やまとの背後には、ベンチから移動してきたクラスメイトが勢ぞろいしている。

　状況を見れば、勝敗は明らかだろう。

「負けたの……アタシが……大和やまとに……あり得ない……だって大和やまとは一芸馬鹿の落ちこぼれで、アタシとは……」

　膝を震わせ、辛つらい現実に怯おびえ、逃避しようとする蕾らい愛あへ、真ま白しろは言った。

「蕾らい愛あさん。君は、ニワトリは飛べるという雑学を知っていますか？」

「え？」

　戸惑う蕾らい愛あに、真ま白しろは優しい声音で、だけど淡々と告げた。

「ニワトリは家畜としての名前で生物学上の分類ではセキショクヤケイ。ペンギンやダチョウと違い、体に飛べる機能を備えた飛べる鳥で、稀き少しようながらも外国の野生種は普通に空を飛んでいます」

　真ま白しろの説明に、誰もが啞あ然ぜんとした。

　大和やまとも、そうなの？　と息を吞のんだ。

　ペンギンやダチョウと同じく【ニワトリは飛べない種類の鳥】。それは幼い頃から知られている日ひ之の和わ国の、いや、世界の常識、のはずだからだ。

　ニワトリが飛べる、なんて言えば、地球は平らだと主張するが如ごとく嘲笑を受けるだろう。

「しかし、狭い檻おりに閉じ込められ、肥え太らされ、飛ぶ機会を奪われ、いつしか本当に飛べなくなってしまう。そしていつか世間も飛べない種類の鳥なのだと思い込む。けれどニワトリにだって翼はあるんです。瘦せて鍛えて飛ぶ練習をすれば飛べるのです。それは人間も同じ。君は大和やまとくんを一芸馬鹿と侮あなどってきたようですが、彼にも、誰にでも、翼はあるのです。君と同じようにね」

「うぅ……ッッ～～」

　蕾らい愛あは震える膝をついて、その場で四よつん這ばいになり、声を押し殺した。

　彼女を神童と讃たたえてきた地元の人々が今の彼女を見れば、別人だと思うだろう。

　その姿はあまりにも痛々しくて、見ている大和やまとも辛つらい気持ちになった。

　大和やまとは、彼女をこんな姿にしたかったわけではない。

　なんだか悪いことをした気分で、罪悪感すらあった。

　──俺は、ただ蕾らい愛あの心を傷つけただけなのか。

「知っているわよ……そんなこと……」

　だから、蕾らい愛あの言葉に、大和やまとは驚かされた。

　蕾らい愛あは、怒りと悲しみが入り混じった涙声を絞り出した。

「アンタが強いことなんて、ずっとずっと前から知っていたわよ！　アタシは昔から全部一番だった！　けどアンタのヴォルカンフィストの威力だけは、アタシを越えていた！　アタシの一番をアンタが奪った、アンタが崩した！　アタシはアンタのせいで完璧じゃなくなった！」

　溢あふれ出だす熱い言葉は止まらず、蕾らい愛あは積年の想おもいを、泣き叫ぶように吐き出した。

「誰に勝っても！　どれだけ実績を積んでも喜べなかった！　アンタの存在がずっと頭から離れなかった！　だから自分に言い訳し続けた！　あんなのただの一芸馬鹿でシーカーになんてなれないって！　それを口にして周りに同意してもらうことで安心していた！　それでアンタが入試で落ちればアタシの完全勝利のはずだったのになんで入学してくるのよ!?　なんでこんな馬鹿みたいに強くなってんのよぉ!?」

　──そうだったのか……。

　彼女の告白で、大和やまとは全てを悟った。

　蕾らい愛あは、ずっと怖かったのだ。その不安を払ふつ拭しよくするために、大和やまとの事を馬鹿にし続けた。

　ちょうど、他人の粗探しをして弱点をでっちあげ自分より下だと見下し安あん堵どするように。

「蕾らい愛あさん。君が持つ魔術センスは、大和やまとくん以上です。しかし、本人にやる気がなければ、どんなに大きな翼もただの飾りです。空を飛ぶか家畜で終わるかは、君次第ですよ」

「…………」

　蕾らい愛あは何も言わず、その場で沈黙を守った。

　彼女の胸中がいかばかりか、大和やまとには推し量るべくもない。それに、勝者が敗者にかける言葉などあるわけもない。それでも、気まずくも言わなければならないことがあった。

「あのさ蕾らい愛あ、こんな時になんなんだけど、ペンダント返してくれるか？」

　蕾らい愛あは無言のままに手を開くと、ソレをそっと地面に置いた。

　ペンダントは熔とけて形が崩れていて、大和やまとは表情を曇らせた。

「先生、すいません」

　このペンダントは、真ま白しろにとっては父秋あき雨さめの遺品でもある。大和やまとは申し訳ない気持ちになって、謝罪の言葉が口を突いて出た。

　けれど、真ま白しろは優しい眼まな差ざしで口角を緩めた。

「気にしないでください。大事なのは気持ち。それはただの金属片ですからね」

「先生……」

　真ま白しろの言葉が、先祖伝来の山をただの盛り土と言った父、山やま彦ひこと重なった。

　気持ちが楽になり、大和やまとは幸せを嚙かみしめながらペンダントを首から下げた。

　その瞬間、言い知れない悪お寒かんに襲われた。

　それはみんなも同じらしく、誰もが空を見上げた。

　空に、黒いヒビが入っていた。

　ヒビは放射状に広がり、窓ガラスが砕けるように空の青が割れて、黒い孔あなが開いた。

「アポリア？　偶然近くを通っていましたか」

　真ま白しろの視線が、壊れたペンダントを捉えた。

　それで大和やまとも思い出した。自分は星属性で、アポリアを引き付ける体質だ。それをこのペンダントが抑えていたのに、自分はペンダントを失ったまま、全力で戦ってしまった。

　近くの次元をアポリアが通っていれば、気づかれても仕方ない。

　空の孔あなからは、灰色のヒトガタが際限なく飛び出して、雨のように落ちてきた。

　自分のせいで皆を危険に晒さらしてしまったことに、大和やまとは一瞬、後ろめたさを感じた。

　なのに、真ま白しろは能天気な声を漏らした。

「しかし出現位置が悪いですねぇ……よりにもよって、このメンバーの前に出現するとは」

　アメリアと十組の面々は、一斉に武器を召喚すると、闘争心に瞳を燃やした。

「では皆さん、実戦訓練です。あのアポリアたちを殲せん滅めつしなさい。競技場の外に逃げたアポリアは先生が倒しますが、先生が一体倒すごとに減点とします」

『はいっ！』

「あ、ただしＬＩＡリアさんと刀とう牙がくんは手を出さないでください。一撃で終わってしまうので」

　斬馬剣を担かついだＬＩＡリアと、クレイモアソードを手にした鬼き龍りゆう院いんは肩透かしを食らった表情で武器を収めた。

　あまりに緊張感のない光景に、大和やまとは思い出した。ここはシーカースクール。シーカーを目指す戦士たちが集まる場だ。つまり。

　──飛んで火にいる夏の虫、か。




　戦いは、あまりに一方的だった。

　勇いさ雄おの駆け抜けた後のアポリアたちは一体残らず長巻で首や胴を刎はねられ、アメリアはボイルドボムの乱れ打ちで片っ端からアポリアたちを水蒸気爆発で爆殺していく。

　宇兎うさぎは体の要所に装甲を、左手にはラウンドシールドを、右手にはロングソードを構築した女騎士の姿になると、アポリアたちを次々駆逐していく。剣を振るだけでなく、盾を使ったショルダータックルや盾を水平に振るってアポリアの顔面を打ち据えるシールドアクションの多彩さに驚かされた。

　蜜みつ也やも、どうやらアポリアに蜂の毒は有効だったらしい。敵の攻撃をかいくぐりながら、両手の指先に作り出した針で次々刺し殺していく。

　他のメンバーも、中には初うい陣じんに腰が引けている生徒もいるけれど、それをフォローして余る程の活躍を、多くの生徒が成し遂げていた。

　ただ一人、蕾らい愛あだけは、その場にうずくまったまま、動く気配は無かった。まるで心を失ったように事態を眺めるばかりだ。

　必然、大和やまとは彼女を守るように立ち回り、ヴォルカンブレードでアポリアを討伐していく。

　──今は落ち込んでいる途中だ。無理に戦わせても駄目だよな。

「蕾らい愛あ、魔力が回復するまでお前は休んでいろ。こいつらは俺らが片付ける」

　彼女のプライドを極力傷つけないよう、戦わない理由付けをして、大和やまとは言い含めた。

　反応は無い。これは重症だと思いながら、大和やまとは戦い続けた。

　アポリアは思ったよりも弱く、倒すのに苦労は無かった。

　余程の大軍に一人で囲まれなければ、負けることはないだろう。

　孔あなからは際限なくアポリアが落ちてくるも、地面に着地してから五秒と経たたず駆逐されている。一応、大和やまとを狙う個体が多いように思うが、大和やまとの元へ辿たどり着つく前に他の生徒に仕留められている。

　正直、まるで脅威を感じない。

　七年前のアポリアはネームドだったけれど、アポリアを一掃していくことで、自分の成長を強く実感できた。

「大和やまと、そっちはだいじょうぶ？」

「余裕だよ！」

　戦いの中、女騎士フォームの宇兎うさぎと鉢合わせして、大和やまとは明るく返事をした。

　宇兎うさぎに惹ひかれていることもあり、ちょっとカッコを付けた。

　とはいえ、この場の敵が全員大和やまとに殺到して来ても、倒せそうなのも事実だった。

　──雑ざ魚このネームレスたちは問題ないらしいな。問題はネームドたちだ。

　たとえば、七年前に自分を襲ったディルムッド。今の自分と奴やつが戦ったらどっちが勝つのか。そんなことを夢想する余裕すらあった。

　すると、まるで大和やまとの願いが具現化したように、空に新たな孔あなが空いた。

　そこから落ちてくるのは、十数体のネームドだった。ただの灰色のヒトガタではない。古今東西、あらゆる鎧よろい甲かつ冑ちゆうや戦装束が、細部まで再現されている。

　ただし、それほどの脅威は感じなかった。

　──あれは……中級か？

　アポリアは大きく分けて、二つの階級に分けられる。

　ただ人間という生物を模倣した灰色のヒトガタに過ぎないネームレス。これは雑兵のようなもので、一般人には脅威だが、シーカーなら倒すのに苦労はしない。

　もう一つが星の記憶を読み取り、過去に存在した特別に強い個人を模倣した、ネームドだ。

　けれど、【強い個人】にもピンキリがある。同じ英雄でも、歴史マニアでも知らないような武人Ａと、ヘラクレスのような大英雄では、強さには天地以上の差があるだろう。

　なので、ネームドの中でも誰を模倣したのかわからないようなアポリアは【中級】と呼ばれ、一段低く見られている。それでも、だ。

「ふむ、実戦経験の少ない皆さんがアレの相手をするのは危険ですね。ＬＩＡリアさん、アメリアさん、刀とう牙がくん、任せましたよ」

「「「はい！」」」

「先生、俺は？」

「大和やまとくんは蕾らい愛あさんとの戦いで消耗しているので、補欠です」

「あ、はい」

　ネームドたちはやや離れた場所に落下するも、近くの人間、いや、星属性である大和やまとのいるフィールドへと振り返り、まっすぐ向かって来る。

　中級といえど、ネームドの戦力はネームレス一〇〇人分とも言われている。けれど、ＬＩＡリア、アメリア、鬼き龍りゆう院いんの三人は、苦も無く戦い始めた。

　やはり、あの三人は別格だと、大和やまとは舌を巻いた。

　──今更だけど、アメリアだって俺一人じゃまるで相手にならなかったんだよな。蕾らい愛あと共闘して、しかも単純な力勝負に引きずり込んでの、薄氷の勝利だった。

　蕾らい愛あには勝ったものの、実力というより、単に魔術の相性が良かっただけだ。

　最高のシーカーになるには、誰が相手でも勝てなくてはいけない。そのためには、もっと地力を上げなければ。そんな使命感に燃えてきた。

　──俺は、秋あき雨さめさんの遺志を継いで、世界を救うんだから。

「先生、中級って、どこの誰を模倣したものかわからないんですか？」

　宇兎うさぎの問いかけに、真ま白しろは唸うなった。

「う～ん、ある程度の知能はあると言っても自己紹介まではしてくれませんからねぇ。外見だけではちょっと。名札でもつけて欲しいですよ」

「名札って……」

　宇兎うさぎが呆あきれる間も、真ま白しろはネームドの甲かつ冑ちゆうから、年代と国を割り出そうとしていた。

「ネームドは英雄の弱点も模倣しますから、外見や能力から、英雄を特定する観察眼は大事ですよ。カリキュラムにも、英雄学の授業があるでしょう？」

「そういえば……」

　──でも、死んだ英雄の力をどこまで模倣しているんだろうな。子供っぽいかもしれないけど、考え方によっては、死んだ過去の英雄と戦えるチャンスでもあるよな。

　実際、そうした設定の漫画は存在する。しかし、本物がいない以上、アポリアがどこまで実力を再現できているかは、怪しいものだ。

　戦いとは関係ないことを考え始めると、そんな大和やまとを𠮟責するようにして、空に新たな孔あなが開いた。

「この流れは、歴史に名を残した上級かもしれません。先生が相手をしましょう」

　真ま白しろが一本の和刀を召喚すると、案の定、孔あなからは恐ろしい程の魔力の波動が溢あふれてきた。

　魔力検知の苦手な大和やまとでも、それが鬼き龍りゆう院いんはおろかＬＩＡリアすらも超える存在だと分かった。

　宇兎うさぎも同じなのか、顔は緊張に引き締まり、額から一筋の汗を流している。

　──もしかすると、先生並みの相手かもしれないな。

　場合によっては自分も掩えん護ごに入れるよう、大和やまとは臨戦態勢に入り、孔あなを注視した。

「宇兎うさぎ、もしもの時は蕾らい愛あを頼む。今はお前の防御力が頼みだ」

「うん、任せて。わたしの鉄壁で、絶対に蕾らい愛あを守り切るよ」

　彼女の頼もしさに心強さと勇気を貰もらうと、ついに孔あなからアポリアが姿を現した。その風貌と威容に、真ま白しろと大和やまとは瞠どう目もくして、言葉を失った。思考すら、数秒止まっていたかもしれない。

　水色の髪をなびかせ、顔に青いラインの走った灰色の肌に、白ランを通したソレは、孔あなからゆっくりと地面に降り立つと、ガラス細工のように無機質な眼めで、こちらを見据えてきた。

　何な故ぜという疑問が頭に溢あふれて、大和やまとはすぐに自身の愚かしさを恥じた。

　──そうだ。ネームドは過去に存在した特別強い個人を模倣する。それこそ古代の英雄も含めて、時代を問わずだ。なら……ほんの数年前に死んだ、現代の英雄だって、模倣できるはずじゃないか！

「父さん……」

　果たして、大和やまとと真ま白しろの視線の先にいたのは、浮うき雲ぐも秋あき雨さめその人だった。

　大和やまとは今でも覚えている。あの髪、あの目、あの口、あの姿は、七年前に自分を救ってくれた浮うき雲ぐも秋あき雨さめ、その人だ。

「ッッ──」

　あれはアポリアの偽にせ者もので、秋あき雨さめではないと解わかっていても、大和やまとの心と体は、どう反応していいか分からなかった。

　しかし、真ま白しろの行動は早かった。

「ふっ、父さんの姿をコピーするとは不愉快な。しかし好都合。父さんの戦術を知り尽くす私に勝てるとお思いですか？」

　まるで自分に、そして大和やまとに言い聞かせるように語気を強め、真ま白しろは和刀を構えた。

　刹那、真ま白しろは一瞬でアキサメと距離を詰め、刃を交えた。

　とは言っても、アキサメは得物を持たず、魔力で強化した手の平で受け止めた。

　それでも、アキサメの手は無傷で、動じた風もない。

　二人は刀と手刀を、毎秒何十合と打ち合わせ、互いの命を奪い合った。

　アキサメは要所要所で大和やまとのように爆炎を使い、真ま白しろはあらゆる魔術で迎え撃った。

　金属の壁で攻撃を防ぎ、地面に氷を走らせ動きを止めてから、火炎をまとった斬撃をアキサメに打ち込む。

　アキサメの攻撃は真ま白しろに読まれ、ただの一発も直撃しなかった。

　──凄すごい。完全に真ま白しろ先生のペースじゃないか。これ、このまま勝つんじゃないか？

　偽にせ者ものの秋あき雨さめを倒そうとする真ま白しろに、大和やまとは胸を熱くして心の中でエールを送った。

「どうしました？　父さんはもっと強かったですよ？　やはり所詮は偽にせ者もの。心無き人形に、父さんの真ま似ね事ごとは荷が重いのではないですか？　これで終わりです！」

　真ま白しろが上段に構えた和刀から、次元を割るような衝撃波が放たれた。おそらく、刀に衝撃力そのものを付加しているのだろう。

　アレに触れられれば、ダイヤモンドでも粉々に割断されてしまうだろう。

　必殺の予感に大和やまとは息を吞のみ、趨すう勢せいを見守った。

　真ま白しろは裂ぱくの気合いと共に和刀を振り下ろした。だがその太刀筋が乱れた。

　アキサメは体を半身にひねり、必殺の一撃は空振った。代わりに、アキサメのカウンターが炸さく裂れつした。

　アキサメのボディブロウが真ま白しろの腹部を襲い、耳をつんざく爆ばく轟ごうが真ま白しろを吹き飛ばした。

「「先生！」」

　大和やまとと宇兎うさぎは思わず声をあげた。

　──くそっ！

　真ま白しろが回復する時間を稼ぐんだと、大和やまとは何も考えず飛び出した。

「……だ、だめです大和やまとくん……そいつは……」

　真ま白しろの心配を振り切り、大和やまとはヴォルカンブレードを手に、アキサメへ跳びかかった。

　──俺が勝てるなんて大言壮語はしねぇ。けど、俺が押さえていれば、きっと先生たちが何とかしてくれる！

　それは人任せではなく仲間への信頼。

　きっと蜜みつ也やが先生を治す。そして先生とＬＩＡリアと鬼き龍りゆう院いんが組めば、こいつを倒せる。大和やまとはそう信じていた。




　実戦で大事なのは連携、チームワークです。個々が特技を生かし、仲間のために役立とうとした時、チームは無敵になれるんです！




　真ま白しろがくれた言葉を胸に、大和やまとはアキサメに肉迫した。

　鉄の沸点を越える、三〇〇〇度のヴォルカンブレードを、アキサメは手の平で受け止めた。

　だが、ヴォルカンブレードはもう一本ある。

　右手の一撃を止められると、大和やまとはすかさず腰を捻ひねり、左手のヴォルカンブレードを振るった。そちらも防がれるが、そうすれば、左とは交代に引かせた右手で再度、鉈なたを振るう。

　左右の大おお鉈なたを縦横無尽に振るい、大和やまとは極上の樹木を相手にするが如ごとく、アキサメに伐採の連撃を叩たたき込んでいく。

　すると、思いのほか、大和やまとでも戦えた。

　同じ星属性のためか、アキサメが魔術の予備動作に入ると手札が読めた。

　アキサメが地面から噴火を起こそうとしてくるたび、ターンステップで背後に回り、拳から爆炎を放とうとしてくるたびに、鉈なたで手を払ってやる。

　アキサメが廻まわし蹴りの体勢に入った。きっとイラプションアーツだろうと、大和やまとは回避ではなく、蹴りの軌道にヴォルカンブレードで斬りかかった。

　次の瞬間、アキサメはヴォルカンブレードの斬撃へ、推進力たっぷりに自らのスネを叩たたきつける結果となった。アキサメのスネから血煙が上がった。

　──よし！　俺でも戦えている。でも、先生も最初は優勢だったのに、突然動きが悪くなった。何か、特殊な攻撃でも仕掛けてくるのか？

　調子に乗りそうな自分を抑え、大和やまとは警戒しながらも、攻め手は休めなかった。

　その警戒心が、大和やまとに必殺の機会をもたらした。

　アキサメの攻撃が空振り、首がガラ空きになった。

　今、渾こん身しんの一撃を叩たたき込めば、致命傷を与えられる。

　大和やまとを誘うための餌の可能性もあったが、そこまで警戒してはチャンスを失う。

　逡しゆん巡じゆんは一〇〇分の一秒以下に抑え、大和やまとは容赦なく致命の一撃を振るった。

「あの時の少年か？」

　──は？

　大和やまとの心と手は凍り付き、ヴォルカンブレードは力を失った。

　アキサメは、無機質な瞳でじっとこちらを見据え、僅かにくちびるを動かした。

「この子はアポリアの狙う星属性……私が鍛えよう……真ま白しろ、私の身に何かあったら、私の代わりに彼のことを頼む……名前は草くさ薙なぎ大和やまと、まだ小学三年生だが、七年後にはきっとシーカースクールを受験するだろう……」

「秋あき雨さめさん？」

　多少の知性どころじゃない、アキサメは、生前の記憶を保持していた。それではまるで。

　──本人じゃないか！

「大和やまと！」

　宇兎うさぎの悲鳴に大和やまとが我に返ると、既にアキサメの拳が腹にめり込み始めていた。

　大和やまとが七年間、一日も休まず練習した技、ヴォルカンフィストが自身に炸さく裂れつして、大和やまとの意識は吹き飛んだ。





◆






　爆炎に巻かれながら、数十メートルも吹き飛んだ大和やまとが地面に転がると、アキサメは頭かぶりを振った。

「…………ふむ」

　アキサメが大和やまとの元へ行こうとすると、一人の男が立ちはだかった。

「悪いが、ここは永遠に通行止めだ」

　真ま白しろと大和やまとを屠ほふったネームド相手に怯ひるまず、敢然と拳を握るのは獅し子し王おう勇いさ雄お。魔力の無い、生身の人間だ。

　アキサメは、勇いさ雄おのことをためつすがめつ、品定めをするように眺めると、無感動な言葉をこぼした。

「魔力が無いな……食べるに値しない……退け」

「断る！」

　勇いさ雄おの行動に、アキサメは理解ができないのか、首を傾かしげた。

　対する勇いさ雄おは、ニヒルな笑みを浮かべながら、闘争心で心は熱く、理性で頭は冷静に冷やしていく。

「悪いが、彼は私のライバルなのだ。故に、彼との決着がつくまで、彼に死なれては困る！　草くさ薙なぎ大和やまとは守る。たとえ私の命に代えてもなぁ！」

　その覚悟をスイッチに、勇いさ雄おは【自身と調和】した。

　人は、自身の身体からだを好きには操れない。消化器官や心臓はもちろん、頭の中のイメージ通りに運動することすら容易ではない。

　だが、自身との調和を成した時、勇いさ雄おは全ての筋肉、臓器、神経を、【一ミリ】【一度】【一ミリ秒】単位の精度で動かせた。

　──アドレナリン！　エンドルフィン！　テストステロン最大分泌！　筋肉のリミッター完全解放！　消化器官への酸素と栄養供給をカット！　全血液、酸素と栄養を筋肉へ集中！

　その身体機能は最も早はや、霊長類を超えて、大型猛獣のソレだった。

　今の勇いさ雄おなら、全陸上競技の世界記録をたやすく塗り替えられるだろう。

「さぁ来るがいい。貴様など、私のヒヨコパンチで十分だ！」

　直後、視界は暗転して足は地面を見失い、勇いさ雄おは前のめりに地面に倒れた。

「……なんだ……この腐敗臭は……」

「硫化水素、火山性の毒ガスだ……独り相撲は独りでやるがいい」

　不撓不屈ふとうふくつの拳けん勇ゆう、獅し子し王おう勇いさ雄おの戦意は踏みにじられ勇いさ雄おは己の不ふ甲が斐いなさに慟どう哭こくした。

「勇いさ雄お！」

　すかさず、蜜みつ也やが駆けつけ、勇いさ雄おをその場から引き離しながら、回復魔術をかけた。

　その間も、勇いさ雄おはかすむ視界の中、歯を食いしばった。

　勇いさ雄おは、草くさ薙なぎ大和やまとという男のことが好きだった。非才の身でありながら諦めず己を磨く様には共感できたし、魔力の無い勇いさ雄おを笑わなかった。そして、勇いさ雄おが前衛を担当してくれたら俺等はいいチームになると、そして、自分のライバルになってくれと言ってくれた。

　心から幸福だったし、大和やまとの盟友であり続けたいと願った。なのに、自分はその友の窮地に何もできないのか。骨肉を砕き、文字通り粉骨砕身の努力をして積み上げてきたものが通じないのではなく、発揮させてももらえない事に、勇いさ雄おは心の中で男泣きした。

　だが、その意志を引き継ぐ女子がいた。




　宇兎うさぎが、毅き然ぜんとアキサメの前に立ちはだかり剣と盾を構えた。

「……お前は魔力が高い……喰くうに値する」

　宇兎うさぎは、魔力で特に肺を強化しながら、固く決意した。

　──先生や大和やまと、勇いさ雄おが敵かなわなかった相手。わたしに勝てる可能性なんて万に一つもない。だけど、ここで退くことなんてできない！　わたしは、大和やまとから蕾らい愛あの事を任されたから！

　アキサメは、この場の全員を殺すだろう。なら、今ここでアキサメを止めなければ、蕾らい愛あも危ない。

　魂を震わせて、宇兎うさぎは自身の限界に挑んだ。

　──きっと、この人の攻撃は超硬合金でも防げない。なら、伝説に頼るしかない！

　かつて、真ま白しろに言われたように、宇兎うさぎは現代には存在しない、伝説の金属を想おもい、魔術を発動させた。高次元の物質の生成に、宇兎うさぎは体の底から生命エネルギーを奪われるような虚脱感に襲われるも、鋼の闘争心で背筋を伸ばした。

　彼女の全身を包む鎧よろいがパージされて光の粒子へと変わり、新たな鎧よろいが構築されていく。

　白と黒のマーブル模様が特徴的なその金属は、宇兎うさぎの全身を包み、さらに成長して、彼女を巨人へと変えた。

　全長二メートルを超える大おお鎧よろいの胴体部に乗り込み、宇兎うさぎはタワーシールドを構えた。

「モード・ヴァルキリー！　来るなら来て！　わたしは望もち月づき宇兎うさぎ！　鉄壁のシーカーだよ！」

　アキサメの容赦ない蹴りが、タワーシールドの中央に激突した。

　まるでトラックに跳ね飛ばされたような衝撃が宇兎うさぎの全身を襲うも、鋼の足は地面を削りわだちを作りながら、耐え抜いた。タワーシールドも、健在だ。

　彼女が構築した金属は【ダマスカス鋼】。その強度はあらゆる金属を凌りよう駕がし、ダマスカス鋼で作り上げたダマスカスソードは、同じダマスカスの盾でなければ防げなかったと謳うたわれた。

　一説によれば、分子がカーボンナノチューブ構造を作っていると言われているが、詳しいことは分からない。

　中世において、中東世界に実在し、のちに製造方法が失伝した、人工の伝説鋼である。

　──よし、これなら耐えられる！

「わたしはタンク！　みんなを守る壁になることが、わたしの仕事！　ネームドなんて、怖くないんだから！」

　ふと、アキサメはタワーシールドに触れた。殴るわけでもなく、宇兎うさぎは何をするつもりかと思った矢先、肺が破裂したような激痛に襲われて口から血が溢あふれ、膝から崩れ落ちた。

　脱力し、動かない体で宇兎うさぎは自問した。

　──何……今のは？

「盾越しに、地震の振動エネルギーを直接体内へ送った……お前は後で食べよう。今は、星の力が優先だ……あれを食べれば、ネームドを増やせる……うん、それが優先、だ」

　宇兎うさぎの頰を、熱い雫しずくが伝う。大和やまとに託された想おもいを守れず、無様に血を吐いている自分が情けなくて、そして、悔しかった。

　これが無力ということかと、宇兎うさぎの涙はとめどなく溢あふれ、止まらなかった。




「宇兎うさぎ！」

　蜜みつ也やは、回復中の勇いさ雄おを抱えたまま宇兎うさぎに駆け寄り、両手で二人の体を同時に回復させ始めた。その間にも、アキサメはどんどん大和やまととの距離を詰めていった。

　だが、蜜みつ也やにはどうにもできなかった。いや、してはいけなかった。今、勇いさ雄おと宇兎うさぎの治療をやめれば、二人は死んでしまうかもしれない。二人の回復が終わったら、真ま白しろを回復させなくてはいけない。

　骨折なら十秒で治せる真ま白しろだが、内臓の治癒は骨の数十倍以上の時間がかかる。真ま白しろ自身も自己治癒に努めているだろうが、蜜みつ也やの助力が必要だ。

　──僕が死んだら、手の空いている回復役がいなくなる。僕はヒーラーだ。蛮勇で玉砕しちゃ駄目だ。けど……。

「くそっ、なんで僕の適性は蜂なんだよぉ！」

　仲間の為ために戦えない悔しさと、けれど誰かが回復しなければ仲間が死んでしまうジレンマに苦しみながら、蜜みつ也やは涙を流した。




　迫るアキサメに、蕾らい愛あは恐怖した。

　来る。真ま白しろを、大和やまとを、勇いさ雄おを、宇兎うさぎを瞬殺した悪魔が。次は自分だ。自分がああなるんだ。そう考えるだけで、蕾らい愛あは恐怖で指先ひとつ動かせず、なのに呼吸だけは過呼吸とも言える程に激しく、あごまでカチカチと歯を鳴らし始めた。

　アキサメの一歩は処刑台への一歩であり、蕾らい愛あは現実逃避するしかなかった。

　──助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて誰か助けてヤダヤダヤダ死にたくない死にたくない死にたくない何で誰も来ないのよ、ここシーカースクールでしょ、他の先生たちは何やってんのよ！

　膀ぼう胱こうから尿が漏れて、地面に黒い染しみを作る。人は真に恐怖した時、尿意もなく、勝手に流れ出すようにして漏らすのだと知った。

　数秒後、ついに、アキサメの足が目の前に迫った。

「ヒィッ！」

　そして、素通りした。

　──……へ？

　幸か不幸か、蕾らい愛あは無視された。

　アキサメにとって、最優先事項はあくまでも星属性の大和やまとだ。最終的には蕾らい愛あも殺すが、それはいつでもできることだ。

　命拾いしたことに、寿命が延びたことに、蕾らい愛あは心の底から安あん堵どして涙を流した。

　だが、ふと冷静になったことで、あることが気になった。

　これから、アキサメは何をする？

　決まっている、大和やまとを殺すのだ。

　理由は知らないが、アキサメの言葉から察するに、大和やまとを殺したいらしい。

　それがどれほどのことか、蕾らい愛あにもわかる。

　蕾らい愛あは大和やまとのことが嫌いだが、死ねばいいと思っているわけではない。ただ、ちょっとこらしめて、自分の方が強いとマウントを取りたかっただけだ。

「誰か」

　助けを求めて、周囲を見渡した。けれど、他の生徒は皆、別のアポリアたちにかかりきりだった。

　ＬＩＡリアと鬼き龍りゆう院いんでさえ、ネームドたちを圧倒してはいるが、殲せん滅めつに一分はかかるだろう。

　今、動けるのは、大和やまとを助けられるのは、自分だけだった。自分が動かなければ、大和やまとは確実に死ぬのだ。それでは、自分が殺したようなものではないか。

　心臓が締め付けられるような重圧を押し殺すように、蕾らい愛あは固く目をつぶった。

　──でも仕方ないじゃない。アタシ弱いんだから。武器だって無いし。あんなバケモノみたいな奴やつに勝てるわけが……ないんだから……。

　その時、蕾らい愛あの脳裏に浮かんだのは、そのアキサメ相手に自ら戦いを挑んだ、大和やまとの姿だった。真ま白しろが敗北した直後に、彼は迷うことなく飛び出した。

　そういえば、彼が真ま白しろにスカウトされたのは、他人を守るためにその身を投げ出す勇気だったなと、蕾らい愛あは思い出した。

　でも、自分だって言われたはずだ。アポリアに立ち向かう勇気だけは合格だと。

　真ま白しろの言葉がフラッシュバックして、とある恐怖が、彼女を奮い立たせた。




「駄目な子なんて、世の中に一人もいません。みんな同じ人間。身長や顔立ちなど、外見に多少の違いはあっても、体や脳のう味み噌その構造は皆、同じです。そこに根源的な差などあるはずもない。違うのは【やるかやらないか】【やる気があるかないか】【知っているか知らないか】そして、【仲間がいるかいないか】。それだけです」

「蕾らい愛あさん。君が持つ魔術センスは、大和やまとくん以上です。しかし、本人にやる気がなければ、どんなに大きな翼もただの飾りです。空を飛ぶか家畜で終わるかは、君次第ですよ」




「ッッッ待ちなさいよ！」

　蕾らい愛あが声を張り上げると、アキサメは振り返った。

「ニンゲンは……とことん死にたがりらしいな……」

「わかっているわよ！　アンタに敵かなわないなんてことぐらいねぇ！」

　勢いで恐怖を振り払うように、蕾らい愛あは喉を嗄からさんばかりに叫んだ。

「けど！　ここで戦わないと！　アタシは一生大和やまとに勝てない！　真ま白しろ先生に、勇気だけは合格だって言われたのに！　それも無くなったら何も残らない！　そんなの、死んでも死にきれないじゃない！　アンタは大和やまとに代わってアタシが倒す。そして、みんなを守ってやるわ！　アタシは雷帝御みか雷ずち蕾らい愛あ！　いずれ、全シーカーの頂点に立つ女よ！」

　文字通り、蕾らい愛あは全身全霊、己が全てを込めた雷撃を放った。耳をつんざく轟ごう雷らいが、アキサメを飲み込んだ。

「いっけぇええええええええええええええ！」

「これで全力か？」

　紫電の光の中を、アキサメはこともなげに踏破して、目の前に立っていた。

　彼にとって、必殺の雷撃はそよ風も同然だとでも言うのか。

　それでもなお、蕾らい愛あは放電を続けるも、魔力が尽きて紫電は途切れた。

　元から、大和やまととの戦いで魔力を消耗していた。

　これが、今の彼女の限界だ。

　そして相手は、真ま白しろ曰いわく、一部の界かい隈わいでは最強議論で名前が挙がる、最強のシーカーだ。

「無意味な十秒だったな。潔いさぎよく死ね」

　漂白されたように酷薄な声音に、蕾らい愛あは今度こそ力無く崩れ落ちて、目からとめどなく涙が溢あふれた。やはり自分には無理だった。自分は無力で弱い小娘だった。あれだけ息巻いて死力を尽くしておきながら、倒すどころか十秒足止めしただけだった。自分は何もできず、ここで虫けらのように殺されるのだという現実に打ちのめされて、蕾らい愛あは泣きじゃくった。

　目の前でアキサメが右腕を振り上げ、その手に赤と黒の渦が混ざり合った、灼しやく熱ねつの業ごう火かを宿した。

「やめなさい！　私の生徒に手を出すな！　貴方あなたの相手は私です！」

　だが、真ま白しろの言葉は、アキサメには届かなかった。

　数秒と経たたず、自分は死ぬ。その事実に、蕾らい愛あは感情を吐き出した。

「いや……助けて……誰か、誰かぁ……助けてよぉおおおおおおおおおおお！」

　アキサメの右腕が肩から地面に落ちて、爆炎と共にアキサメが消し飛んだ。代わりに視界を独占したのは、世界最高のヒーロースマイルの輝きだった。

「助けに来たぜ。平和のお兄さんが、ラブ＆ピースと共にな」

「やまと……」

　蕾らい愛あの両目から溢あふれる涙は、一瞬で安あん堵どのソレに代わった。
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　アキサメの一撃で気絶した後、大和やまとは、不思議と外の音が聞こえていた。

　体の感覚は無く、死んだと言われても信じられた。

　けれど大和やまとは知った。勇いさ雄おが自分とのライバル関係を重んじて戦い敗れたことを。宇兎うさぎが、自分との約束を守るために戦い敗れたことを。蜜みつ也やが皆を救おうとしていることを。真ま白しろが、なおも皆を守ろうとしていることを。

　そして、蕾らい愛あが自分の代わりをしてくれたことを。

　そのつど、胸の奥には力強い鼓動が宿った。

　おぼろげだった意識は加速し、熱が、力が全身の隅々にまで伝わっていく。

　真ま白しろがくれたたくさんの言葉と想おもいが、頭の中を巡った。

　高め合うライバルが、支え合う仲間が、導いてくれる師匠が、自分を強くしてくれた。

　その仲間たちが自分のために戦ってくれた。




「一〇たす一〇が一〇〇にも二〇〇にもなる友達を作ること、それがシーカー、いえ、人間にとって一番大切なことなんですよ」




　真ま白しろの言う通りだ。一番大切なのは、助けたい仲間、助けてくれる仲間だ。

　その仲間の泣き声が、大和やまとの耳に届いた。

「いや……助けて……誰か、誰かぁ……助けてよぉおおおおおおおおおおお！」

　恐怖に震えた声と、涙の流れる音が、大和やまとの魂を震わせた。震えた魂が心を加熱し、精神が肉体を超越していくのが解わかる。

　熱い。熱情を超えた激情がエネルギーとなり、大和やまとは心の中で叫んだ。

　──俺の仲間を、泣かせるなぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！

　気が付けば、全衝動を込めて、アキサメの右肩にヴォルカンブレードを叩たたき込んでいた。

　目を剝むきながら振り返るアキサメの腹に、今度はこっちが渾こん身しんのヴォルカンフィストを叩たたき込み、力の限りぶっ飛ばしてやった。

　そして、大和やまとは自然と、かつて自分を救ってくれた秋あき雨さめと同じセリフを口にした。

「助けに来たぜ。平和のお兄さんが、ラブ＆ピースと共にな」

「やまと……」

　蕾らい愛あの表情から恐怖が抜けて行くのを確認して、大和やまとは言った。

「感謝するぜ蕾らい愛あ。お前が作ってくれた十秒で、みんなを守れる」

　途端に、蕾らい愛あの表情が変わった。

「感謝って……アタシのこと、馬鹿にしているの!?」

「馬鹿にしてなんかいないさ。嬉うれしいんだよ。お前が、みんなのために戦ってくれてさ」

　自分でも驚くほど穏やかな心の大和やまとと違い、蕾らい愛あはなおも涙ながらに取り乱した。

「うるさい！　フザケんな！　何で助けたのよ。アンタに助けられたらアタシ、二度とアンタに勝てないじゃない！　アンタに助けられた負い目をずっと背負って生きなきゃいけないじゃない！」

「何が負い目だよ。誰かに助けられるのが恥なら、誰だって赤ん坊の時に恥はじ塗まみれだよ」

「うっさい！　アンタに助けられるくらいなら、死んだほうがましよ！　何でよ！　何で、何で助けたのよぉ！」

「そんなの……お前が辛つらそうだったからに決まってんだろ！」

　蕾らい愛あへ焼き付けるように、大和やまとは強い想おもいを浴びせた。

「昔、アポリアに襲われたときの俺もそうだった！　辛つらくて苦しくて怖くて、だけど誰も助けてくれないってのがどんな気持ちか知っている！　だから俺は、そうした人を全員助けたいんだ！　それが、俺がシーカーになった理由だ！　だからどこの誰でも関係ない！　俺は助けを求める人を助ける！　それが仲間ならなおさらだ！」

「何が仲間よ！　アンタ、アタシのこと大嫌いでしょ！　ずっとアンタのこといじめてたんだから！　馬鹿にしてきたんだから！」

　負けじと蕾らい愛あも怒鳴り返してくるが、大和やまとは退かずに、子供の喧けん嘩かのように、さらに言葉を返した。

「そうかもしれない！　お前はいっつも自分勝手でわがままで！　自分が一番じゃないと気が済まなくて昔からことあるごとに俺のことを馬鹿だ馬鹿だって馬鹿にして！」

　自分の悪事を指摘されて、みるみる怯ひるんでいく蕾らい愛あに、大和やまとは「だけど！」と言った。

「嫌いな奴やつだから助けないって考え方が、俺は嫌いだ！」

「ッ……ッ……」

「それにさ……俺はたぶん、お前が思っている程、お前のこと嫌いじゃないぜ」

　大きく目をしばたたかせる蕾らい愛あに、大和やまとは息をついてから、ゆっくりと胸の内を吐露した。

「お前は自分勝手だけど、それ以上に強くて、カッコよくて、お前の力を見るたびに思ったんだよ。きっとこいつなら山ほどのアポリアを倒して、両手じゃ抱えきれないぐらいの人たちを助けてくれるんだろうなって。俺も、蕾らい愛あみたいに魔術が上う手まくなりたいなって」

　──そうだ、だから、アメリア相手に弱気になっているのが癪しやくに障さわったんだ。情けない蕾らい愛あなんて、見たくなかったから。

　それは、作家が商売敵の作品の虜とりこになってしまう感情に近いかもしれない。蕾らい愛あには馬鹿にされてきた。でも、それ以上に、彼女の才能に、大和やまとは魅せられていた。

　大和やまとの告白に、蕾らい愛あは戸惑っているらしく、視線を泳がせた。すると、視界の奥でアキサメが跳び起き、こちらに向かって来るのを確認して、大和やまとは蕾らい愛あから離れた。

「ゆっくり話している暇はなさそうだな」

「待ちなさいよ大和やまと、アンタ殺されるわよ！」

「安心しろ、勝算ならある！」

　──そうだ。ヒントは先生がくれた。

　ヴォルカンブレードの先端の形状を細く形成しながら、大和やまとは再びアキサメと激突して、激しく切り結んだ。

　──ネームドは、弱点込みで英雄をコピーする。アキレウスならカカト、ジークフリートなら背中って具合にな。なら、秋あき雨さめさんの弱点は？　答えは、肩けん胛こう骨こつの刺し傷だ。

　秋あき雨さめは生前、ディルムッドのネームドから不治の攻撃を受けて、背中と肺に穴が開いたままだった。焼き潰すことで強引に塞いではいるものの、骨は治っていないはずだ。

　なら、きっとこのネームドの背中にも槍やりの刺し傷がある。そこが、弱点だ。

　右腕を失ったアキサメは、明らかに戦力が落ちている。手数が半分なだけでなく、スピードも落ちている。右腕の断面は焼き潰れて出血こそ止まっているが、ダメージは深刻だろう。

　アキサメの左フックを避けて、ヴォルスターによる高速ターンブーストで、左側から背後へと回った。

　大和やまとのヴォルカンパンチで上半身の白ランが焼け落ちたアキサメは背中が丸見えだった。右肩けん胛こう骨こつの辺りには、思った通り、七年前についた槍やりの刺し傷が、そのまま残っていた。

　攻撃が空振り、体勢の崩れた今、アキサメの背中はガラ空きだった。

　──ここだ！

　狙いを定めて、大和やまとは先端を細く形成したヴォルカンブレードを突き出した。

　右肩けん胛こう骨こつから肺を貫通して、内臓から爆炎で焼き払う。それで、この秋あき雨さめモドキにトドメを刺せる。

「ッッ……」

　だが、イラプションアーツにより、あらぬスピードで振り返ったアキサメの拳が、大和やまとの左肩を打ち抜いた。

　骨が折れる激痛に顔をしかめながら、大和やまとは吹っ飛んだ。

　地面に背中から叩たたきつけられて、精神に楔くさびを打ち込むような激痛に歯を食いしばった。

　──ぐぁっ……ッ、駄目だ。できない！

　今の反撃は、大和やまとの攻撃が一瞬遅れたのが原因だ。

　何な故ぜ攻撃が遅れたか。秋あき雨さめと同じ姿を攻撃するのが忍びなかったのではない。背中の傷を攻撃するのが忍びなかった。

　あの傷跡は、秋あき雨さめが大和やまとを救ってくれた証あかしだ。

　七年前のあの日、大和やまとを背中に背負って飛行機の元まで飛ぶ中で、大和やまとは目の前の傷跡を目に焼き付けていた。

　秋あき雨さめが、自分を守ってくれた証あかし。あんなに嫌いだったシーカーが、自分を守るために、その身を投げ出してくれた。

　大和やまとはあの傷に励まされ、勇気を貰もらった。

　あの傷に、シーカーになると誓った。その傷を、たとえ偽にせ者ものであったとしても攻撃なんてできなかった。自分を救い、そのせいで死んだ恩人の弱点に付け込むなどしたくはなかった。

　そう思った直後、後悔の念が津波となって襲ってきた。

　──くそっ。違うだろ！　何やっているんだよ。俺は……。

　くだらない感傷に浸って、蕾らい愛あたちの努力を無駄にして、みんなを危険に晒さらした。これで最高のシーカーになるなんて、笑わせる。

　アキサメが、変わらず自分を狙っているのが唯一の救いだが、自分を殺した後、アキサメは皆を殺すだろう。左肩の骨が折れた体で、また背後を取るのは不可能だ。完全に詰みだ。

　──最初といい、今度といい、俺は何度同じ失敗を……せっかく蕾らい愛あたちが……。

　折れた左肩の痛みに耐えながら、自分で思い出して、大和やまとは気づいた。

　──待てよ。そういえば最初の時、あいつ、俺に反応したんだよな？　その前も、真ま白しろ先生に反応していた。なら、もしかして。

　大和やまとは上体を起こして、立ち上がった。

　そして、肩の激痛を意志力で強引にねじ伏せながら、あるものを手に握った。

　こちらに疾走してくるアキサメに、大和やまとはソレを突き出した。

「ほらよ！　こいつを見ろ！」

　それは、秋あき雨さめの遺品である星形のペンダントだった。熔とけかけてはいるが、まだ、なんとか形状は識別できる。秋あき雨さめの観察眼なら、それが自身の持ち物だと、判別できるはずだ。

「……これは、技術開発局に作らせた。そうだ、そしてあの少年に、渡した」

　案の定、ネームドは、コピー対象の記憶に引きずられて、自身にゆかりのあるものを目にすると、意識を奪われるようだ。アキサメが、都合よく大和やまとと真ま白しろのいるこの学園の近くにいたのも、もしかするとそれが原因かもしれない。

　別次元からこの世界を監視しているアポリアなら、有り得る話だ。

「ばかやろう。ソレをくれたのは秋あき雨さめさんだ。てめぇじゃねぇんだよ！　この偽にせ者ものがぁ！」

　残った右手でペンダントと、ありったけの情熱パトスを固く握り込み、金剛の決意で肘を引くと、大和やまとは全身全霊の闘志を迸ほとばしらせながら、必殺の間合いに踏み込んだ。

「!?」

　大和やまとが最後に選んだのは、七年間、ただの一日も休まず鍛えた、彼の生き様を象徴する技。

「ヴォルカン──フィストォォオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　アキサメが正気を取り戻すコンマ一秒前に、大和やまとの鉄拳ならぬ星せい拳けんが、顔面に炸さく裂れつした。

　指向性の爆炎と衝撃波がアキサメの顔面を打ち抜き、体ごと競技場の壁まで吹っ飛ばした。

　アキサメは悲鳴も上げず、競技場の壁に激突して貫通し、そのまま客席に倒れ、沈み込んでいく。別の次元に、逃げ込む気だ。

　他のアポリアたちも、空へ飛び上がり、孔あなから別次元へ逃げていく。

　ここで逃がしちゃ駄目だ。

　それは分かっているが、もう、大和やまとにはアキサメを追うだけの力が残っていなかった。

　消耗しきった肉体を心で凌りよう駕がして、歩くような速度で駆けるが、とうとうアキサメの体は黒い孔あなの中に消えて、次元の入口も閉じてしまった。

「ッ……くそっ、逃がしたか……」

「大和やまとくん」

　振り返ると、真ま白しろが蜜みつ也やたちに肩を貸してもらいながら、こちらに向かって来るところだった。

「先生……」

「閉じた才能……開花しましたね。見事な初うい陣じんでしたよ」

　真ま白しろはにっこりと笑い、その笑顔に、大和やまとは気が付いた。

　自分は今、ネームドの中でも上級の、浮うき雲ぐも秋あき雨さめをコピーしたアポリアを退けたのだ。一年生であることを考えれば、快挙だろう。

　胸に広がる充実感に、大和やまとは大きく、力強く、笑顔で頷うなずいた。

「はい！」

　それから、決意表明のようにして、大和やまとは真ま白しろを見上げて宣言した。

「先生、あのアポリアは、俺が倒します！」

　しかし、真ま白しろは控えめに首を横に振った。

「いいえ、それは私の仕事です。君に、恩人を殺すような真ま似ねはさせたくありません」

「それを言うなら、先生は親殺しでしょう。たとえ偽にせ者ものでも、親子で殺し合うなんて駄目ですよ。だから、あいつは俺が倒します。俺は浮うき雲ぐも秋あき雨さめの遺志を継ぐ男ですから。先代越えは次世代の義務でしょう？　そして、秋あき雨さめさんを越える最高のシーカーになります。それが、俺の夢ですから」

　大和やまとの決意に、真ま白しろの目に涙が浮かんだ。

「大和やまとくん……私は、君の先生になれて幸せですよ」
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　翌日の木曜日。朝のホームルームで、大和やまとは度肝を抜かれていた。
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「というわけで、今日からうちのクラスに編入することになりました、アメリア・ハワードさんです！　皆さん拍手ぅ♪」

　手を叩たたく真ま白しろの前、教卓の横には、一組エースのアメリアが背筋を伸ばして、澄まし顔で佇たたずんでいた。

「いや、お前、一組はいいのかよ？　あそこはエリートが集まる場所なんだろ？」

　大和やまとの指摘に、だがアメリアはどこ吹く風だ。

「フン、真のエリートとはこのワタシだけ、唯一無二の称号ですわ。一組のモドキ共では、ワタクシというダイヤの原石を磨く砥と石いしたり得ません。まぁ、アナタ方なら、このワタシを磨く研磨剤の粉末ダイヤモンドぐらいにはなりそうですし、移籍してあげますわ！」

「いやお前負けたじゃん」

「前回の敗北はあの北ほう条じようとかいうモドキに足を引っ張られたからですわ！　それとも、アナタはワタシと一人で戦う勇気は無いのかしら？」

　相変わらず高飛車な、けれど凜りんとした表情で迫るアメリアに、大和やまとは好感を持った。

　つまり、アメリアは自分に勝ちたいのだろう。なら、アメリアも自分のライバルだと、大和やまとは好戦的な笑みを浮かべた。

「ああ、今度はタイマンでやろうぜ！」

　だが、そこへ待ったが入った。

「待ちなさいよ大和やまと！　その前にアタシと再戦よ！」

「え、蕾らい愛あとは昨日やったばかりだろ？」

「うっさいわね！　勝ち逃げは許さないわよ！　アタシが勝つまでやるのよ！」

「お前はそのわがままな性格を直せ！」

「何がわがままよ！　アタシはあれから反省してねぇ、アンタに勝つためなら真ま白しろ先生の授業を真面目に受けてあげてもいいかなって思い始めているんだからね！」

「どこ目線なんだよ!?」

「あー大和やまと、ライバル宣言をした以上、私との勝負も考えておいてくれ」

「あれ？　これってわたしも大和やまとと決闘する流れなのかな？」

「では私も」

「勇いさ雄おと宇兎うさぎと七式はちょっと黙っててくれ。蜜みつ也や、冷静な説明を頼む」

「ハニーはボクとベッドの中で勝負だよねぇ」

「ちょっ、ＬＩＡリア、みんな見ているから……」

「あれ？　前かがみになっちゃう？　ねぇ前かがみになっちゃう？」

「お前ら自重しろぉ！」

　大和やまとが叫ぶと、真ま白しろが朗らかに笑った。

「うふふ。大和やまとくん、友達、たくさんできたんですね。先生は嬉うれしいですよ」

　真ま白しろの言葉に、大和やまとも自然と笑顔になった。

「はい。みんな、俺の大事な仲間です！」

　導いてくれる師匠と、支え合う友達と、高め合うライバルのいる教室で、草くさ薙なぎ大和やまとはＶサインを作った。











あとがき






　はじめまして＆過去作を手に取ってくれた方はお久しぶりです。作者の鏡かがみ銀ぎん鉢ぱちです。

　本作を手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　鏡かがみ銀ぎん鉢ぱち、電撃文庫に電撃デビューです。（ダジャレじゃないよ、噓うそだよダジャレだよ）

　本作誕生のきっかけは一本のメールから始まりました。

　最近の流行がわからず、何を書いても古臭く、それでもなんとか流行に乗ろうとしたら二番煎じ作品、目新しい作品を作れば読者の好みから外れていて迷走の極みにいました。

　そんな私に電撃文庫のＯ氏から「一緒に作品作りません？」というお誘いが届きました。

「いやぁでもすいません。私平成元年生まれのオールドタイプでして最近の流行がわからなくて、とりあえず悪役令嬢に異世界転生した元男子高校生が勇者パーティーから追放されてチート能力を手に入れて復ふく讐しゆうしてから亜人種美少女ハーレムしながらあらゆる種族が暮らす多民族国家を建国しながら現代知識無双する話を書けばいいのでしょうか？」

「いや、好きに書いていいですよ」

「……………………………………最高のヒーローを目指す少年が最強師匠の下で男友達やヒロインたちと愛や友情を育みながら異能学園で熱血バトルする話書いていいですか？」

「いいですよ」

　秒で決まりました。そんなこんなで書かれた本作ですが、メインキャラ全員が主人公ヒロインになることを目指しました。

　ていうか、実は全員元主人公でヒロインだったりします。

　というのも、一人一人が主人公やヒロインとしてデザインされたキャラで、本来は別作になるはずのキャラたちを本作に集めたからです。

　勇いさ雄おは、魔法を使えないから武術を極めたらチートになった系作品の主人公でした。

　蜜みつ也やは、内気なボッチ主人公が最強ヒロインと出会い成長する系作品の主人公でした。

　真ま白しろは、チート勇者が勇者学校の教師となり新勇者を育てる系作品の主人公でした。

　２巻以降を出せたら、大和を中心に他の主役級ヒロイン級たちも描いてあげたいです。

　話は変わりますが、カクヨムに色々投稿している他、先月角川スニーカー文庫から『スクール下克上』という作品を発売したので、そちらも読んでくれると嬉うれしいです。

　おっと、ここまで長々と書いてしまいましたが、最後にこの場を以もって、関係者の皆様への謝辞を送らせて頂きます。

　私に声をかけてくださった担当編集者様、本作の出版を許して下さった電撃文庫編集部様、イラストを担当してくれたｍｏｔｔｏ様。他、本作の出版に関わって頂いた全ての方に感謝を込めて。ありがとうございました。
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